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【 編 集 後 記 】
　年が明け､「中国武漢で新型コロナウイルス発生」とのニュースが流れても、対岸の火事と軽く
考えておりました。ところが瞬く間に世界各国で感染者が増え、日本でも感染拡大により、大学閉
鎖、卒業謝恩会・入学式中止、そして自粛生活を過ごす事になりました。新境地を目指し希望と夢に
満ち溢れた新入生とそのご家族の方、いつ大学へ通えるの? 不安との闘いの日々が続いた事が
伺い知れます。5月に入りオンライン授業が始まり、6月からは一部対面授業が始まりました。けれ
ど学生・保護者の方の不安や疑問は消えません。後援会として何が出来るのか？ 悩み考え少しで
も保護者の方と大学との橋渡しが出来る「後援会報」を発行したい。その為に広報委員会で何度も
内容を検討し、「50周年記念特別座談会」はじめ見所満載の情報誌に仕上げました。記事をご投稿
頂きました皆様、ご協力有難うございました。今後も皆様と共に歩んで行く後援会であり続けたい
と思っております。皆様の応援、宜しくお願い致します。

名古屋芸術大学後援会副会長 （広報委員長）　酒井    伊紀
NAGOYA UNIVERSITY
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［特別企画］
■座談会「後援会 未来への挑戦」
■後援会だョ！全員集合
■後援会入門 ─ ミニ事典 ─
■名芸大入門 ─ 保護者編 ─
■後援会第１回功労者表彰

BORDERLESS
　Challenge to the future

50th.

後援会創立50周年記念特別号

Anniversary



目次
後援会創立50周年記念行事等中止のお知らせ

後援会創立50周年記念特別号の発行によせて

ごあいさつ
後援会長・学長・理事長

後援会功労者表彰

｢後援会未来への挑戦｣50周年記念特別座談会

後援会だョ！全員集合

後援会入門 ─ ミニ事典 ─

名芸大入門 ─ 保護者編 ─

2020年度後援会定期総会(書面総会)報告
2020年度後援会新役員・理事一覧

2019年度事業報告・2020年度事業計画

2019年度 後援会決算報告

2020年度 後援会予算書

名古屋芸術大学近況報告

学務部報告(就職・オンライン授業実施状況)

2020年度 学生数
大学へのお問合せ先一覧

Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f A

rt
s

後援会創立50周年記念行事等中止のお知らせとご協力のお願い
　日頃は後援会活動にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。
　さて、名古屋芸術大学後援会は2020年、創立から50年目を迎えました。後援会ではこれを記念して50周
年記念行事の開催を予定しておりました。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、ご参加くださる皆様の健康・安全面を第一に考慮
した結果、記念行事等の開催を中止することに致しました。役員一同、力を合わせて準備を進めてまいりました
が、苦渋の決断をせざるを得ない状況になりました。それに伴い、後援会と大学教職員との合同研修会、｢名古
屋芸術大学後援会創立50周年記念式典･祝賀会」を中止することに致しました。取り急ぎお知らせ致します。
　尚、今年度の総会における承認事項につきましては、議案資料の郵送による総会（書面表決）にて開催し、
ご承認いただいております事を申し添えます。
　保護者会員の皆様におかれましては、今後とも後援会活動のなお一層のご理解と
ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。　
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【お問い合わせ先】
  電話：０５６８－２６－３３５５
  FAX：0568-26-2101
  E-mail：kouenkai@nua.ac.jp　

名古屋芸術大学後援会
　 副会長（総務委員長）
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名古屋芸術大学後援会は
創立50周年を迎えました

　2020 年､名古屋芸術大学後援会は創立 50 周年を迎えました｡
　本日ここにお送りする「後援会報」第 69 号は、後援会創立 50 周年記念特別号となります｡
　本来なれば 50 周年記念式典・祝賀会を盛大に挙行し、先人の偉業に思いを致し、喜びを分かち合うところですが、
新型コロナウイルス感染症拡大の緊急事態宣言と「自粛」要請を受け、行事は 10 月予定の研修旅行まで含めて１年
分、全て中止となりました｡
　「断腸の思いで捲土重来を期す」とは、開催中止決定に際しての委員長（会長）発言の一節です。その思いの丈を、記
念事業で唯一残された「会報」特別記念号の発行に込めました｡
　会長提案に基づく理事会での決定を受け、広報委員会で討議を重ね、編集方針も 180 度転換し、表紙デザインもレ
イアウトも一新しました｡
　1986 年（昭和 61 年）の創刊号以来続いてきたモノクロ印刷から、念願のフルカラーへの衣替えを実現しました｡
　中身は１冊丸ごと、大学とキャンパスライフの最新情報を中心に、学生・保護者の皆様へのお役立ちニュース＆ト
ピックスが満載です。
　いま再び創刊の原点に立ちかえり､1 から 10 まで全部自分たちの手作りで仕上げました｡
　これを機に､大学とご家庭をつなぐ懸け橋として、もっと読み易く愛される「会報」作りを目ざします｡
　今後ともなお一層の後援会員の皆様方のご支援ご協力、何卒よろしくお願い申し上げます。

     2020 年 9 月 30 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
        名古屋芸術大学後援会創立 50 周年記念事業実行委員会

委員長　菊井 政右衛門　　
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　名古屋芸術大学後援会会員の皆様方におかれましては平素より後援会活動に格別なるご高配を賜り、厚くお礼を申し上げます｡
　さて、名古屋芸術大学後援会は2020年、創立50周年を迎えました。
　しかしながら折からの新型コロナウイルス感染症拡大の緊急事態を受け、創立50周年記念式典・祝賀会は中止となり、例年5月開催
の定期総会も、後援会史上初となる「書面総会」となりました｡
　会員の皆様宛に議案資料を郵送し、7月5日を期限として書面表決を行いました｡
　その結果、第1号議案乃至第6号議案（決算・監査報告、事業報告、会則改正案、役員改選案、予算案、事業計画案）の全てについてご
承認をいただきました｡  
　就中役員改選のご承認に伴い、不肖儀、昨年度に引き続き後援会会長の重責を担うことと相成りました｡
　理事会一同、一意専心、決意も新たに後援会活動に邁進いたす所存でございますので、何卒宜しくお願い申し上げます｡
　後援会の目的は、名古屋芸術大学の教育方針に基づき、大学の正常な運営に寄与し、学生の福利厚生並びに大学諸活動を後援する
ことにあります｡
　機関誌「後援会報」の発行、研修会、サークル活動、保護者と教職員の親睦交流、その他さまざまな教育・研究支援活動への取り組み
を通して、ご家庭と大学を結ぶ懸け橋となり、後援会は今日まで着実にその役割を果たしてまいりました。  
　しかし我々はいま、新型コロナウイルスとの戦いという、未曾有の危機に直面しています。我々は必ずやこの試練を超克し、捲土重
来を期して次の50年､100年先の未来を目指して前進を続けます｡
　我々の目標は、名古屋芸術大学を「学生満足度ナンバーワン｣、｢全国芸大(美大･音大)のトップ校」に飛躍させること。そのために後
援会は総力を挙げて学生・大学支援態勢の強化拡大に取り組んでまいります｡
　今後とも何卒、倍旧のご支援ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます｡

名古屋芸術大学後援会会長

菊井 政右衛門
Masaemon Kikui

名古屋芸術大学後援会　創立５０周年を迎えて
ごあいさつ

ご家庭と大学を結ぶ懸け橋となって50年
後援会は全力で名古屋芸術大学の発展を支えます！
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名古屋芸術大学後援会会長

菊井 政右衛門
Masaemon Kikui

名古屋芸術大学後援会　創立５０周年を迎えて
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ご家庭と大学を結ぶ懸け橋となって50年
後援会は全力で名古屋芸術大学の発展を支えます！

名古屋芸術大学学長

竹 本 義 明
Yoshiaki Takemoto

　2020年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、新入生並びに保護者の皆様の安全を最優先に考え、入学式を中止する苦渋
の決断をしました。
　新入生は5月7日からガイダンスが始まり、13日からオンライン授業を開始し、6月1日からは対面授業を実施しています。今後8月
の試験期間を経て前期授業が終了することになります。
　本学は2017年から大学改革を実行し、社会の大学に対する要求に対応するため、育てたい学生の理想像として、社会に必要とされ
活躍できる人材像を明らかにしてきました。加えて卒業後の社会人としての人生設計についても重点を置いてきました。
　多様性と柔軟性のある教育・研究体制が必要とされる中、改革により教育内容を見直し全学共通教育科目を一般科目群と横断科目
群に改定し、様々な学問領域を自由に積極的に学び、総合力のある人財育成が可能となりました。
　従来から芸術系学部では課題やテーマが与えられ、自らが対応することが求められましたが、授業科目の見直しにより幅広い分析
力、問題発見能力、自ら考える力を養うことができていると考えています。
　今回のコロナウイルスの感染拡大により、社会の構造が大きく変化し、将来の不確実性が増す中、専門に精通しているだけでは不十
分で、専門教育を学ぶための基礎知識の充実がますます重要になっています。
　名古屋芸術大学は、今年の創立50周年を経てさらに発展するため、創立70周年となる2040年に向けて取り組みを始めます。中央
教育審議会が取りまとめた「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」に基づき、「高等教育が社会を支える重要な基盤」である
ことを認識し、「学びの質保証」を再構築し、「あらゆる世代が学ぶ知の基盤」を目指します。

不確実性の時代を超克する
「あらゆる世代が学ぶ知の基盤」を目指す
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名古屋芸術大学学院長・理事長

川 村 大 介
Daisuke Kawamura

建学の精神を堅持し
「ゲイジュツの力」で時代を切り拓く
社会から選ばれ続け信頼される大学へ

　名古屋芸術大学（以下「名芸」という。）は昭和45(1970)年に開学し、本年開学50周年の節目を迎えます。名古屋芸術大学学生及び
同大学院生の保護者の皆様方には、平素から格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　50年前に創設者故「水野　子」名誉学院長が、“名古屋は芸どころ”と言われる一方で、著名な音楽家による演奏会や世界的な芸術
家の作品展が、名古屋で開催されなかった当時の風潮（所謂「名古屋とばし」という。）を何とか打破したいと考え、芸術系総合大学の開
設に至ったと伺っております。
　開学後、多くの卒業生が巣立ち、各方面で活躍しています。開学50周年記念事業として卒業生諸君を中心としたイベントなどを計
画しておりましたが、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため予定を変更せざるを得ない状況となりました。一方で、社会における
高等教育機関の果たすべき役割が大きく変化する中において、名芸の存在意義を明確にするため、平成29(2017)年から開学以来の
改革を実施し、更に進化し続けています。
　このような社会状況において、開学50周年記念事業ポスターに掲げました「学生を育てた50年、育てられた50年！～感謝から感動
に、そして融合に！！」（卒業生の公募によるもの）や、令和2(2020)年4月1日付け中日新聞（朝刊）に掲載されました「アートで世の中を
応援」というキャッチフレーズは、多くの卒業生及び関係者に感謝申し上げるとともに、今後の名芸のあるべき姿を名芸の関係者のみ
ならず広く社会の皆様方にも明示しています。
　名芸は、建学の精神「至誠奉仕」を踏まえ、行き先不明の混とんとした社会においても、従来の枠に捉われない創造性豊かな「ゲイ
ジュツの力」をもって社会を“応援”できる人材を育成し、社会から選ばれ続け信頼される大学となることを目指します。
　今後とも、保護者の皆様方のご理解とご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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名古屋芸術大学学院長・理事長

川 村 大 介
Daisuke Kawamura

建学の精神を堅持し
「ゲイジュツの力」で時代を切り拓く
社会から選ばれ続け信頼される大学へ

　名古屋芸術大学（以下「名芸」という。）は昭和45(1970)年に開学し、本年開学50周年の節目を迎えます。名古屋芸術大学学生及び
同大学院生の保護者の皆様方には、平素から格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　50年前に創設者故「水野　子」名誉学院長が、“名古屋は芸どころ”と言われる一方で、著名な音楽家による演奏会や世界的な芸術
家の作品展が、名古屋で開催されなかった当時の風潮（所謂「名古屋とばし」という。）を何とか打破したいと考え、芸術系総合大学の開
設に至ったと伺っております。
　開学後、多くの卒業生が巣立ち、各方面で活躍しています。開学50周年記念事業として卒業生諸君を中心としたイベントなどを計
画しておりましたが、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため予定を変更せざるを得ない状況となりました。一方で、社会における
高等教育機関の果たすべき役割が大きく変化する中において、名芸の存在意義を明確にするため、平成29(2017)年から開学以来の
改革を実施し、更に進化し続けています。
　このような社会状況において、開学50周年記念事業ポスターに掲げました「学生を育てた50年、育てられた50年！～感謝から感動
に、そして融合に！！」（卒業生の公募によるもの）や、令和2(2020)年4月1日付け中日新聞（朝刊）に掲載されました「アートで世の中を
応援」というキャッチフレーズは、多くの卒業生及び関係者に感謝申し上げるとともに、今後の名芸のあるべき姿を名芸の関係者のみ
ならず広く社会の皆様方にも明示しています。
　名芸は、建学の精神「至誠奉仕」を踏まえ、行き先不明の混とんとした社会においても、従来の枠に捉われない創造性豊かな「ゲイ
ジュツの力」をもって社会を“応援”できる人材を育成し、社会から選ばれ続け信頼される大学となることを目指します。
　今後とも、保護者の皆様方のご理解とご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

■宇佐見    誠也様   
　絵画グループ壁の華
会長。
　愛知県瀬戸市在住。
1936年(昭和11年)生
れの84歳。元名古屋芸
術大学後援会副会長。
壁の華入会は1989年。
｢この度は名古屋芸術大
学後援会におかれまして
は創立５0周年を迎えら
れ誠におめでとうご座い

ます。そして「壁の華」の世話人として感謝状を賜り恐悦至
極に存じます。衷心より感謝を申し上げます｡｣

■森部    みや子様
　絵画グループ壁の華運営
委員長。
　愛知県稲沢市在住。1948
年(昭和23年)生れ。元名古
屋芸術大学後援会副会長。
1999年壁の華入会。2004
年から運営委員長。
｢このたび名古屋芸術大学
と後援会が栄えある50周年
を迎えられましたことに心よ
り祝福申し上げます。後援会
壁の華が長きにわたり活動
を続けてこられたのも大学

の協力と会員の方がたの お人柄があると思います。今後
ともよろしくお願い致します｡」

■長江    政則様
　せせらぎ合唱団会長。
　愛知県瀬戸市在住。1945
年(昭和20年)生まれ。元名
古屋芸術大学後援会会長。
長男和哉氏は名古屋芸術大
学准教授(音楽領域)｡1996
年から「せせらぎ合唱団」団
員 。2008年から会長。
　｢名古屋芸術大学と後援会
創立50年の節目に後援会の
音楽学部のサークル活動『せ

せらぎ合唱団』に感謝状を頂き、会員一同喜んでおります。
ありがとうございました。20年以上にわたり、大学の援助と
山田正丈先生と江端智哉先生の御指導に深く感謝していま
す。今後も、大学と後援会の御発展を祈念し、『歌を歌って楽
しもう』をモットーに団員一同頑張ります。微力ながら世話人
として力添えしたいと思っています｡｣　

■千石    智子様
　せせらぎ合唱団副会長。
　愛知県尾張旭市在住。1944年
(昭和19年)生れ。元名古屋芸術
大学後援会会計監査。｢合唱団｣
発足時から参加。2012年から副
会長。
　｢50周年おめでとうございま
す！この度は立派な感謝状ありが

とうございました。誠に感慨深く好きな合唱を続けられた事
は根気よく御指導して頂いた先生方のおかげ、また学生に
混じって参加させて頂いた第九演奏会など、コーラスを通じ
て沢山の人との出会い、全てに感謝し、全てにありがとう｡」

　2019年度後援会では、2020年、後援会が創立から50周年を迎えるのを記念して、永年にわたり後援会活動に顕
著な功績があった方々に対し、感謝の意を表するため「後援会表彰規程」を制定し、功労者表彰選考委員会が中
心となって人選・審査を進め、2020年度後援会定期総会と同日開催の創立50周年記念式典において表彰すべく準
備を進めてまいりました。
　その結果、栄えある第１回受賞者には、後援会公認サークル「壁の華｣、｢せせらぎ合唱団｣のリーダーとして20～
30数年の長きににわたり活動を継続してこられた元後援会役員経験者である４人の大先輩諸氏に贈られることが
決定しました。
　ところが新型コロナウイルス感染症の急激な拡大に伴い、後援会創立50周年記念式典・祝賀会は中止となり、

「功労者表彰」も中止の已む無きに至りました。
　そのため後援会では受賞対象者に表彰状・記念品を郵送して表彰に代えさせていただくこととなりました。
　ここにお写真とお寄せいただいたコメントを掲載し、皆様と共に謹んでお慶び申し上げます。

功労者表彰選考委員長（顧問）：川野 佳代　副会長(総務委員長）：矢野 章子　サークル委員長（理事）：石黒 和広
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名古屋芸術大学後援会
創立５０周年記念特別座談会BORDERLESS

★Challenge to the future

後援会 未来への挑戦

司  会  山内正春後援会監事（2018年度後援会会長)：
　本日はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうご
ざいます。本日の司会進行役を務めさせていただきます、
後援会監事の山内正春と申します。どうぞよろしくお願い
いたします。
　本日は「Challenge to the future 『BORDERLESS』 
後援会 未来への挑戦」と題して、名古屋芸術大学後援会創
立50周年記念特別座談会を開催し、後援会や大学の過去・
現在・未来について大いに語っていただき、読者である後
援会員（保護者）の皆様に、後援会活動へのご理解を深め
ていただくきっかけになれば幸いに存じます。
　それではまず最初に2020年度後援会、菊井会長から、
後援会の歩みについてお話しください。

司会　山内正春
名古屋芸術大学後援会監事
(2018年度後援会会長)

■ルーツは｢父母の会」
菊井政右衛門名古屋芸術大学後援会会長：
　名古屋芸術大学後援会は、1970年（昭和45年）の大学
開学と同時に発足した「父母の会」を始まりとします。10
年後、｢父母の会」を「名古屋芸術大学学生生活後援会｣
(1980年)に改組し、その後さらに「名古屋芸術大学学生後
援会｣(1996年)、｢名古屋芸術大学後援会｣(1998年)、 ｢
名古屋芸術大学・大学院後援会｣ (2013年)と4度の名称
変更を経て、2020年度定期総会で再び「名古屋芸術大学
後援会」と改称して現在に至ります。
司　　会：
　今から40年前の「生活後援会」という名称から、大学創
成期の学生生活の様子が垣間見えるような気がします。若
い芸術家のたまごたちも保護者も大学も、みんな大変な
中で頑張っていたんだなぁと思うと、何だかグッとくるもの
がありますね。
菊井会長：
　そうですね。2019年度後援会長に就任して、2020年に
は創立から50周年を迎えるということで、これまで誰も手
がけてこなかった後援会史の調査・研究に着手しました。
　大学の書庫から「後援会報」のバックナンバーが綴じられ
た古いファイルを探し出し、大学に日参して全号全ページ
を読破しました。
　第1号はタブロイド版の新聞で、1986年（昭和61年）に
創刊されています。当時の紙面からは、芸術の道に邁進す

る学生たちへの深い愛情や、保護者・教職員が一丸となっ
て立派な名古屋芸大を創ろうという意気込みが伝わってき
て、読みながら私も胸が熱くなりました。
　創立から50年、後援会の歴史と伝統を継承しながら、さ
らにこれから50年先､100年先の名古屋芸大を支える後
援会を作り上げていく活動の先頭に立つ現役の会長とし
て、重責に身の引き締まる思いがいたします。

菊井政右衛門 
名古屋芸術大学後援会会長

■後援会は大学の発展支える重要組織
司　会：
　それでは竹本学長におうかがいいたします。学長にとっ
て後援会とはどのような存在なのか、お話しいただけます
でしょうか。
竹本義明名古屋芸術大学学長：
　私が名古屋芸術大学の教員になったのは1989年（平成
元年）で、今年で31年目を迎えます。
　私は1972年に武蔵野音楽大学を卒業し、同年名古屋
フィルハーモニー交響楽団に入団し、トランペット奏者とし
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て17年間演奏活動に従事しました。
　その間、スクールバンドやアマチュアオーケストラのト
ランペット奏者の指導を行ない、楽団内のメンバーでアン
サンブル演奏活動も積極的に行ってきました。大学教員に

なってからは、トランペット実技、吹奏楽、オーケストラの授
業を担当しましたが、2001年に音楽文化応用学科が開設
されてから、音楽現場の経験があるということから、アート
マネジメント関係の授業を担当することになりました。
　後援会との関わりは2001年に音楽学部長の役職につ
いてからになりますが、2010年4月に学長に就任してから
頻繁に関わりを持つようになりました。
　後援会は、大学のステークホルダー（利害関係者）と言わ
れ、在学生、卒業生、そして教職員とともに大学を構成する
関係者を指していますが、最近では、企業や地域社会まで
がステークホルダーとされています。　
　私にとって後援会とは、大学運営に対して貴重な意見を
述べていただき、大学の発展を支えていただく存在と考え
ています。そのようなわけで、後援会は同窓会と共に、まさ
に車の両輪のように名古屋芸大を支えてくれている大変
重要な組織であると考えています。これからもそのエネル
ギッシュな活動に大いに期待しています。

竹本義明
名古屋芸術大学学長

司　会：
　川村理事長からご覧になって後援会とは何か、お話しく
ださい｡
川村大介学校法人名古屋自由学院学院長・理事長：
　簡単に自己紹介をさせていただきますと、私は、1996
年 (平成8年)に名古屋自由学院事務職員として採用され、
経理課長、財務部長、総務部長を経て、2010年 (平成22
年)3月末に第2代学院長・理事長「川村科子」先生が退任さ
れたことに伴い、翌4月1日に第３代学院長・理事長に就任
いたしました。偶然にも、同時期に竹本義明先生が学長に
就任されました。早いもので、今年で10年が経ちます。
　従来、大学関係者というと学生と教職員と思われがちで
したが、時代の流れとともに保護者の皆様と大学との連携
が必要不可欠なものとなり、共に学生生活を支援していく
形へと変遷してきました。
　理事長就任当初は、後援会の皆様と接する機会がござ
いませんでしたが、数年前から後援会総会に参加させてい
ただくようになったことから、少しずつ接する機会が増え、
様々な情報交換をさせていただくようになりました。
　嬉しさと驚きがありましたのは、卒業生の保護者の方々
が合唱クラブ「せせらぎ合唱団」、絵画クラブ「壁の華」を立
ち上げ、現在も活動していらっしゃるとのことです。本学との
ご縁がきっかけで、保護者の方々が芸術を楽しまれている
姿に、大学で芸術を学ぶ学生だけではなく、そのご家族や地
域にまで深く浸透することを期待せずにはいられません。
　このように、後援会が大学の教育方針に共感してくださ
り、学生生活の充実のためにご支援をいただいております
ことを心から感謝申し上げます。

川村大介
学校法人名古屋自由学院
学院長・理事長

司　会：
　それでは芸術学部長の萩原先生、お願いします。
萩原周学長補佐・芸術学部長：
　私は今から20年前、ちょうど2000年4月に現在の芸術
学部統合前のデザイン学部専任講師として着任致しまし
た。その後学科主任、学科長を経て、現在は学長補佐、及び
芸術学部長を仰せつかっています。教員としてはライフス
タイルデザインコースに所属し、専門はデザインの方法論
やデザインリサーチを含むデザイン学です。本日はどうぞ
よろしくお願い致します。
　さて、私たち教員も、父母・保護者の皆さまと交流させて
いただいたおかげで、学生たちが本学の授業やその他大
学が提供するサービスをどのように評価しているのかの正
直なところを把握することができ、ついつい見落としがち
な点も含めて、いろいろな修正・改善に繋げることができ
ていると大変感謝しています。また役職者として，こうして
折に触れ後援会の皆様と直に接する機会をいただいてか
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らは、保護者の皆様が如何に本学を信頼し、大きな期待を
頂き、また日々応援していただいているのかを改めて強く
感じることができ、大学として後援会の思いを真摯に受け
取り精進すべきだという思いを強くしました。
　私ども教員は、日常的に学生たちが自らの目標への期
待と、これに向かって励むことの喜びをもって大学生活を
送ってくれることを第一に活動していますが、これは大学を
離れた学生たちを時に厳しく、時に優しく見守り、励まして
もらえる保護者の皆様との協働がなければ成り立たない
ことであることも、こうして後援会の皆様とお会いする度
に感じることでございます。

萩原　周
学長補佐・芸術学部長

司　会：
　人間発達学部長の溝口先生、いかがでしょうか｡
溝口哲夫学長補佐・人間発達学部長：
　私が名古屋芸術大学でお世話になってから、はや5年目
となります。それまでは30年以上にわたって小学校、中学
校の教員を務めてまいりました。現在は、その経験を活か
しながら豊かな人間性とともに、芸術的感性を備えた若き
教育者・保育者を育てることに全力を注いでいます。
　ところで、小中学校では児童生徒の保護者の方が中心と
なって組織されたPTAの皆さんのお支えがあってこそ、健
全な子供たちを育成することができるということを実感と
して味わってまいりました。それと同じように、本学でも学
生たちが充実した学生生活を送ることができることを目的
にした「後援会」という組織が存在し、すばらしい成果をあ
げられていることに感銘いたしております。
　大学生ともなれば、親元を離れて生活を送っている学生
もいます。また、実家から通いながらの学生でも、親子で
じっくりと話す機会は減ってくるものです。保護者の方が
わが子の学生生活をより深く理解する機会を得るために
も、後援会の存在や活動はとても大きいと思います。

溝口哲夫
学長補佐・人間発達学部長

■2021年ボーダレス改革から新たな飛躍へ
司　会：
　名古屋芸術大学といえば  BORDERLESS（ボーダレス）
をスローガンに、2017年度から始まった大学改革を避け

て通るわけにはいきません。竹本学長におうかがいしま
す。ボーダレス改革の核心とは何だったのでしょうか。
竹本学長：
　大学を取り巻く社会環境が年々厳しくなる中で、名古屋
芸術大学は将来に向けてその存在感を発揮すべく改革を
進めてきました。社会と密接に結びついた大学としての役
割を見据え、感性教育を通じて世の中に貢献することが私
の願いです。
　2017年に既存の「音楽｣､「美術｣､「デザイン」の各学部
を集約し､「芸術教養領域」を新設し、芸術学部に改組して
各学問領域の壁を取り払い、ボーダレスなカリキュラムを
設定しました。
　学生は自身の専攻分野に加えて他の学部・領域の基礎
分野も１年次から学ぶことができ、異なる分野や未知の領
域に触れることができるシステムは、人が本来持つ可能性
を格段に広げる環境につながると考えました。
　例えばゲームの制作業界に進むとき、音楽制作に長けた
人が併せてデザイン分野の映像を専門的に勉強していれ
ば、活躍の場は大きく広がります。現代は様々なクリエイ
ティブの現場で、ジャンルを超えたトータルな才能が求め
られる時代になっています。この改革は、学生の社会での
活躍を大きく広げてくれると信じています。
　 2 0 2 0 年 度 はボ ー ダレスの 導 入 から4 年 目を迎
え、WorldクラスのIdeaを身につけるワールディア

（Worldea）と言う新たなプロジェクトをスタートさせ、
アーティストや教育者を目指す学生を支える「アート/エ
デュケーション｣、語学教育によって世界で活躍できる人材
を送り出す「グローバル｣、教養と思考力を身につけ社会で
活躍する「キャリア」の3つのセクションにより、活躍の舞台
を無限に広げるプログラムを始めています。
司　会：
　当時学長を補佐され、改革準備室長としてボーダレス改
革を推進された萩原芸術学部長、いかがでしょうか。
萩原芸術学部長：
　そうですね、今回の改革は、新たに掲げる、つまり
BORDERLESSな領域横断性を獲得し、今後の社会の要請
に応えるべく新たな総合芸術大学のかたちを獲得するた
めの大きな挑戦でした。これはもとより本学が長年培って
きた教育文化を客観的に評価し、不要な部分は勇気を持っ
て捨て、引き継ぐべきものを精査の上残し、不足する部分
を新生させるという長く厳しい作業でした。この間、計画段
階から新学部開設まで、必ずしも十分な時間がありません
でしたが、竹本学長の強いリーダーシップのもと教職員が
一丸となり、並外れた集中力をもって取り組んだ末、あらゆ
る難局を乗り切れたという感があります。
　さて、本年度芸術学部の完成年度を迎え、次年度この4
年間を評価した上での新学則が、舞台芸術領域、デザイン
領域の先端メディア表現コース、美術総合コースの新設を
はじめとした美術領域の大改編とともにスタートします。で
すので、BORDERLESSでスタートした改革は､「選ばれる
大学」としての名芸大であり続けるため、尚も歩みを止め
ず進化し続けたいと覚悟を新たにしています。もちろんこ
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こでは後援会からの力強いエールとアクション
も大いに期待するところです。
司　会：
　それではこのボーダレス改革について学生・
保護者の側から、菊井会長におうかがいしま
す。
菊井会長：
　うちの子どもが入学したのは2017年度、
ちょうどこのボーダレス改革がスタートした年
です。その前年、当時公立高校の芸術コースで
美術を専攻する受験生だった娘は、夏のオープ
ンキャンパスに参加して、そこでボーダレス改
革に衝撃を受け、その場で名古屋芸大進学を
即決しました。帰宅した娘からボーダレス改革
について書かれたパンフレットを見せられ、この大学に行く
ことに決めたから、と言われて驚きました。
　忘れもしません､「名古屋芸大グループ通信｣ Vol.35で
した。竹本学長の巻頭メッセージ、それに続いて津田副学
長と萩原学長補佐・改革準備室長（当時）の対談が掲載さ
れていた号です。従来の大学教育の常識を覆す発想の転
換、固定観念にとらわれない革新的な内容に、強烈なイン
パクトを受けました。じっくり読ませていただいて、私も娘
の選択が間違いでないことを確信し、名古屋芸大進学に賛
成しました。その日以来私は大の名芸ファンになりまして、
とうとう応援団長にまでなってしまいました｡(笑）
司　会：
　受験生であったお嬢様だけでなく、保護者である現在の
菊井会長ご自身もボーダレス改革の思想に触れられて、強
烈なインパクトを感じられたと。
菊井会長：
　そうです。開学から50年、名古屋芸大は竹本学長のヘ
ゲモニーのもと、教育の危機を逆にチャンスに転化し、
BORDERLESS (ボーダレス）を旗印に、芸術系3学部の縦
割り組織を解体し、新たに芸術教養領域を加え、1学部1学
科4領域24コースに融合再編するという組織制度改革、そ
して芸術の基礎教育であるファンデーションのカリキュラ
ムマネジメントも含めて、とてつもない大改革を断行され
たわけです。
　これに対して歴代の後援会執行部は、教育の危機が叫ば
れ後援会活動の低迷を危惧する声が聞かれる中にあって
も、現状改革への熱意は乏しく、将来を見通すビジョンを欠
き、活動方針もテーマもないままに、毎年同じ行事のくり返
しだけで1年が過ぎていく、という状態が続いていました。
　大学がパラダイムシフト（革命的転換）を遂げつつある
のに、後援会は古い殻に閉じ籠ったまま微動だにしない。組
織は形骸化し活動はマンネリ化していく中で、これはもう
限界だ、誰もやらないなら自分で変えるしかないと腹をくく
りました。
　後援会3年目を迎えた2019年度総会で、現在の理事会
役員メンバーのご支持を得て会長に選出されました。それ
を契機に後援会の民主的運営と組織基盤の再建整備、役
員の意識改革と資質向上を重点課題とし、後援会の組織と

活動の全分野にわたる構造改革の実行に全力で取り組ん
でまいりました。

■大学と家庭をつなぐ懸け橋として
司　会：
　理事長からご覧になって、後援会50年の歴史の中で、
後援会の存在の意義、あるいはどのような功績があったの
か、お話しいただけますか。
川村理事長：
　後援会には、学生の就学環境の整備や奨学支援など、学
生生活充実のために多大なるご支援をいただいておりま
す。また、保護者と大学との懸け橋となり、大学教育の実情
をご理解いただくとともに、ご子女の教育に関する意見交
換や就職相談などの機会を通じて、大学と家庭との交流が
できています。
　大学は、そこに関係する者だけではなく、保護者や地域
など多くの方々との関係を深め、また、支えられて存立する
時代です。後援会の今後の形として、ご子女の卒業後でも
後援会の会員として在籍していただくことや、ご子女が本
学の学生でなくとも、本学を応援したいと思っていただけ
る方にも会員となっていただくことを可能にするなど、従
来の枠にとらわれない形があってもいいのではないかと
考えます。
司　会：
　学長はいかがお考えですか。
竹本学長：
　学長になってから、後援会の事業計画に基づいた定期総
会への出席、年6回の理事会、そして大学の卒業式、入学式
の折に役員の方にお会いすることがあります。また、演奏
会、展覧会、芸大祭など多くの機会でお会いしお話をさせ
ていただいています。
　私からは年2回発行される後援会報への挨拶に加え、後
援会理事会で大学の現状報告をさせていただいています。
　毎年秋に実施される研修会では、宿泊を伴うこともあり、
後援会の皆様から在学生や社会の動向を踏まえた貴重な
意見を伺っています。そこでは、大学内で進められる社会
とかけ離れた常識や非効率的な運営を見直す良い機会と
なっています。
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萩原芸術学部長：
　私たち教員は普段、授業を介して学生と向き合っていま
すが、先ほども少しお話ししましたように、父母・保護者の皆
さまとお話しすることで、学生たちが本当に我々の提供す
る教育や大学生活全般についてどう評価しているのかが、
いつもとは違った観点で気づかされることが多いこと、ま
たこれは当たり前のことですが、私たちが考える以上に、
保護者の皆様がお子様が通う大学に対して大きな関心を
もって見守って頂いているのだという意識は、我々大学側
にとって、良い意味でのプレッシャーとなる、といったこと
があると思います。
　そうしたことから、保護者の皆様には、既に常日頃より本
学教育に対して直接、間接を問わず熱いご協力を頂いてい
る訳ですので、それだけに我々は保護者の皆様に対して、
さらに一層大学についての情報を開示する機会を充実さ
せるべきかとも感じています。
　せっかくご縁があってお子様を、それも「芸大」という少
しワクワク感のある所へお預けいただいている訳ですの
で、ひとりでも多くの保護者の皆様にもさまざまな芸術表
現に触れて頂ける機会を増やせれば良いと思っています。
そうして広がる交流の中で、学生自身はもちろんですが、
保護者の皆様にも大学への信頼感を一層高めて頂き､「名
芸ファン」となって名芸ブランドの証人となって頂ければ、
これほど嬉しいことはありません。
溝口人間発達学部長：
　昨年度まで保護者の方からのご要望もあり、毎年11月
末から１２月初めにかけて、学部保護者懇談会を行っていま

す。本当に遠方からわざわざお越しいただいたり、ご両親
一緒に参加していただくなど、私ども教員にとりましても大
変貴重な時間となっています。
　事前にお聞きになりたいことを伺ったうえで、所属する
ゼミ担当教員が中心になって懇談させていただいていま
す。やはり、学修状況のことや卒業後の進路のことについ
ての内容が多く、わが子と共通の話題ができ、さっそく家
に戻って本人を交えて話をしたいとおっしゃりながらお帰り
になられます。今後ともご要望がある限り続けてまいりた
いと思っています。

■新型コロナ｢緊急事態宣言｣と名芸大
司　会：
　それにしても名古屋芸術大学が開学50周年、後援会も
創立50周年のおめでたい年を迎えた2020年、まさかの
新型コロナウイルスによるパンデミック（世界的大流行）が
発生し、このような事態になろうとは、誰も予想しえなかっ
たと思いますが、これに対する大学の反応は非常に素早
かったですね。  
川村理事長：
　開学50周年記念式典・祝賀会、学部領域別のイベントの
準備等については、竹本学長にお譲りするとして、私の方か
らは、新型コロナウィルス感染拡大防止及びこれに関連す
る理事会の「特別措置」について、ご説明申し上げます。
　2020年 (令和2年)2月頃から、新型コロナウィルスに関
する報道が連日されるようになりました。3月には感染がさ
らに拡大し、より深刻な状況が予想されたため、卒業式に
後援会役員の方を含め来賓をご招待せず、簡素化して実施
し、入学式は中止しました。4月7日に東京、大阪をはじめ一
部の地域で緊急事態宣言が発令され、その直後に新型コ
ロナウィルス感染拡大を防止するため学院に「危機対策本
部」を設置し、感染拡大防止のための情報収集及び対策方
針の一元化を図りました。
　大学では、年度初めに行う履修登録やオリエンテーション
などを取りやめ、教育職員及び勤務が可能な一部事務職員
に在宅勤務を命じました。同時に、パソコン等に詳しい大学
院生などの協力を得て、オンライン授業の準備に着手しま
した。そのため、5月連休明けのオンライン授業導入は大き
な混乱もなく、スムーズに移行できたと認識しております。
　5月下旬、後援会会長菊井様からの要請により、理事会の

「特別措置」として全学生を対象に一人一律5万円の奨学
金を支給いたしました。また、他芸術系大学の授業に関す
る情報を収集しながら、感染予防対策を講じた上での対面
授業の準備を進めました。6月以降は、対面授業とオンライ
ン授業が並行して行われております。
　現時点では、本学院での新型コロナウィルスの感染者は
発生しておりませんが、今後、更なる感染拡大が予想され
るため、7月24日に「危機対策本部」を再び設置し、感染拡
大時には、早急に対応できるよう体制を整えております。
竹本学長：
　新型コロナウイルス感染症拡大前には、開学50周年記
念事業として、記念式典・祝賀会そして学部領域別のイベ
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ントが企画されていました。収束が見えない現状では、劇
場ホールの利用が制限される中で、オペラ公演や展覧会

「Future and Past｣、人間発達学部のフェスティバルや
芸術教養領域のアーツ＆サロンを中止としました。
　そのような中で東キャンパス交流テラス整備事業と記
念誌作成は継続して実施します。記念誌は、歴史や記録を
残す年史ではなく、現在社会で活躍している、活躍していく
本学に関わる50人に「過去×今×未来」を語っていただく内
容で作業を進めています。
菊井会長：
　後援会では2020年5月の定期総会と同日に､「創立50
周年記念式典・祝賀会」を挙行することを決め、早々と「実
行委員会」を立ち上げました。それでこの1年、式典・祝賀
パーティーの準備万端を整えて、予定会場でリハーサルも
やりました。ご来賓や後援会員の皆様方に招待状をいざ発
送しようという段になって、緊急事態宣言と自粛要請の直
撃を受けました。結局、定期総会の通常開催は断念し、急
遽書面表決に切り替えました。総
会と祝賀行事をセットにして丸1
年、心血を注いで準備に没頭して
きただけに、本当にがっかりしまし
た。実行委員長として、断腸の思
いで開催中止の決定を下しまし
た。
司　会：
　理事長のご発言にありました
が、今回の緊急事態に際しては、
後援会には随分頑張っていただ
いたとお聞きしました。
菊井会長：
　緊急事態で最初に遭遇したの
は、経済的理由からオンライン
授業に必要な機器を自分で準備
できずに困っている学生がいた
ことです。アルバイト収入を絶たれて学業の継続そのも
のが困難化しつつある学生の存在も表面化しました。ま
た時期的に前期授業料等の納付時期と重なったため、収
入減で家計が逼迫し、支払いに苦慮されているご家庭の
状況も次第にわかってきました。それと4年生の就活問
題です。私も子を持つ一人の親として、保護者団体であ
る後援会の代表として、これは看過できない、喫緊に対処
し解決すべき非常事態だと判断しました。例え一人の学
生でも経済的理由からオンライン授業が受けられないと
か、コロナのために学業を断念するようなことがあって
はならない、奨学金でも職探しでも何でも八方手を尽く
して必ず助けてやるから、それまで絶対にあきらめない
で頑張って持ちこたえてくれ、という切羽詰まった気持ち
でした。それですぐに行動を起こしました。具体的には、
①オンライン授業実施のための環境整備、②授業料の一
部返還、③授業料等学納金納付期限の延長、④緊急事態
宣言下での就活支援をお願いするという、四項目からな
る「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急学生支援

を求める申し入れ書」を一気に書き上げて、大学に提出し
ました。（本誌65頁に関連記事。）
司　会：
　それに対する大学の反応はいかがでしたか。
菊井会長：
　大学からは、パソコンやWi-Fiルーター等のオンライン
授業に必要な機器を準備できない学生のために無償貸与
することが発表されました。学費納入も個別事情に則して
柔軟に対応していただけることになりました。キャリアセン
ターからは全力で就活支援をするから何でも相談してくれ
という緊急声明が出されました。極めつけは､「名古屋芸大
開学50周年記念式典･祝賀行事」の全てを取り止め、総額
1億数千万円の資金を「学校法人名古屋自由学院奨学金」
として、ひとり一律5万円を全学生に支給していただいたこ
とです。川村理事長・竹本学長のご英断に、学生も保護者
も本当に感激しました。この場をお借りして、全保護者を代
表して改めてお礼を申し上げます。

■オンライン授業と｢withコロナ｣新時代に
　おける大学教育の展望
司　会 ：
　新型コロナに関連してもうひとつ是非おうかがいした
いのは、オンライン授業についてです。対面授業と比較し
てオンライン授業には当初から賛否両論があり、ご心配も
あったかと思われますが、両学部長におうかがいいたしま
す。実際に現場でオンライン授業をおやりになってみて、い
かがでしたでしょうか。
萩原芸術学部長：
　オンライン授業に関していいますと、当初は音楽、美術、
デザインといった実技教育を主眼とする芸術学部におい
て、果たして教員と学生が対面できないというオンライン
授業が成立するものなのかという懸念が大きくのし掛かり
ました。しかしながら、先に菊井会長が話されました後援会
からの熱い働きかけ、大学執行部の英断、これに応えた事
務サイドによるスピード感ある計画策定、実施手配によっ
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て、大きな混乱なくオンライン授業の導入にこぎつけるこ
とができました。それでも実技授業を在宅の学生とのやり
取りで成立させるには、それまでの非常識をあらゆる知恵
によって常識に変えるぐらいの新たな試みが必要でした。
例えば、時間芸術として演奏は、オンラインが頼みとする
情報の送受信環境の脆弱性、不安定性は致命的となりま
す。また色彩、素材感、かたちのニュアンスの評価は、条件
の異なるモニターを通してのやり取りの限界もあったはず
です。しかしながら，それぞれ長年その専門に携わってきた
教員たちの知恵は、それらの欠落や不安を例えば他の方
法や表現に置き換えることで、在宅の孤独な学生たちを仮
想ながらも自分たちのキャンパスへと集わせることができ
たと思います。私もデザインの実技授業をオンラインで開
講していました。そこでは確かに対面授業で当然に実施で
きたことができない不自由さ、もどかしさはありましたが、
一方で画面を切り替えつつ、オンラインでの学生の作業進
捗報告やこれに対する助言指導のやりとりは、何か新しい
学生との協働作業感があり、不幸にして採用したオンライ
ン授業でありながらも、今後につながる新しい発見も多く
あったように感じています。
溝口人間発達学部長：
　人間発達学部の学生は、講義形式の座学が多いため、
一部実習関係の授業や演習科目を除いてすべて前期はオ
ンライン授業で学びました。そのため、一度も直接教員と
顔を合わせることもなく終えた学生もいて、特に一年生に
とっては新たな学生生活のスタートをこの様な状況で気の
毒に思いました。
　また、免許・資格取得に必要な実習が一部中止になった
り、後期の実習期間の短縮を余儀なくされたりして、今後
その分の補充をどのようにするかで頭を悩ませているとこ
ろです。
　オンライン授業に関して学生たちに話を聞いたところ、
最初は戸惑うことも多くあったけれど、すぐに慣れたそうで
す。慣れてみれば、通学の時間を自分の好きなことに使う
ことができ、それなりに自分の生活を充実させるかことが
できたとも聞きました。特に、これまでやろうと思ってもで
きなかった語学の勉強や、新たな趣味にも挑戦し始めたと
言っている学生もいます。でもやっぱり授業の内容が頭に
入りにくいことや、友達と一緒に学ぶ楽しさを思
うと、一刻も早く元の生活の戻ってほしいとい
うのが本音のようです。
司　会：
　そうでしょう。ずっと「自粛」で自宅や下宿の
籠城生活ではストレスもたまりますし。では、オ
ンライン授業を受ける学生の側からご覧になっ
て、保護者の立場から、後援会長はどんなふう
にお感じになりましたか。
菊井会長：
　うちの子どもはデザイン領域なんですが、オ
ンライン授業はもちろん初めての体験です。最
初は不安もあったようですが、実際にやり出し
たら取り越し苦労といいますか、若い者は適応

が早い。楽しみながら前向きに取り組んでいました。オンラ
イン授業は結局のところ、学生自身のヤル気と自己管理能
力の問題に帰結します。メリットとしては、通学不要で自宅
にいますから、溝口人間発達学部長のお話の中にありまし
たように、生活に時間的余裕ができた。ヤル気さえあれば
勉強はどんどんできます。バイトもできます。うちの娘は変
わり種かもしれませんが、祖父や現在中学校で数学教師を
している兄の影響からか、最近では記号論理学の専門書
を読んだり、証明できたら１億円ゲットとか言って「ミレニア
ム問題」と格闘しています(笑）｡デメリットとしては、ヤル気
がない学生はサボり放題になり、取り残されていく。その
意味で学力格差を生むリスクは高い。それにオンライン授
業も万能ではありませんから、当然限界もある。特に実技
が重視される芸大ではなおさらです。スタート直後は画面
が映らないとか音が出ないとか、多少のトラブルや失敗も
あったようですが、先生も学生も初めてやることですから、
戸惑って当たり前。想定の範囲内です。両学部長のお話し
をうかがいながら、ご苦労に頭が下がりました。それでも芸
術学部には音響や映像の専門家が揃っていますから、難な
くクリアできたと思います。今ではハイブリッド授業(講義
重点のオンライン授業と実技系対面授業の組み合わせ)で
全面的に改善されてきたと感じています。6月に大学で「オ
ンラインオープンキャンパス」の放送現場を拝見しました
が、なかなかどうして堂に入った出来ばえでした。コロナ禍
によるオンライン授業の導入は、今後の日本の教育の在り
方を変える重要な契機になるだろうと考えています｡(本誌
45～46頁にオンライン授業関連記事｡)
司　会：
　ラインネットワークを使った会長発信の「後援会ニュー
ス」でも、オンライン授業が話題になっていましたね。昨年
会長は名芸大の提携姉妹校であるイギリスのブライトン
大学に出張されましたが、海外のオンライン事情はどのよ
うな具合なのでしょうか。
菊井会長：
　そもそも通信教育はイギリスのいわゆる「ロンドン大
学」を嚆矢（こうし）とします。1858年に始まり、既に162年
の歴史があります。いまはパソコンを使ったオンライン授
業ですが、美術やデザインはいうまでもなく、例えばアメ
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リカの名門バークリー音楽大学では楽器演奏もダンスパ
フォーマンスも当たり前にオンライン授業（通信教育課程）
があり、世界中の学生が国境を越えて学んでいます。クラ
シックの名門ジュリアード音楽院でも一部オンライン課程
があります。日本とは違って、欧米ではオンラインで大学を
卒業しても就職差別はありません。費用は通学課程の何十
分の一で済み、医学部以外なら、ハーバード、スタンフォー
ド、オックスブリッジ、ロンドン大といった世界の超名門大
学ですら、オンライン授業だけで学士号や修士・博士号ま
で取得できる豊富なコースが用意されています。ちなみに
日本の芸術系大学では、武蔵野美大、京都芸大（旧京都造
形芸大)、大阪芸大に通信教育学部があります。

■未来への挑戦
司　会：
　それでは最後に、後援会の今後について、お一人ずつお
聞かせ願えますでしょうか。
川村理事長：
　異例の事態であるコロナ禍において、芸大後援会と大学
との関係は、より親密になったと感じており
ます。引き続き、更なる教育の充実と発展
とご子女の実りある学生生活を願い、大学
との懸け橋としてのご支援を賜りたいと存
じます。
竹本学長：
　大学の将来は、社会との乖離を理解し、
教員と学生の意識の差異を埋める事で実
現できると考えています。充実した教育環
境と学生生活環境を実現するため、後援会
の皆様には引き続き大学の発展のため、ご
支援ご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
萩原芸術学部長：
　本日は，菊井会長からいろいろお話を伺
い、影に日向に本学を応援頂く後援会の存
在を今更ながらにありがたく感じました。今
後とも後援会の皆様とは、これまで通りの
風通しの良い関係を維持しつつ、形式的な
関係を超え、我々の至らぬ点，耳の痛いこと
なども含め、奇譚なくお話しいただけるよ
うよろしくお願い致します。本日はどうもあ
りがとうございました。
溝口人間発達学部長：
　今後とも後援会の皆様の活動を通して、
保護者の方との連携をより深めながら、学
生一人一人の支援を教員一同全力で取り
組んでまいりたいと思いますので、よろしく
お願い申し上げます。
菊井会長：
　理事長ご指摘の通り、後援会は発足から
今日までの長い歴史の中で、大学とご家庭
をつなぐ懸け橋の役目を果たしてきました。

創立から50年の歴史を検証し、次の創立70周年を目ざし
た中期ビジョンの策定を提案します。テーマはズバリ「未来
への挑戦」です。昨年度会長就任に際して私は、名古屋芸
大を必ずや「学生満足度ナンバーワン｣、｢全国芸大(美大･
音大)のトップ校にする」ことをマニフェストに掲げました。
勢いのある大学は例外なく強い後援会が支えています。
本年度も引き続き、パワフルな後援会作りを目標に活動し
ます。われわれ保護者の力、後援会の力が学生と大学を育
て、発展させる原動力となるものと確信しています｡名古
屋芸大の輝かしい未来に向けて挑戦する後援会の先鋒と
して、勇往邁進していく決意です。
司　会：
　川村理事長、竹本学長、萩原芸術学部長、溝口人間発達
学部長、そして菊井後援会長、本日は大変有意義な意見交
換ができたことに感謝します。特に菊井会長からは最後に
力強い決意表明までいただきました。これからもますます
名古屋芸大を盛り上げていくことができるよう、新しい後
援会のあり方を皆様と共に追求し活動してまいりたいと思
います。本日は誠にありがとうございました。

14
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全員集合後援会だョ！後援会だョ！

　会長は会務を統括し､後援会の舵取り役
を務めます｡2019年5月､会長に就任して
以来､古い後援会からの脱却をはかり､フ
ルブーストで改革路線を突っ走って参りま
した｡皆様のご支持を得て今回2年連続の
登板となりました｡2020年､後援会は創立
50周年を迎えました｡年明け早々の初仕事
は新型コロナウイルスとの戦いから始まり
ました｡学生たちの命と生活を守り､芸術教
育を通じて国家社会に貢献し得る有為の人材の輩出を目ざし､総
力を挙げて学生と大学を支援してまいります｡何ごとも有言実行､
実績で応えます｡後援会員の皆様方の倍旧のご支援ご協力を賜
りますよう何卒よろしくお願い申し上げます｡

会    長    菊井 政右衛門
〔デザイン領域４年生保護者〕

　後援会の会計を監査し、定期総会において監査結果
を報告します。会員の皆様からお預かりした大切な会
費の使途について、１円
１銭に到るまで、間違い
ないか、適正か、徹底的
にチェックする会計部門
の “お目付け役” です。

会計監査    池野美鈴（左）・小嶋史子（右）
〔デザイン領域４年生保護者〕

　後援会とサークル（『絵画グループ
壁の華』､『せせらぎ合唱団』）の連携
強化と活動の活性化をはかります｡
現在新型コロナ感染症拡大で大学構
内立ち入り規制中のため、両サーク
ルともに練習ができません｡早期再
開を目ざして頑張ります｡

サークル委員長    石黒 和広（広報担当理事兼任）
〔デザイン領域３年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態下で､就職活動は困難を窮
めています｡大学のキャリアセンターと連携し､就活支援に取
り組みます｡元リクルート勤務で､キャリアコンサルタントの国
家資格を持つ人材教育､就職･採用のプロフェッショナルです｡

就活支援特別委員長　増山 勝之（会計担当役員兼任）
〔デザイン領域３年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態を受け、学生も保護者も先
が見えない不安な毎日を送っています。全国の大学動向や最新
情報をアトランダムに収集・提供し、直面する危機的状況の打
開に向けた提言をおこないます。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員長　菊井 政右衛門
〔デザイン領域４年生保護者〕　　　　　　     （会長兼任）

　書記は、総会・理事会の開催を通
知し、議事を正確に記録保管すると
ともに、事務一切の処理を行います。
また「後援会報」のバックナンバー
や後援会活動の記録を整理･保存し、
次の世代に引き継いでいくのも重要
な仕事です｡

書　記    民田 靖典
〔デザイン領域３年生保護者〕

　監事は前年度会長が就任します。
後援会総会で決定された諸事業が適
正に執行されているか監督し、意見
を述べます。菊井会長の再任と新執
行部の発足に伴い、私も監事留任と
なりました。更なる後援会改革の前
進に期待します｡

監　事    山内 正春
〔美術学部卒・2018 年度会長〕

　後援会改革の重点課題のひとつに
資金調達能力の強化があります｡今
回の会則改正で､企業賛助会員の募
集が始まりました。企業会員による
後援会への財政支援は､アーティス
ト育成､大学の教育･研究活動支援に
大きく貢献します｡

会　計    増山 勝之
〔デザイン領域３年生保護者〕

　 ｢後援会報｣の編集発行を担当
します。創刊は 1986 年。今で
は後援会の “顔” といわれるまで
に立派に成長しました。50 周年
を機にフルカラーで表紙デザイ
ンも一新｡大学とご家庭を結ぶ､
読みやすく愛される「会報」作
りを目ざします｡

副会長（広報委員長）酒井 伊紀
〔音楽領域 4 年生保護者〕

　　後援会改革の重点課題であ
る理事会メンバーの意識改革と
資質向上を目的とする研修会や
各種イベントの企画運営に取り
組みます。また毎年恒例の､芸術
探究と親睦を兼ねた後援会と大
学教職員合同の研修旅行も担当
しています｡

副会長（事業委員長）森 愛子
〔音楽領域３年生保護者〕

　日常的に会長を補佐し、必要
な場合は職務を代行します。菊
井会長が提唱する後援会改革を
推進し､後援会の民主的運営と組
織の強化拡大をはかります｡新型
コロナウィルス感染症拡大で混
乱した大学の早期正常化を全力
で支援します｡

副会長（総務委員長）矢野 章子
〔音楽領域３年生保護者〕

　本業は会社の経理担当役員です。
会計役員の増山氏と協力し、予算
案の編成及び提議を行うとともに、
本会の全ての収支を正確に記録保
管し、必要に応じて収支を報告す
るほか、定期総会に監査を経た前
年度の決算を報告します｡

副会長（会計）佐藤 実奈子
〔人間発達学部４年生保護者〕

浦野直行･佐藤昭子･森愛子･小池真紀子

〔事業委員会〕〔総務委員会〕

柏木司･柳沼章子･矢野章子･池田和由･荻須紀子 石黒和広･小林幹尚･酒井伊紀･江上友加里（橋本博文）

〔広報委員会〕 〔会長・監事・監査・会計・書記〕

佐藤実奈子･小嶋史子･山内正春･菊井政右衛門･増山勝之･池野美鈴（民田靖典）

2020年度後援会役員・理事  全員集合！
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にチェックする会計部門
の “お目付け役” です。

会計監査    池野美鈴（左）・小嶋史子（右）
〔デザイン領域４年生保護者〕

　後援会とサークル（『絵画グループ
壁の華』､『せせらぎ合唱団』）の連携
強化と活動の活性化をはかります｡
現在新型コロナ感染症拡大で大学構
内立ち入り規制中のため、両サーク
ルともに練習ができません｡早期再
開を目ざして頑張ります｡

サークル委員長    石黒 和広（広報担当理事兼任）
〔デザイン領域３年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態下で､就職活動は困難を窮
めています｡大学のキャリアセンターと連携し､就活支援に取
り組みます｡元リクルート勤務で､キャリアコンサルタントの国
家資格を持つ人材教育､就職･採用のプロフェッショナルです｡

就活支援特別委員長　増山 勝之（会計担当役員兼任）
〔デザイン領域３年生保護者〕

　新型コロナ感染症拡大の緊急事態を受け、学生も保護者も先
が見えない不安な毎日を送っています。全国の大学動向や最新
情報をアトランダムに収集・提供し、直面する危機的状況の打
開に向けた提言をおこないます。

新型コロナウイルス感染症対策特別委員長　菊井 政右衛門
〔デザイン領域４年生保護者〕　　　　　　     （会長兼任）

　書記は、総会・理事会の開催を通
知し、議事を正確に記録保管すると
ともに、事務一切の処理を行います。
また「後援会報」のバックナンバー
や後援会活動の記録を整理･保存し、
次の世代に引き継いでいくのも重要
な仕事です｡

書　記    民田 靖典
〔デザイン領域３年生保護者〕

　監事は前年度会長が就任します。
後援会総会で決定された諸事業が適
正に執行されているか監督し、意見
を述べます。菊井会長の再任と新執
行部の発足に伴い、私も監事留任と
なりました。更なる後援会改革の前
進に期待します｡

監　事    山内 正春
〔美術学部卒・2018 年度会長〕

　後援会改革の重点課題のひとつに
資金調達能力の強化があります｡今
回の会則改正で､企業賛助会員の募
集が始まりました。企業会員による
後援会への財政支援は､アーティス
ト育成､大学の教育･研究活動支援に
大きく貢献します｡

会　計    増山 勝之
〔デザイン領域３年生保護者〕

　 ｢後援会報｣の編集発行を担当
します。創刊は 1986 年。今で
は後援会の “顔” といわれるまで
に立派に成長しました。50 周年
を機にフルカラーで表紙デザイ
ンも一新｡大学とご家庭を結ぶ､
読みやすく愛される「会報」作
りを目ざします｡

副会長（広報委員長）酒井 伊紀
〔音楽領域 4 年生保護者〕

　　後援会改革の重点課題であ
る理事会メンバーの意識改革と
資質向上を目的とする研修会や
各種イベントの企画運営に取り
組みます。また毎年恒例の､芸術
探究と親睦を兼ねた後援会と大
学教職員合同の研修旅行も担当
しています｡

副会長（事業委員長）森 愛子
〔音楽領域３年生保護者〕

　日常的に会長を補佐し、必要
な場合は職務を代行します。菊
井会長が提唱する後援会改革を
推進し､後援会の民主的運営と組
織の強化拡大をはかります｡新型
コロナウィルス感染症拡大で混
乱した大学の早期正常化を全力
で支援します｡

副会長（総務委員長）矢野 章子
〔音楽領域３年生保護者〕

　本業は会社の経理担当役員です。
会計役員の増山氏と協力し、予算
案の編成及び提議を行うとともに、
本会の全ての収支を正確に記録保
管し、必要に応じて収支を報告す
るほか、定期総会に監査を経た前
年度の決算を報告します｡

副会長（会計）佐藤 実奈子
〔人間発達学部４年生保護者〕

浦野直行･佐藤昭子･森愛子･小池真紀子

〔事業委員会〕〔総務委員会〕

柏木司･柳沼章子･矢野章子･池田和由･荻須紀子 石黒和広･小林幹尚･酒井伊紀･江上友加里（橋本博文）

〔広報委員会〕 〔会長・監事・監査・会計・書記〕

佐藤実奈子･小嶋史子･山内正春･菊井政右衛門･増山勝之･池野美鈴（民田靖典）

2020年度後援会役員・理事  全員集合！
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名古屋芸術大学後援会報　第６９号名古屋芸術大学後援会報　第６９号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

■後援会の成り立ち
　名古屋芸術大学後援会は、1970 年（昭和 45 年 )、
大学開学と同時に設立された「父母の会」を始まりとし
ます。10 年後、｢父母の会」を「名古屋芸術大学学生
生活後援会｣ (1980 年 ) に改組し、その後「名古屋芸
術大学学生後援会｣ (1996 年 )、｢名古屋芸術大学後援
会｣(1998 年 )、 ｢名古屋芸術大学・大学院後援会」 (2013
年）と４度の名称変更を経て、2020 年度定期総会で再
び「名古屋芸術大学後援会」と改称して現在に至ります。

■後援会の目的
　後援会の「目的」は会則第 2 条に定められています。
　ちなみに後援会の設立当初は、学生たちの大学生活の
支援と大学との連絡を主たる目的としていました。しか
し時代の変遷と大学の発展に伴い事業内容も見直され、
現在では機関誌「後援会報」の発行（1986 年、タブロ
イド版の新聞形式で創刊 )、学生の福利厚生、研修活動、
教育・研究活動助成、国際交流、教育懇談会の充実、奨
学金援助、課外活動援助、就活支援等を中心に多岐にわ
たる事業展開を行っています。後援会の､「大学とご家
庭をつなぐ懸け橋」としての役割は、ますます重要なも
のとなっています。

■後援会の基本的立場
　後援会は常に不偏不党・公平中正を旨とします。後援
会はいかなる政治的イデオロギー、宗教思想、特定の団
体や個人の主義主張にも与 ( くみ ) せず、支配されるこ
ともありません。立場は常にニュートラル（中庸）です

（『後援会ニュース』No.3)｡

■後援会の組織と運営
　本会の会員は正会員（学部と大学院在学生の保護者 )、
OB・OG 会員（顧問 )、賛助会員（協賛企業など）か
ら構成されています｡（会則第 4 条）
　総会・理事会は会長が招集し（会則第 9 条 )、会長、
副会長、監事の他 20 名前後の役員と理事から構成され
ます（会則第 5 条 )。決算・監査、及び年度予算案・事
業計画等の重要事項を企画立案し、総会での審議を経て
事業を実施します（会則第 10 条 )｡
　事業を実施するため、総務委員会・事業委員会・広報
委員会の３つの常置委員会があります（会則第 13 条 1
～ 3 項 )｡
　また本年度から会則が改正され、サークル委員会、就
活支援特別委員会、新型コロナウイルス感染症対策特別
委員会の三つの特別委員会が新しく発足しました（会則
13 条後段 )｡
　各役員・委員会の職務分掌については「後援会だョ！
全員集合｣（本誌 15 ～ 16 頁）をご参照ください｡

■後援会の主な事業
　後援会の主な事業は次のとおりです（会則第 3 条 )｡
１．支援事業
　教育・研究支援、課外活動援助、学内の環境整備や福
利厚生の充実を目的とした学生福利厚生援助、国際交流
支援、就職活動など、学生生活を多方面からバックアッ
プしています。また現在は一時停止している後援会独自
の奨学金制度も、条件が整えば運用を再開する方向で検
討を進めています。
２．広報事業
　｢後援会報｣（年２回）を発行しています。｢後援会報」
は前期（9 月）と後期（3 月）の 2 回に分けて、後援会
事業の報告をはじめ、大学の様子や課外活動での学生の
活躍等をお知らせしています。学生と保護者に必要なお
役立ち情報が満載です。創刊は 1986 年。今では後援
会の “ 顔 ” といわれるまでに立派に成長しました。50
周年を機に編集方針も体裁も一新。フルカラーで生まれ
変わりました。大学とご家庭を結ぶ､ 読み易く愛される

「会報」作りを目ざします｡
３．研修事業
　後援会改革の重点課題である理事会メンバーの意識改
革と資質向上を目的とする研修会や各種イベントの企画
運営に取り組んでいます｡ 芸術探究と親睦を兼ねて実施
される後援会と大学教職員の合同研修 ( 旅行 ) も毎年 1
回、実施しています。

■後援会事務局
　後援会事務局は東キャンパス 12 号館に置かれ、専
従職員が業務処理に当たっています｡（平日 9:00 ～
17:00、土日祝休み｡ )   

後援会入門 ─ ミニ事典 ─
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歴代の｢後援会報｣｡一番右が創刊号。(本号が５代目になります｡)
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Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

■名古屋芸大は面白い！
　近年、大学全入時代と言われる中で、みんなが行くから
といった理由にもならないような理由で、目的意識が希薄
なまま進学する大学生が全国で問題になっています。その
オトナ版が、教育に無関心な保護者の存在です。
　今日から芸大生、ではなくて、｢今日から名芸大生の保護
者」となった後援会員の皆様、こんにちは。名古屋芸術大学
後援会会長の菊井政右衛門です。
　私たち名芸大生の保護者（学年に関係なく）にとってい
ま一番必要なこととは何でしょうか。それは名芸大を知るこ
とです。名芸大がめざす目標や教育方針をしっかりと理解
し、見識を深め、一緒に学んで行こうとする姿勢を持つこと
が大切です。

１．では何から始めるべきでしょうか。まず真っ先に､『大学
案内』をお読みください｡『大学案内』は文字通り名芸大の
総合案内です。名芸大の入門書として、これ以上のものは
ありません。

２．次に「名古屋芸大グループ通信」や「後援会報」を読むこ
とです。これらは保護者である私たちが定期的に入手でき
る第１次資料であり、名芸大生と保護者にとって必要な大
学情報が毎号掲載されています。 

３．中でも特筆すべきは、「名古屋芸大グループ通信」
Vol.35（2016年4月28日発行）です。

（１）そこには、竹本義明学長の巻頭インタビュー「大学改
革の狙い、名古屋芸術大学学長に聞く」と、それに続い
て、津田佳紀副学長と萩原周学長補佐・改革準備室長

（現芸術学部長）による対談記事「改革準備室、担当教
授２人に聞く」が掲載されています。

（２）この２つの記事は、名芸大BORDERLESS（ボーダレス）
改革の理念と目的、改革の基本戦略など、名芸大が目
指す新しい教育と大学像を初めて対外的にまとまった
形で明示した、いわば名芸大改革のマニフェストとでも
いうべきものであり、全名芸大生と保護者、受験生、全
教職員必読の最重要文献です。

（３）発行から既に3年以上が経過し在庫も底をついている
ようですが、幸いインターネットで全文を読むことがで
きます。｢名古屋芸術大学ダウンロードサービス」と入
力してください。バックナンバー（PDF）が読めます。

４．またYouTubeにアップされている沢山の動画は、名芸
大および学生たちの広範囲にわたる多種多様な活動を
手っ取り早く知る上で大変役に立ちます。動画は新旧多数
あります。授業風景やキャンパスライフなど、取捨選択しつ
つ、楽しみながらご覧いただけます。

５．さらに名芸大芸術学部各領域、および人間発達学部が
実施するコンサート、展覧会、各種イベントに保護者が積
極的に参加することで、大学と芸術が一層身近な存在とな
ります。

（１）名芸大は｢地域社会との連携｣、｢地域に開かれた大学」
を目指し、北名古屋市と交流提携を締結しています。

（２）私は昨年６月、名芸大の提携姉妹校であるイギリスの
ブライトン大学グランドパレード校に出張する機会を
得ました。私はそこで、ブライトン大学と地域社会（行
政・学生・保護者・市民・地元協賛企業など）が一体と
なった本物の「開かれた大学」を実地に見聞し、大きな
インパクトを受けて帰国しました。

（３）この時の貴重な体験は「出張報告書」にまとめて後援会
に提出しました（2019年度第１回役員・委員会で配布
済み｡『後援会報』第67号にはダイジェスト版が掲載さ
れています)。

■イベント情報は、大学のホームページで公表されてい
ます。

〔名芸大ホームページ〕
http://www.nua.ac.jp/index.html

　 「NEWS & TOPICS」にある「イベントカレンダー｣、
｢ニュース一覧｣、｢総合」のいずれかをクリックし、ページを
ご覧ください。｢総合」からは更に芸術学部各領域、および
人間発達学部の行事の中身がわかるようになっています。

■名芸大ラインに「お友だち登録」することでイベント情報
が送られてくるサービスも利用できます。

■規模の大きなイベントだとチラシ等が作られる場合があ
ります。コンサートや展覧会など、チラシやパンフレットは
東西両キャンパスの事務室に沢山置いてあります。お子
様を通じて、どなたでも自由にお持ち帰りいただけます。 

名芸大入門 ─ 保護者編 ─

18

｢大学案内｣(左)　｢名芸大グループ通信｣Vol.35(右)
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■ 声楽コース
　後援会の皆様には、日頃より多大なご理解とご協力をい
ただき深く感謝しております。
　声楽コースでは、4年間の教育を通して「人の心を魅了す
る歌声を探求する」ことを目標としています。
　新型コロナウィルス感染症の拡大にもかかわらず、本年
度、声楽コースでは多くの一年生を迎えることができまし
た。しかし、大変残念なことに入学式も行うことができず、
授業の開始も大幅に遅れることになり、この大変厳しい先
の見えない状況の下に、学生も教員も不安な日々を過ごし
ていました。
　それでも5月中はオンラインで、6月からは対面でのレッ
スンがようやく可能になり、音楽を生で感じ学ぶことがで
き、改めて笑顔で元気に歌えることの素晴らしさを噛みし
めています。
　7月21日には、今年で5年目を迎える西文化小劇場との
連携オペラコンサートのオーディションが行われました。共
に地域の文化発展に力を合わせて連携していこうという趣
旨の下に、オーディションに合格した学部生と卒業生によ
るオペラ「フィガロの結婚」「魔笛」、オペレッタ「こうもり」「メ
リー・ウィドウ」を演奏します。公演は11月14(土)、15日
(日)ですので、ご期待くださいますようお願い申し上げま
す。
　新型コロナウィルスの今後の行方は予断を許しません
が、大学は感染拡大を防止するための対策に努めており、
手洗いやレッスン室のアルコール消毒の励行はもちろん、
空気清機や声楽用に特別の大きな飛沫防止ビニールシー
トを設置して、常に窓は開放してサーキュレーターをフル
回転させ換気も十分行うなど、万全を期しています。
　そんな大学のウィルス飛沫対策やレッスン風景を、東海
テレビに取材(7月14日)していただき、その様子は7月22
日に放映されました。

　また7月28日には、中京テレビの番組「ゴリ夢中」のなか
で、オペラの授業や声楽のレッスン風景を取材していただ
き、声楽コースの楽しく熱い授業風景を伝える良い機会に
恵まれました。(9月5日に放送予定) 

　逆境のなかでも懸命に、また楽しそうに学ぶ学生の豊か
な表情が、テレビで放映されたことで、音楽教育の素晴らし
さの一端を視聴者の皆様にお伝えすることができたので
はないかと思います。
　秋以降には、特別客員教授として日本を代表するソプラ
ノ佐藤美枝子先生と、コレペティトゥーアの浅野菜生子先
生をお迎えして公開レッスンを行います。
　声楽コース恒例の「歌曲の夕べ」は2021年１月30日(土)
に行います。
　コロナ禍の中、今できることを教職員一同の力を合わせ
て取り組み、生徒により良い学びの場を提供することが、
大学の社会的責任であるとして努力したいと思います。
　一日も早く平穏な日々に戻り、音楽が自由に奏でられる
日が来ることを願っています。今後とも変わらぬご支援を
お願い申し上げます。

声楽コース　教授   松波千津子

■ 鍵盤楽器コース　ピアノ
　今年度前期は思いもよらぬ形でのスタートとなりまし
た。大学では、１対1の個人実技レッスンや講義等、様々な
形態の授業がありますが、6月までは全ての授業がオンラ
インで行われました。コロナウィルスのために、教員も学生
も出校できず不便な事もありましたが、「オンライン」とい
う非常に便利な手段を有効に取り入れていく、いい機会で
あったと考えております。7月からは、レッスン室内に2台あ
るピアノの間にパーテーションを置いたり、鍵盤消毒をした
り、様々な対策を講じながら徐々に対面の授業が開始され
ました。
　ピアノコースでは、コロナ対策のために取り入れた「オン
ライン」を、普段の行事でも活用していけたらと、まずは「オ
ンラインオープンキャンパス」の準備を進めています。高
校生が自宅からより気軽に参加することができる点や、遠
方にお住まいの方にも参加して頂きやすくなる点、また遠
方で社会人として活躍する卒業生にも、オンラインなら気

名古屋芸術大学近況報告
　芸術学部芸術学科音楽領域
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軽に話を聞く事ができる点等、オンラインならではのメリッ
トを多く取り入れ、開催する予定でおります。我々にとって
も非常に楽しみな試みの一つです。この他にも演奏会や講
座の配信等、今後もオンラインを有益な手段としていけた
らと思案しています。
　又、昨年度より特別客員教授としてご指導下さっており
ます、横山幸雄先生、上原彩子先生の講座や個人レッスン
は、今年度も引き続き行われ、学生にとって非常に貴重な
経験となっています。秋からの同窓会特別演奏会、定期演
奏会等で、その成果を存分に発揮して欲しいと願います。
卒業生や学内より選抜された学生の演奏会、皆様どうぞ、
お聴き頂きますよう心よりお願い申し上げます。

鍵盤楽器コース(ピアノ)　講師　戸田 恵

■ 鍵盤楽器コース（電子オルガン）
　教員、大学スタッフ、そして何より、主役の学生達にとり
まして受難と申して良い2020年度の始まりとなりました。
特に新入生（おかげさまで専科で４人、総合で３人、電子オ
ルガンの単位８に学生が加わってくれました…）の身になれ
ば、その気持ちは察して余りあるものがございます。やむ
を得ずとは申せ、入学式もオリエンテーションもなく、２ヶ
月遅れて前期、しかもいきなりオンラインで開始。そして
誰もが、命を守ることを最優先しながらも、とにかく前に進
むといった姿勢で諸々に臨んだ結果、当初は見えてきづら
かった「前期末」が見えてまいりました。勿論、タイミングだ
けの話ではなく、レッスンと授業を積み重ねてきた結果、今
後の展望すら含めた手応えをもって前期を終える事が出
来そうです。実技、授業とも13~14回という不足状況はレ
ポート課題、作品創作で補いました。特にレポート課題は学
生達に有名でない音楽作品（私の自作ソナチネ全３楽章）
を聴いてもらって、各々にストーリーを創作してもらいまし
た。これはなかなか面白い収穫が有り、我々音楽家にとっ
ては知識よりも想像力というものが貴重なのだという当然
のことを再認識しました。ウチの…と敢えて言わせていた
だきますが…若い学生達の発想とイマジネーションは実に
面白いです。
　電子オルガン関係の科目は７月には全てオンラインから
スクーリング（対面形式）になったことは幸いでした。それ
にいたしましても、新入生を含めた学生達の対応力も特筆
すべきことです。素直と申せば素直なのですが、オンライ
ンで進めている授業・レッスンにおいても「吸収の手応え」
と申して良いものを豊かに感じることが出来、それにつき
ましては大いに諸氏を称賛したいと思います。
　さしあたり問題は学生同士の「コミュニケーション」不足
と申せます。特に新入生と彼女らの先輩学生。時勢から歓
迎コンパ等は遠慮すべきですし…。４年生が気を利かせて
くれて、学生全体のライン・グループ（教員は敢えて入らず
…）などに新入生を招き入れ、声掛けもして頂いてはいる
のですが…。私側の策の１つとして、コロナ対策も含めて次
のような話にいたしました。即ち、毎年12月の電子オルガ
ンの定期演奏会「アースエコー」を10月に時期をずらして、
全員参加とし、学年混同のアンサンブルを編曲して（２曲）

演目としました。これにより、練習機会には互いに顔を合わ
せ紹介し合えたりもして、少しは助けになった気もいたしま
す。因みに本番は、10月2日(金)午後６時から本学講堂にて
YouTube配信の公開録画という形でソロ、コラボ、アンサ
ンブルの演目をもって行われます。
　私と共に学生達の為に働いて頂けてる非常勤講師、内
村華緒理先生、伊藤幸代先生はどちらも経験豊かで、人物
的にも大いに信頼のおける指導者です。学生に対するケア
も女性ならではのキメ細やです。４月の時点でズームによ
る在学生との学年ごとの全体ミーティング、オンライン授
業展開に向けてのGoogleアプリを使ってのリハーサルを
兼ねた勉強会を企画/実施も、両先生方によるところが大
きく、大いに感謝をしてる次第です。
　希望や展望の諸々が見えづらい時代において肝心なこ
とは、見えぬこともプラスにイメージし、目の前の見えてい
ることにベストを尽くし確実に歩みを進めていくことだと
思っております。実践してまいります上で私は、これ以上な
い学生達と同僚に恵まれ、大学スタッフの方々からも大き
なご協力（特にコロナ対策の徹底ぶりは新聞TVなどのマ
スメディアにも取り上げられておりますね…）を得られ、幸
せ者であることを、ここに謹んで皆々様にご報告させてい
ただき、拙文をしめたいと思います。後援会の皆々様にお
かれましては、重ねまして大事の及びませんことをお祈り
申し上げます。

鍵盤楽器コース（電子オルガン）教授　鷹野雅史

■ 弦管打コース
　今年度はコロナ対策をどうするかという事から始まりま
した。既に昨年度の終わり（3月中旬～下旬）から流行の兆
しが見えてきた事を受け、感染リスクのある卒業演奏会や
学期末のオペラ公演といった類のものは軒並み中止、更に
卒業式までも中止という前代未聞の事態になりました。そ
の後国からの緊急事態宣言が発令されると共に、4月の頭
に予定されていた入学式も中止となってしまいました。新
入生にとっては大学生活に期待を膨らませていたところ、
まさかの事態になってしまった事に大変驚き、また戸惑っ
たと思います。最終的に授業が再開されたのは5月13日と
なりましたが、この間私たち教員は今後授業をどのように
行っていくか話し合いを重ねていました。特に実技系（レッ
スン）に関しては、対面で行う事で色々と細かいアドバイ
スが出来る為オンラインでは難しいという意見がありまし
た。ただ４～５月の時点では対面によるリスクの方が高い事
から、オンラインによるレッスンに決定しました。ただ自分
も含め今までやったことが無かった先生が多く少々困難を
きわめましたが、先生どうしの意見交換や情報共有で何と
か乗り切る事が出来ました。6月からは１対１のレッスンに
関しては全面対面となり今に至りますが、これを執筆して
いる現在（8月5日）他大学においてクラスター発生という
事案が多く聞かれますが、当大学では罹患する学生が出て
きていない状況なので、このまま前期の授業が終わる事を
祈っています。
　現在合奏やレッスンでの感染予防対策として、透明な
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ビニールシートによる衝立や空気清浄機を使用しています
（写真１、２，３）この取り組みを先日朝日新聞・毎日新聞・共
同通信が取材に訪れ、また東海テレビのニュースでも放送
されました。

　まだまだ予断の許さない状況が続きますが、弦管打コー
スとしては演奏会や公開講座等極力行えるように、感染予
防対策を徹底して万全の体制でやっていく所存です。皆様
には何卒ご理解を宜しくお願い申し上げます。

■ サウンドメディア・コンポジションコース
　本コースの学生は、音楽制作・録音・音響を学びながら、
新しい時代の音楽とテクノロジーと芸術の関わりについて
考え、作品制作に取り組んでいます。今年度は、新型コロナ
ウイルス感染が世界的に拡大し、前期の授業スタートは、5
月13日から、オンラインで始まりました。その後、本コース
の音楽制作、録音、音響の専門科目は6月から隔週で対面
授業が始まり、7月からは毎週対面授業となりました。この
期間で、教員、学生は、オンラインで得られること、また、対
面しなければ得られないことを体感しました。そして、一堂
に会して音楽を演奏したり、聴いたり、また、音楽を共に学
ぶ意義を感じることができました。
　本コースは、このコロナ禍の中、5月よりデザイン領域メ
ディアデザインコースと共同で、「1MinProject」という1
分で起承転結する音と映像の作品の共同制作プロジェク
トを行っています。現在も引き続き制作中で、今後、作品を
Webページで公開する予定です。（写真1は7月9日に東西
キャンパスをzoomで結び、本コース学生とメディアデザイ
ンコース学生がミーティングした時の模様）

　また、7月29日に本コース学生と音楽総合コースで学ぶ

学生が集まり、コロナ対策をしながらコースミーティングを
行いました。今年度、1年生は、計41名（コース学生17名、
音楽総合コース生24名）が本コース科目を受講しています
が、多くの学生が2から4年の学生と初めて対面し、自己紹
介を行い、今後のコースの活動を確認しました。（写真2）

　本コースでは来る2021年2月12日（土）、本コース学生
が、現代におけるアートのあらゆる可能性を探求し、音楽作
品を制作しながら、映像や照明の演出表現を加え、アート
と音楽の有機的結合をめざすコンサート、「カレイドスコー
プ」を本学2号館大アンサンブル室で行います。今年度は
YouTube でライブ配信も行う予定です。これからも引き
続きご支援のほどよろしくお願いいたします。
サウンドメディア・コンポジションコース　准教授　長江和哉

■ ミュージカルコース
　昨年7月に前任の森泉博行教授が急逝され、悲しみの中
で始まった後期授業でしたが、他コースの先生方のご助力
も多大にいただき、特段大きな混乱も無く無事に終えるこ
とができました。また、新型コロナ感染拡大に伴い、政府か
ら各種イベントの自粛要請が出される直前の2月19日に
は、名古屋市芸術創造センターにて森泉先生の遺作であ
るオリジナルミュージカル『フェアリーテイルズ』を卒業公
演として上演することができました。演出家不在の中、学生
と講師陣が一丸となって作品を作り上げ、本番では学生達
の熱演により、ご来場いただいたお客様にも大変お喜びい
ただけた様です。

　そして今年度より、私と家田めぐ美講師が常勤となり新
体制のミュージカルコースがスタートいたしました。新型
コロナウィルスが猛威を振るう中、混乱のスタートとなりま
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したが、学生一人ひとりの特性に合わせた歌唱、演技、ダン
スそれぞれの技術の向上に重点を置き、また、これまで以
上にミュージカルという分野の理解を深め、学生達に演じ
ることの喜びを伝えていくことにより、さらに魅力的なコー
スとなるよう努めてまいります。ミュージカル公演におい
ても、海外の作品にも目を向けて積極的に取り入れていき
ます。今年度はルイス・キャロルの名作「不思議の国のアリ
ス」を元に、イギリスの作曲家Paul Boyd氏がミュージカル
化した『ALICE the Musical』を2021年2月9日(火)～10
日(水)にダブルキャストで2公演、本学3号館ホールにて上
演いたします。お時間ございましたらぜひ足をお運びいた
だければ幸いです。そして新しくなったミュージカルコース
をご支援よろしくお願いいたします。

ミュージカルコース　准教授　塚本伸彦

■ エンターテインメントディレクションコース
　新年度を迎えようとしていた昨年度末、新型コロナウイ
ルスの感染が広がっていく状況に恐怖を覚えながら、入学
式をはじめとした新しい年度のスタートをいつも通り切るこ
とができないのではないか…と、不安を抱える毎日でした。
　通常は、実際の機材に触れながら学習する授業（「演習」
と呼んでいます）の多いエンターテインメントディレクショ
ンコース（エンタメコース）にとって、在宅でのオンライン
授業が果たして成り立つのだろうか…。教員も学生もこ
の様な不安を抱えながら、新年度のスタートを切ることに
なってしまいました。

　入学式やオリエンテーションも中止となり、緊急事態宣
言も発令され先行きが見えない状況のなか、本学事務方
ではオンライン授業の準備を着々と進め、短期間でシス
テムを構築。教員は「オンライン授業の進め方」のオリエン

テーションを、学生達は新年度のオリエンテーションをそれ
ぞれオンライン受け、形の上では在宅での授業が始められ
る状況になんとか漕ぎ着けました。
　５月１８日。この日を皮切りに、オンライン授業が開始され
ました。しかし、いざ始めてみると、パソコンの設定の問題
でうまく授業に入ってこられない学生や、Wi-Fi環境の違い
で、授業の途中で回線が切れてしまう学生が続出。授業初
回はこの問題を個々に解決していくための対応に終始して
しまい、教員、学生双方とも不慣れな環境に戸惑いながら
の滑り出しとなりました。
　試行錯誤を重ね、なんとか軌道に乗ったオンライン授業
を５月、６月と行ってきましたが、演習授業では相変わらず
機材を触れないまま。学生達のイライラが伝わってくるよ
うでした。
　その様な状況下、緊急事態宣言が解除され、７月からは
一部対面授業が可能となりました。
　エンタメコースの多くの授業でも対面授業が復活。学生
達の生き生きとした表情が目に浮かんできました。
　学生達が通うようになったキャンパスには、いつも通りの
笑い声や楽器の音。息を吹き返したかの様な毎日の中、７月
３１日（金）には、エンタメコース特別授業を実施しました。
　今夏の特別授業は、劇作家、演出
家で仮面ライダーシリーズ、スー
パー戦隊シリーズの脚本をはじめ、
ミュージカル「黒執事」、2.5次元
ミュージカルなどの多くの作品を
手がけられている毛利亘宏氏をお
迎えして、舞台に関する様々なお話
をしていただきました。当日は新型
コロナ感染防止対策で、時間短縮、
人数制限を行い、たった2コマでの授業となってしまいまし
たが、「2.5次元ミュージカルに関わる仕事に就く場合は、ど
この会社に入るのが良いのか。」など、学生からの具体的な
質問が飛び交っていました。

　8月に入り、新型コロナ感染拡大第２波とも言われる状
況の中、エンタメコースの学生達は、予定されている各
コースの公演を前に、感染防止策の立案に頭をひねらせて
います。通常行われている防止策のみならず、不可能とさ
れていることをなんとか可能にできないかと、私の研究室
に集まり、ミーティングを重ねることもしばしば。そんな彼
らを誇らしく思いつつ、一日も早いコロナ感染症の収束を
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願うばかりです。
エンターテインメントディレクションコース　准教授　金子靖

■ ポップス・ロック＆パフォーマンスコース
　コロナの影響で心配された対面授業はいつから始まる
のー？
　待ってました。７月１日より講義以外は、いろいろ安全対
策を講じての対面授業開始！
　特に合奏ⅠⅡⅢⅣ（セッション）のバンドの音出し、先生も生
徒さんも元気いっぱいにこにこのスタートです。これまで
のオンライン授業での個人レッスンの成果が出てスムー
ズなスタートを切ることが出来たのと今年度初めてのバ
ンド形態ということで、ノリノリで楽しい授業が進んでいき
ます。合奏ⅠⅡⅢⅣ（セッション）のクラスは６クラス、栗木先生

（ロック・ポップス）元気いっぱいのロックバンド多数、じゅ
んこ先生（ポップス・ジャズ）ボーカルコーラスが素晴らし
い。林先生（ジャズ・ポップス）ジャジーで心地よいサウン
ド。山下先生（ジャズ・ラテン）繊細で少し民族性が感じられ
る面白さ。荒川先生（ラテン・ポップス）ミュージカルの経験
とラテンの楽しさ。渡邉先生（ファンク・ジャズ・ポップス）と
にかくファンキーで楽しい。
　ジャンルには柔軟な対応をしてくださる先生方ばかり
で、NＵＡステーション（発表会）を目指してたくさんのバン
ドでライブステージが繰り広げられます。２０２０年前期は、
８月１３日（木）３号館大ホールでの発表！音響・舞台・照明に
はエンタメ・サウンドの生徒さんたちにお願いしていつも
プロ顔負けのステージを作ってくれます。今回もオリジナ
ルからカバーまでそれぞれの先生の色も出しつつ、いろい
ろなジャンルの曲が飛び出します。

　ノリノリのＮＵＡステーション！いまからとても楽しみにし
ています。
ポップス・ロック＆パフォーマンスコース　教授　渡邉則夫

■ アートマネジメントコース
　アートマネジメントコースは、文化施設を主なフィールド
として、文化政策や企画制作、施設運営の分野で活躍でき
る人材、つまり“プロデューサー”、“ディレクター”となる人
材の育成を目指し、理論と実践のバランスをとりながら教
育活動を行っています。大きな特徴は、数多くの「現場」に
恵まれ、実践的に学ぶ環境が整っていることです。
　しかし、今年度は新型コロナウィルスの感染拡大による
非常事態宣言下で、通常の対面での授業ができない、不自
由な学びを余儀なくされたスタートでした。オンライン授

業や、オンラインでのミーティングなど、教員と学生がとも
に手探りしながらの努力を積み重ねながら新年度を進め
てきました。創意工夫しながら進めてきた試みも含めて、
ご紹介いたします。
・4年生
　学生は、4年間の集大成である卒業制作公演と卒業論文
の準備を、就活と両立させながら過ごす時期ですが、今年
の卒業制作公演は、各地で劇場公演が軒並み中止になる
中で具体的に企画立案していかなくてはならないという難
しいスタートでした。それでも学生たちの思いは熱く、10
月24日に春日井市文化フォーラムにて「三遊亭志う歌落語
会」を開催する運びとなりました。一般のお客様を対象にし
た初めての有料公演で、クラウドファンディングにも挑戦し
ます。暑い夏も頑張っています。

　卒業論文は、興味関心のあるテーマを自分で選択し、批
判的思考で論理的にまとめていく作業ですが、そこに独自
性を折り込めるように、思いを言語化することの難しさを
味わいつつ、悪戦苦闘中です。

愛知県芸術劇場ツアー（大ホール）
・3年生
　今年度は、「オンライン授業に関する調査研究を教員
チームから依頼された」という設定で、事業評価の仕方を
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学んでいます。量的調査と質的調査を経験していますが、
実は質問項目を作るという作業が、思っていた以上に難し
いことを実感しているようです。人の感じていることや、そ
れがどんな理由によるものなのか、そういったことを考え
ながらの事業評価は、様々な人の思いを咀嚼する作業かも
しれません。
　そして、来年度の卒業制作の準備になるように、というこ
とで、制作業務やマーケティングについての学びを積んで
います。いったい世の中では何がどのような理由で売れて
いるのかということを、身近な生活用品や食品から見据え
ようとしています。

授 業 風 景
・2年生
　1年生の文化政策の学びから、アートマネジメントの学
びに一歩進みました。アートをマネジメントするとはそもそ
もどういうことなのか、といった根本的なことも考えていま
す。そして、昨年に引き続き、大学発の地域貢献事業「音楽
の森」の企画制作をしています。今年はベートーヴェンの生
誕250周年。ベートーヴェンの人生を調べ、彼の人となりや
エピソードを調べ、その上で、楽しく、子どもたちの心に残
るようなワークショップを考えています。夏休み返上で、そ
れぞれが頑張ることと思います。
・1年生
　1年生は、2年生以上で迎える様々な実践や学びについ
ての基礎を徹底的に身につけています。文化政策の基礎、
制作の基礎等々です。毎週の小テストにも真剣に挑み、
きっと大きな力になっていくことと期待しています。座学
が多いのですが、とにかく仲が良いために、対面授業が始
まってからはワイワイと楽しくやっています。
　各学年のイベントを先輩後輩が手伝うことも多々ある
アートマネジメントコース。恒例となった月1回のランチ
ミーティングも継続しています。三密を避けるためにまだ
全員が一堂に会することはなくZOOMでの開催ですが、
少しずつコミュニケーションを取っています。
　このようにアートマネジメントコースは、手探りしながら
も充実した学びを継続できるように前期を過ごしてきまし
た。今後とも、ご父兄の皆様にはご指導、ご鞭撻を賜ります
よう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

アートマネジメントコース　教授　梶田美香

■ 声優アクティングコース
　声優アクティングコースは、今年で３年目となりました。
　今は３年生が１６人、２年が２８人、１年生が４２人と、徐々
に人数も増え、活気のあるコースとなっています。また講
師陣も、アニメ音響監督、声優、歌手、ナレーター、声楽家、

ダンサー、殺陣師など、全て現役で活躍されている方達を
揃え、バランスの良い、充実した授業を行っています。来年
度にはさらに、外画のアフレコの授業も行っていきたいと
思っています。
　さて、今年度はコロナ禍という、思いもかけない状況と
なりましたが、そんな中でも講師陣は、工夫を凝らしたオン
ライン授業や、ソーシャルディスタンスを保った対面授業
を行って下さり、そこに新しい可能性を感じる事ができま
した。私自身、オンライン授業だからこそ、対面するより繊
細に学生達の声を聞け、より細かな指導ができた事は、新
しい発見でした。またこの期間、声優コースでは、新たな試
みを実施する機会がありました。まず、西キャンパスの学生
がオリジナルで作成したアニメーションに、声優コースの
生徒達が声を吹き込み、アニメーションの完成形を作り上
げる事ができました。その制作過程では、アニメーションを
制作した生徒を監督とし、キャストはオーディションで選び、
スタジオで音響監督の私が演出をした、まさにプロの現場
と同じ経験ができたのは、生徒達にとって大変良い経験に
なったと思います。

　さらに先日、名古屋造形大学からあるオファーが来まし
た。それは、５人のアニメのキャラクターにラップを歌わせ、
その５人を２次元のアイドルとして売り込んでいくという授業
を行うので、そのキャラクターの声をオーディションで選び
たいと、名芸の声優コースにもオファーが来たものでした。
　今回、声優コースの１年と２年から１５人の生徒を選び、そ
の選ばれた生徒達は、自分でオーディションの台詞と歌を
録音し、パソコンから応募するという、自らオーディションに
臨んでいく姿勢を学べる、良い機会となりました。結果は、
色んな学校からの応募があった中、５人のキャラクターす
べて名芸の生徒から選出されるという、思いもかけない良
い結果となりました。
　今後もこのようなオーディションの機会をどんどん増や
し、生徒達がお互いに切磋琢磨できるコースにしていきた
いと思っています。

声優アクティングコース　教授　平光琢也

■ 音楽ケアデザインコース
　今年度は、新型コロナウィルスの世界的流行という思い
もよらぬ社会状況の中での新学期の幕開けを迎えました。
卒業式は何とか行えたものの、４年生を送る会、入学式な
どすべての行事は中止となり、さらには授業自体の開始も
あと倒しになるという教員にとっても学生にとっても前代
未聞の事態となりました。　　　
　本コースでは、１年次から学外での活動を組み入れて授
業を展開しているのですがそれらもすべて中止となりまし
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た。ましてや３，４年生が毎年取り組んでいる各施設での音
楽療法実践は実施できるはずもなく、授業が始まる前に担
当教員でどのようにしたら学生の実習としての学修が可能
になるかについて検討を重ねました。
　以上のように、本コースにとっても大変困難な状況の中
での授業展開となりましたが、振り返りますと思いがけな
い収穫も多くあっ
たように感じてお
ります。まず、人に
とって、地域社会に
とっての「健康」と
は如何なるものか
ということについ
て、実感を伴って深
く考える時間を持てたことです。音楽療法は音楽を用いた
健康支援ですから、この健康を身体的な面のみならず心理
的、社会的な面からも、他人事ではなく捉えなおしできた
体験は、これからの学生たちの学びに大きく影響するので
はと感じています。加えて、「音楽する」とはどういうことか、
についても他コースと同様、考えさせられる場面が多くあ
りました。実際に一つの場所に集まってみんなで同時に音
を出すことが難しくなった今だからこそ、そのことが人間に
もたらしてきた意味を実感できたように思います。　
　また、テクノロジーを用いた遠隔コミュニケーションの

可能性について考え、身体
的にも慣れるという経験が
できたことも今後の大き
な財産になると感じていま
す。もちろん対面で行う意
義は消えないどころかこれ
からますます必要とされる
とも感じますが、同時に現
代の社会での新たなつな
がりの創出をこのリモート
授業の期間に体験できた
ことは、大きな収穫だった
のではないかと思います。
前期授業では様々なことに
取り組みました。例えばラ

ジオ番組を作ってみたり、雨の音と共に遠隔で即興演奏し
たり、施設に届ける音楽療法ビデオを作成したり、窓越しに
コミュニケーションをとってみたり、、思い返してみるとこれ
まで行わなかった（行おうという発想もなかった）ことを教
員と学生で経験した数カ月でした。これらの経験が今後の
新たな音 楽
療法の創造
に 活 か さ れ
ることを心か
ら願っていま
す。
　また、オン
ラ イ ン に よ
る勉強会、ゼ
ミ、対談を聴
く会 な ど も
大 変 気 楽に
開催すること
ができるよう

になりました。本コースでは８月14日に、先輩のこれまでの
経験を聴くオンライン対話会が開かれます。
　社会状況が変化する中で、今あることやものを組み合わ
せて何かを創り出していくという視点では、コロナ前もコ
ロナ後も変わらないのではないかと思います。みんなが不
安を感じることなく、集まりたいときには一堂に会すること
ができる社会を待ち望みながら、今しかできないこのよう
な新たな展開を一つずつ積み重ね、その意味を模索してい
きたいと考えている次第です。
　Facebook公式ページも随時更新しておりますので、ご
覧いただけると大変うれしく存じます。
http://www.facebook.com/meigei.music.therapy.
caredesign

　准教授　伊藤孝子

■ ウインドアカデミーコース
　昨年度設置された本コースは本年度新たに音楽総合
コースの学生を含めた20名の学生を迎えることができま
した。2年次生と合わせ３０名以上になり吹奏楽の一般的な
小編成合奏の体系を取れるようになりました。コースの授
業は音楽表現実技として学ぶ「吹奏楽指導法」「指揮法」「管
楽器リペア」が「楽器奏法」という４つの柱を軸として学んで
いきます。その中でも「吹奏楽指導法」は2学年同時に開講
するのですが、新型コロナウィルス対策のため最初はなか
なか思うような授業が出来ず、学年ごとで授業を進めたり
距離を取り衝立で仕切って合奏するなど工夫して授業を進
行していきました。　

　２０２０年６月１３日(土)にはコース独自の活動として本学
で　は初となる学生主催によるオンラインオープンキャ
ンパスを実施しました。２年生の学生が各グループに分か
れ「コース紹介動画」「課外活動動画」「大学施設等紹介動
画」を作成しSNS等を利用し広報活動を行い当日はzoom
を使用して普段の自分たちの活動を紹介しました。その模
様は同時にYouTubeのライブ配信も行い多くの方に本
コースの活動を紹介することができました。
　オンライン授業時から始まりオンラインを利用したオー
プンキャンパスなどこのコロナ禍だからこそ取り組めたこ
とが多くありました。これを機に様々なスキルを得た学生
が多くいます。後期からもどのような活動が出来るのか、
学生には与えられた環境の中で今しか出来ないことを見
つけスキルアップで出来るような活動を続けて欲しいと願
います。

准教授　遠藤宏幸
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　新型コロナウイルス感染防止のため、前期の授業は5月
中旬～6月下旬まで、登校禁止となり、オンライン授業を行
う初の試みとなりました。
　洋画コースでは、2年生から4年生まで共通課題として

「バッドタイミング」と題し、現在の状況を踏まえ、人を
異なった生活環境に置くこと、違和感、環境の変化などを
キーワードに、異物なもの同士を組み合わせるという題目
で、自宅にいながらも制作できる技法や素材で制作を行い
ました。オンライン上で教員がアドバイスを繰り返しなが
ら、コラージュ、写真、映像、アニメーションなど、新たな手
法にチャレンジした作品が数多く生まれました。

成果展「バッドタイミング」の搬入の様子
　7月から対面授業が開始されてからは、学内Z棟１階にあ
るギャラリー「HEIGEN」にて、オンライン授業での優秀作
品から選抜された成果展を行いました。自宅で制作した作
品を実際の空間で展示するために展示方法の工夫や、空
間と作品の関係性を考察しながら、グループ展をつくる過
程を実践的に実習することができました。会期中は、ソー
シャルディスタンスを保ちながら、アーティストトークを行
いました。
　コロナ禍において、これまでの活動が思い通りにはいか
ない現状ですが、オンライン授業を通じて、状況に柔軟に
適応していく力を身につけていくことで、新たな創造性を
生みだす機会となりました。 

ソーシャルディスタンスを保ったアーティストトークの様子
撮影：田村友一郎

　日本画コースでは、この特異な社会状況の中に於いて
学生たちに有益な授業を行う為オンラインによる制作指
導を実施いたしました。下図スケッチ、進路就職などの相
談、と日々の制作進度や悩みを細やかに確認し、一人一人
にコメントや画像を届けることにより、個々の学生の個性
を損なわない授業形態を作ることができた様です。登校日
にはオンラインでは伝えきれない部分、1年生に向けた素
材解説や念紙作りなどを行い、基礎となる知識習得と制作
準備の機会を設けました。

1年生に向けた素材解説の様子
　アートクリエイタ―コースでは毎年OHOCと呼ぶ特別
講義を年間３０回以上実施しています。OHOC（オーホッ
ク）は、「One Hundred and One Creators101人のク
リエイター」の略で、作家、デザイナーだけでなく様々なク
リエイターを招き、在学中の4年間に社会で活躍する100
人のクリエイターに出会うことで学生たちが少しずつ自分
の未来を意識し、卒業時には自分が101人目の「クリエイ
ター」になる意識を持たせることを目的として行っていま
す。しかし今年度はコロナの影響で講義に人が集まること
を避けるためにオンラインで合計8名のクリエイターに特
別講義を実施しました。手探りでの実施であったため、例年
の特別講義の半分の実施数でしたが、海外や仕事場から
講義をしてもらったり、他の領域の教員、学生も講義に参
加がしやすくなって受講者が増えたり、オンラインであるこ
とのメリットを発見でき、今後のオンライン活用の可能性
も感じられました。

特別講義の様子（パソコン画面）
美術領域主任　松岡徹

　芸術学部芸術学科美術領域
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のための措置とし
て、今年度は、入学式も中止し、5月13日から全ての授業が
オンラインの形式で開始されました。教員は、講習会を受
けオンラインでの授業運営を学び、学生は不自由な日常
生活を送りながら、次々と配信されてくるデータと格闘し
ながらのスタートでした。6月からは、一部の実技授業が対
面で行われ、3密を避けながらの工房での作業が可能にな
りました。その後徐々に解除されていく方向にはあります
が、完全に元の状態戻ることはないのではないかという状
態が続いています。まさにこの苦境を乗り越えるアイデア
を出すこともデザインの役割だとは、言ってはみたものの、
ものづくりはなかなか思うように進まず、誰もが本当に苦
労した前期でした。そんな中、それぞれの環境の中で、試行
錯誤しながら、製作に取り組んだ成果を、各コースの活動
報告としてまとめました。

■ ファンデーション
　例年、前期期間は新入生にとり大学生活の始まりにあ
たり、新たな友人との出会い、新たな学問との出会いの時
期ですが、今年は様子が大きく変わりました。入学式や、
ファーストイヤー・セミナーをはじめとした行事は中止を余
儀なくされました。授業はオンラインからスタートし、慣れ
ない環境に拍車をかけるようでした。6月からは一部対面
実技授業が始まりましたが、普段のように学生たちが交流
することは難しかったのではないでしょうか。教員も２００人
規模の実技授業運営と感染防止の両立、そして学生に苦
労を強いることに晴れない気持ちを抱えた前期期間でし
た。そんななか、何とか無事に前期を終えることができた
のも、学生たちの頑張りのおかげでした。どんな環境でも
制作に打ち込む姿は心強さを感じました。デザインとは現
在を読み解き、次の時代に向けて新たな価値を投げかける
活動です。まさに、時代の大きな変化を大学入学の節目に
体験することとなった一年生にとって、自身の体験をどう捉
えるかが大切になってくると思います。時代が動くとき、必
ず新たな価値観が必要となってきます。まさに次の時代を
担う学生たちがいま何を感じ、どう価値を紡いでいくのか、
これからの４年間で共に議論し、考え、創り出していきたい
と思います。
 
■ ビジュアルデザインコースからの報告
●２年生の授業としては、通常コンピュータの習得に充て

る授業を変更し、学生を半分に分け、デジタル演習とカリ
グラフィーの授業を行いました。

　カリグラフィーは、アルファベットの原型であるローマ
ンキャピタルを手書きで行うもので、オンラインやコン
ピュータでの制作が主だった学生がいきいきと作業す
る姿に、こうした手作業での製作体験の必要性を感じま
した。難しい状況ではありますが、後期のカリキュラムの
中に生かしていきたい。

   

●産学連携プロジェクトとして、名古屋高速50周年記念事
業、50周年記念ロゴマークと橋脚ラッピングアートに取
り組みました。ロゴマークは応募作品の中から、荒木香
奈子さんの作品が選ばれ5月に正式に発表されました。
また、高速道路の橋脚を彩るラッピングアートは、モチー
フが2026年に名古屋で開催される「アジア競技大会」
と決まり、数名がプロジェクトを組んで制作にあたりまし
た。このプロジェクトに関
しての広報活動（ラジオ
取材など）にも参加し、自
ら生み出したデザインの
意義を感じる嬉しい体験
となりました。

   
●3年生25人が「今後の社会から必要とされる商品やサー

ビスは何か？」をテーマにブランディングの授業を行い

　芸術学部芸術学科デザイン領域
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ました。コロナ禍の状況で大半がオンラインでのグルー
プディスカッションに費やされましたが、この状況もこれ
からのデザインと社会を考えるきっかけとして授業に取
り込み、4つのグループがコンセプトからCI、プロダクト、
パッケージ、広告、プロモーションツール、展示計画と、一
連の個性的な企画・デザインにまとめ上げました。この
後もブラッシュアップを続け、10月にX棟のXギャラリー
で成果を発表する予定です。

●昨年に引き続き、特別客員非常勤講師の田中晋先生の
タイポグラフィーの授業を行いました。オンラインでの
授業を含めての難しい進行でしたが、夏の制作期間を経
て、後期に講評と発表を行う予定です。

■ イラストレーションコースからの報告
　想定外の事象に対し、対応に追われた数ヶ月です。コロ
ナ関連の影響により、学外や外部講師による実習は中止、
コンペも開催が延期されるなど、変更せざるを得ない予定
が多くありました。まずはカリキュラムを順当に消化するこ
とに注力し、オンラインでの対応を強化しました。
　授業時間や帰宅時間を気にせずじっくり対応することが
できたことは、オンラインが有効に機能した点だったと思
います。総勢80名を超える大所帯に対し、通常の授業時間
では消化しきれないことを、オンラインを通して対応でき
たように思います。

　登学が許可されたのちも、制限がかかる中での実技指導
は、学生にとって困難なことも多かったように思います。課題
のサイズを縮小し、点数を多くするなどして対応しました。

前期末のプレゼンテーション

■ メディアデザインコースからの報告
　メディアデザインコースでは4月以降、コロナ禍の状況
の中でどのようなことが社会で求められ、そこに貢献でき
るかをテーマとして授業に取り組んでいます。
　映像課題では、自粛期間中の5月1日に各自自宅周辺
で撮影して集めた映像素材を自由に編集し、独自のストー
リーを展開させる「Life in a day 2020.05.01」を実施し
ました。リモートでの授業の試みとして新しい可能性を感じ
とれる手法と意欲的な作品が数多く制作されました。
　また他領域の新たな取り組みとして3年生を中心
に、東キャンパスのサウンドメディアコースとの共同で

「1minProject」を開始しました。サウンドメディアコース
からは1分の楽曲を、メディアデザインコースからは1分の
映像素材を提供してもらい、リモートによる遠隔でのディス
カッションを通じてそれぞれの作品に映像もしくは音楽を
付け加えて作品を完成させる共同制作も実現しました。

 　 　 
　　「Instant Story」　　　　　　　「春の訪れ」　　
　また新たな取り組みとし
てSDGsをテーマに株式会
社エーアンドエー（web制
作会社）と共同で行う受託
事業も始まり、メディアを駆
使してユニバーサルに届く
コンテンツ制作を進めるこ
とにもなりました。
　また官学共同プロジェクトとして進行している小牧市「こ
どもみらい館」に向けた映像コンテンツ制作も少しずつで
すが、再び動き始めています。
　「メディアデザイン」コースは次年度に「先端メディア表
現」コースとして新しく生まれ変わります。今後変化し続け
る環境に柔軟な発想で対応していく能力が求められる時
代になっていくと感じております。これからも「メディア」に
期待されていることを学生と共に見極め、実践していきた
いと考えております。　

1minProject 制作風景
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■ メディアコミュニケーションデザインコースからの報告
　2020年1月から豊橋市総合動植物公園との連携がス
タートした。一昨年より連携を続けている豊橋市自然史博
物館からの紹介で、どちらの施設も豊橋市民に親しまれて
いる「のんほいパーク」内にある。　今回はシロクマやペン
ギンのいる極地動物館の壁面にトリックアート壁画を制作
する依頼をうけた。1月中旬レビューが始まり年間の課題
に区切りをつけたところで学生とリサーチのため動物園を
訪ね、シロクマとペンギンの生態や習性など担当職員、獣
医さんや飼育員さんからレクチャーをうけ、現場の写真を
撮る。この時はまだコロナ禍に巻き込まれる前であった。
日程的には2月に下絵を制作し、3月~4月でデジタル化し
5月連休にお披露目という動物園側の要望を受けスタート
した。2月初旬コロナの影響が忍び寄るなか、卒制と並行し
３、2年生の担当チームがアイディアスケッチと動物の実際
のサイズをもとにした実物大の下絵の制作にとりかかる。
卒制のため学内で活動スペースが限られていたが、１ヶ月
半ほどかけ制作。動物園のチェックをうけ登校禁止期間に
はいると同時に自宅で各自担当部分のデジタル化をすす
めることとなる。もう一度実際の動物園のシロクマを見て
確認したいという状況が何度もあったが、メールとリモート
ミーティングで学生と詳細の描写チェックを繰り返した。

　5月中旬すぎ、リモート授業が始まる頃に、デジタルで描
画したデータを動物園に送り、そこからは動物園のチェック
が始まり、何度も修正依頼に対応していく。コロナの影響
で動物園内や業者などのチェックにも時間を要したため、
また現在ペンギンたちがヒナを育てていることもあり工事
が9月に延期されている。今回の報告では制作途中ドロー
イングの写真を掲載する。

　次に4月1日付、名古屋芸術大学、中日新聞30段全面広
告について。1月のレビュー展に展示していた昨年度の特
別客員教授の澁谷克彦先生の課題ポスターが採用された。

「コミュニケーション」が課題テーマ。澁谷先生のコース名
にコミュニケーションが入っているので、高校生にMCDを
アピールするポスターも考えられるという言葉をうけ、高
校生や青春をテーマにすることの多い米村さん（当時3年）
が制作した。写真もグラフィックもコピーのコンセプトもそ
の時のもので、大学広報のご協力で名芸の広報ポスター
となり東海圏だけでなく東京新聞からも発信された。

　7月には、宣伝会
議が発行する「月
刊ブレーン2020
年8月号」にこの新
聞広告が掲載され
る。

　 M C D
ではコー
ス発足時
より新聞
広告の課
題を続け
て い る 。
新聞が若
い人たちのメディアから消えつつある現代ではあるが、学
生たちは興味深い課題だと3年次後期の制作を楽しみにし
ている。
　最後に詩について。3月に卒業した学生が、３年前期の、

「オリジナルブックの制作」という課題で＜自分の詩と、好
きな詩＞をテーマに１冊の本を制作した。その時まで自分
の書く詩や歌の歌詞に興味を持つことがあっても、詩人の
書いた詩集は読んだことがないという。詩人の詩を読んで
自分の詩と合わせて本にしてみたらとアドバイスをした。本
をつくり、詩をつくり歌をつくり、自らうたい映像制作を3年
生の時は続けていた。それから1年で（4年生の前期）なん
と資生堂のWeb花椿の「今月の詩」に選ばれた。掲載はそ
の1年後の今年の5月であった。コロナ禍で印象がすこし
ちがうと選評の言葉があったが、楽しみにしていた詩はと
ても力強いものだった。

「まぶしい」詩・遠藤菜月　（花椿　今月の詩　5月に
掲載されています。）ぜひご一読ください。　https://
hanatsubaki.shiseido.com/jp/poem/5591/
　コロナの襲来で社会も大学も日常もすべてが一変し対
応に追われた。今回の報告はその中で粘り強く行われたこ
と、学生が継続し自分らしい成果を出した報告となったと
思っている。

■ ライフスタイルブロック
　ライフスタイルデザインコースからの報告
　「新しい生活様式」の導入が求められるなど、私たちの

「生活」の様相が激変した前期でした。生活へのつぶさな

35



Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第６９号名古屋芸術大学後援会報　第６９号
　

Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

観察に基づいた環境形成のあり方を模索するライフスタ
イルデザインコースにとり、今後の大きな社会変化の本質
を捉え、そのなかにいかにデザインの作用点を見出すこと
ができるかと突きつけられる状況となりました。
　4年生の卒業制作を見据えた授業では、現在の変化を捉
えた様々な提言を資料とし、ディスカッションを重ねる場面
もありました。また３年生のフィールド・サーベイの授業で
は、これまで以上に生活の舞台の中心としての重要度が増
した自宅・部屋をテーマに環境調査を行いました。オンライ
ン授業受講環境の調査に発展するなど、変化を読み取る作
品制作が試みられました。

デザイン実技Ⅱ[フィールドサーベイ：ATLAS OF ROOM]
「オンライン受講環境調査」佐藤里奈

 
３・４年生合同講評会

　新2年生を迎える歓迎会もオンラインで企画実施される
など、学生たちは限定的な環境のなかでもその利を活か
し、意欲的に活動してくれました。後にこの時期を振り返っ
た際に良いターニングポイントだったと思えるよう、後期も
ライフスタイデザインコースでは、変化に呼応しながら、積
極的な研究教育活動に取り組んでいきます。

■ テキスタイルデザインコースからの報告
●イベント中止
　前期はコロナ禍の影響で、４月に予定していた布仕事マ

ルシェ（JR名古屋タカシマヤ）での尾州毛織物産学連携プ
ロジェクトの販売と、６月に予定していた有松絞りまつりで
の有松絞り産学連携プロジェクトの販売が中止になりまし
た。前年度から準備を進めてきたので、大変残念です。今
後の販売の機会を探しています。

●名古屋芸術大学50周年記念品制作
　本学開学50周年の記念品として、大学が進呈する手ぬ
ぐいのデザイン・制作を、本コースの学生が行いました。
　前年度の2月から3,4年生10名は、2名1組で50周年の
記念品としてふさわしいデザインを考案し、その後有松で
活動する本コース卒業生「まり木綿」の伊藤木綿さんの指
導のもと、500枚の絞り手ぬぐいの制作を行いました。
　出来上がった手ぬぐいは、本コース卒業生でグラフィッ
クデザイナーの白澤真生さんがデザインした箱に、デザイ
ンコンセプトを入れたリーフレットと共に収めて、10月に完
成予定です。

 　 　
 　 

●久屋大通公園再開発インスタレーション制作
　名古屋市は久屋大通公園の再開発を進めており、9月18
日に新商業施設「レイヤード ヒサヤオオドオリパーク」として
開業します。この機会に、特別客員教授の村瀬弘行氏がクリ
エーティブディレクターを務める（株）スズサンが野外インス
タレーションを行うことになり、その制作依頼を本コースが
受け、産学官連携のコラボレーションとなりました。
　作品コンセプトは、ドイツ在住の村瀬氏からビデオレター
とデザイン画がリモートで学生に送られてきました。今回行
う手筋絞りは、本コースでは初めて体験する技法です。その
指導のために、（株）スズサン代表の村瀬裕氏が7月初旬に来
校されました。
　制作は、2,3年と大学院生22名が参加しました。今回括る
布は240枚と大量なので、学生は自宅に布を持ち帰って制
作しました。
　参加学生からは、「伝統的な絞りの技術を授業外で教えて
いだだけることは、いい経験になると思って参加した。」「作
業はだんだんコツを掴んできて、スピードが上がってきたの
で少し嬉しかったです。」「苦労しましたが、達成感がありまし
た。」などの感想がありました。
　9月に学生と久屋大通公園に設置された作品を見に行く
ことを、楽しみにしています。

36
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●素材展　開催
　アート& デザインセンター　8月7日～8月11日
　４年生と大学院生の前期制作展を行いました。
テキスタイルデザインコース　
facebook: NUAtextile

■ メタル＆ジュエリーデザインコースからの報告
　4月からの授業は出校規制のなかでの自宅学習から始ま
りましたが、6月からは段階的に大学での対面実技も可能
になり学生たちも徐々に大学での制作リズムを取り戻しま
した。前期制作発表展「素材展」は8月13日～19日の予定
でしたが、残念ながらコロナウイルスの為直前に中止とな
りました。作品提出、採点に関しては状況を見極めながら
対処していきます。
　ポーランドのニコラ
スコペルニクス大学
主催の国際学生メダ
ル展に本年度も参加
致しました。ポスター
展示を「素材展」会場
で行う予定でしたが中
止になっております。
オンライン展示は下記のリンクを参照ください。
http://www.rzezba.umk.pl/?future-for-nature-
international-medallic-project-2020,469
今回は日本から名芸の他にも筑波大学が参加しており、
10月24日～11月3日
まで豊門会館/旧和田
豊治家住宅(静岡県)で
展覧会が開催されま
す。
　今年度は「七宝」と

「鉄造形」の二つの授

業で新しい非常勤の先生と特別講師の先生をお迎えして
新たにスタートしました。
　「七宝」は　加藤芳朗先生。七宝作家であると同時に
代々続く七宝工房を受け継ぐ若手経営者でもあります。
　「鉄造形」は　藤田政
利先生。東京藝術大学
工芸科鍛金コースを終
了後、鉄造形作家とし
て活躍し現在は多摩美
術大学客員教授も務
めています。
　本年度は特別客員教授として大英博物館コイン&メダ
ル部門学芸員のフィリップ・アトウッド氏を招聘しています。
コロナウイルスにより来日は断念しましたが、後期よりオン
ラインでの授業をします。アトウッ
ド氏はメダルアート研究での世界
的な権威であり学生にとって良い
刺激になると思います。名芸は日
本で最も早くメダルアートに取り
組んだ教育機関であり国際舞台で
の発表を果たした学生も何名もい
ます。今回も発展的な展開を期待
したいと思います。

■ インダストリアル＆セラミック、カーデザインコースからの報告
○ ２年生ID/CDダンボール素材を生かしたスツールデザイン
　７月から対面授業が可能となり、手を使って実体験を
伴ったデザイン実技を行うことができ、例年講評会後和室
にて「ダンボールスツール展」を開催していたが、コロナ禍
のため今年度は講評会だけ行った。
　手を使って座る強度を考えながらの制作作業、学生は熱
中し、この課題で数段デザイン力を育成することができた。

  
  

○ ３年生ID/４年生ID・CD アール・ビー・コントロール株式
会社との産学協同プロジェクト

　コロナ禍のため実行が危ぶまれたが、思い切って計画通
り産学協同プロジェクトをスタート、キックオフからオンラ
イン授業になり、アイデアチェックを毎週行い、中間チェッ
クは遠方金沢から企業側デザイナー・商品開発担当者に来
校していただき、７月１０日に中間プレゼンテーションを開
催。企業側から「もっと学生らしい思い切ったアイデア提案
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メダル展参加者

七宝授業風景

藤田先生特別講義

フィリップ・アトウッド氏近影

久屋大通公園再開発インスタレーション制作

　　　　　　　　　　村瀬裕さんの技術指導

　　　　　　手筋絞り作業

　　括った後の大量の布　　　　　　　　　手筋絞り完成
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や若い年齢層の考える新しいアイデア提案」を望むコメン
トをいただき、モックアップモデルでの立体検討からもう
一度3DCGへ変換作業をするなど、さらなるブラシュアッ
プを行い、最終プレゼンテーションに向かった。
　最終プレゼンテーションは８月７日に開催、第２波コロナ
感染拡大のため企業側県外出張禁止の指示が出された
為、残念でしたがオンライン講評会となり、５時間のプレゼ
ンテーションを行った。学生たちは前日までの作業をプレ
ゼンテーション、企業デザイナーのコメントやアドバイスで
良いキャッチボールができ、産学協同プロジェクトの素晴ら
しい経験となった。
１：LEDを利用した住宅設備の提案

　　　  
２：浴室マルチリモコンの提案

　　　  
  

■IOTデザインプロジェクト　2020/5/13-6/17 
　　　　　　　　　　　　　（オンライン授業での実習）
　オンラインでのデザイン実技の授業になり、日常の生活
がリモートワークなどを強いられる現状で、想像できるIoT
製品を提案するというテーマを与え、各自がインターネッ
ト／センサー／無線通信／スマートフォン／データ解析
／自動認識／etc の最新技術やその動向をそれぞれ学び
理解し、それらのテクノロジーに基づき、新たな人の関わり
や人が便利だとか気持ちいいと感じるシステムやサービス

を提案してもらいました。実質的にはシステムやサービス
のユーザーシナリオと概念
図およびその中で使われる
ハードウェアや画面のイン
ターフェースをデザインの
対象として表現してもらい
ました。

■文具デザインプロジェクト　2020/6/23-8/5
　デザイン学部インダストリアルデザインコース（以下、
IDコース）では、３回目を迎える今年も、中部文具工業協同
組合に属する文具メーカーであるシヤチハタ株式会社／
森松産業株式会社／株式会社馬印／大同至高印刷の協
力を得て産学共同にて文具デザインを行いました。学生
生活の中からの新たな商品提案をし、より実践に即したデ
ザイン指導を受けて実現可能な製品化を目標として取り
組み、産業と大学の結びつきを示し地域の活性化に貢献
するとともに学生はデザインの実践を体験し能力の向上
を図りました。
　今回は、各社からそれぞれテーマを提示してもらい、学
生ならではの斬新なコンセプトで文具に関わるデザインを
提案しました。1６名のIDコースの学生と研究生の院生１名
で各１案、４社の各テーマ担当し、中間チェックでコミュニュ
ケーションを図り、モックアップ素材の提供等の支援を受
け、最終プレゼンテーションではコンペ形式にて最優秀デ
ザインと各メーカー賞を選んでいただき表彰していただき
ました。講評においては製品企画案として採用を検討して
いただけそうな作品もあり、デザイン実技授業における学
生の成績評価といたします。

38

6/17 オンラインによる最終プレゼン （学生提出物例　桑野奏太）

2020産学協同文具デザイン発表会　＠シヤチハタ本社

最優秀作品（藤澤知成）



Na
go

ya
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f T

he
 A

rt
s

名古屋芸術大学後援会報　第６９号名古屋芸術大学後援会報　第６９号

　
Challenge to the future  BORDERLESS

NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

39

■ スペースデザインコースからの報告
　スペースデザインコースでは、家具など、工房での実制
作や見学などの空間体験、使用実験を大切にしているの
で、非常に苦労しました。
　2年生は、建築の模型製作や製図の基礎については自
宅、後半は教室でそれぞれが高い意識を持って取り組めま
した。家具制作の課題では通常よりも密度濃くスタディー
を繰り返し、実制作では良い作品につなげました。 

　 
　3年生は、設計課題はオン
ラインで学内の施主とのヒ
アリングを繰り返し、それぞ
れが個性的な住宅の設計を
行えました。今年は産学協同
のプロジェクトが3つ同時進
行で行われていたので、オンラインでの打ち合わせや、プ
レゼンテーションを繰り返し、前期中の目標地点まで、それ
ぞれの努力によりなんとかこぎつけました。何度も練習を
重ね自信たっぷりに行われたプレゼンテーションに成長を
感じました。金属パイプを使った子どものための図書館家
具は、工房での制作がうまく進まなかったこともあり、後期
に持ち越すこととなりました。

　4年生のプレ卒課題は、現
在の世の中の状況をそれぞ
れが自分にも起こっているこ
ととして、身の回りからの提
案に実感がこもっていて、何
度もオンラインで個別に話す
ことでさらに密度が濃くなったと感じました。

　スペースデザインコース
では、前期の授業の終盤に
コースの活動を内外に知っ
てもらう為、また、それぞれ
の制作のフィードバックがで
きるよう学内のギャラリーで
コース展示を行っています。この状況の中でもギャラリー
の空間を作品で埋め尽くす、それぞれのパワーに後期から
の期待も膨らみます。

■ 文芸・ライティングコースからの報告
　文芸・ライティングコースでは、前期授業開始前の課題
として「自分で撮った写真にまつわる創作作品やエッセイ」
の執筆に取り組みました。後期の初めに各々の作品の講評
を行い、外部講師を招聘して「写真と文章」についての講義
を行っていただく予定です。オンライン授業においては、そ
れぞれの学生が創作した小説やラジオドラマ作品を発表
し、卒業制作に向けての構想や進捗状況をGoogleドキュ
メントや画面共有機能を駆使して他の学生に提示すること
で互いに有意義な意見を交わし、文章や表現のブラッシュ
アップを行いました。
　一年をとおしてのブック・プロジェクト、「メイゲイ・ブッ
クツリー（仮称）」も開始し、各々の学生が自分を広げていく

「本の木」をイメージするワークショップをリモートで行い
ました。これまで読んできた本・これから読みたい本を見つ
め直して選書を行い、その中から特にお薦めの一冊につい
て書評やエッセイ、創作を綴ります。図書館やレヴュー展で
の展示、特設ホームページでの公開を通して、学内外に広
く読んでいただく予定です。
　また、本学と共に50周年を迎えた名古屋高速道路公社
のイメージソングの作詞を本コースの学生が担当し、作曲
をサウンドメディア・コンポジションコース、歌唱を声優・ア
クティングコースの学
生が担当しました。完成
したイメージソング「君
と行きたい」は、8月に
ZIP-FMで放送され、9
月に行われる名古屋高
速50周年記念イベント
で披露されます。
　北名古屋市および岩
倉市と文芸・ライティン
グコースとの連携事業
である「青い翼プロジェ
クト」も進行中で、岩倉
市出身の小説家青羽悠
氏と本コース学生との
オンライン対談が「北
名古屋市民タイムズ」
834号に掲載されまし
た。

　　　新しい庭のあり方の提案　　　　 新素材の屋外家具としての利用提案

「北名古屋市民タイムズ」掲載記事
（特集「大学生 小説を書く」）

メーカー賞作品（佐橋秋哉）

新車販売ショウルームの展示計画の提案

名古屋高速イメージソング制作（作詞担当）
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　ここでは芸術教養領域の2020(R2)年度前期における
授業を中心に芸術教養領域の活動をご報告します。これま
での本領域の活動は、本誌バックナンバー(63～68号)や、
芸術教養領域のWEBサイト(https://www.nua-la.jp/)
にも掲載されておりますので、ご笑覧ください。

■ コロナ禍における本領域の学びの意義
　これまでのバックナンバーでも申し上げましたとおり、芸
術教養領域は2017(H31)年4月にスタートし、今年度、1
年生から4年生まで、全学年が揃う「完成年度」を迎えまし
た。
　本領域では、学生が芸術を含む幅広い教養を身につけ、
これを社会で活かすことを目標としています。AIや、無人
操縦輸送機などの技術が日を追うごとに発達し、さらに新
型コロナウイルスのパンデミックにより、大変革を迫られ
つつある社会でも幸せに生きていけるよう、学生たちには
自らと周囲とコミュニティを支えていく力を身につけて欲
しいと祈念しています。このことを念頭におき、本領域のカ
リキュラムは、いかなる分野でも必要と考えられるビジュ
アル・サウンド・日本語・英語・情報五つのリテラシーの科目
と、視野を広げる科目、グループワークの科目を中心に構
成されています。
　昨年度末からのコロナ禍により、日本中が混乱したまま
今年度が始まりました。後援会にも大変な思いをされてい
る保護者の方々が大勢いらっしゃることでしょう。研究・教
育機関である大学も大きな影響を受けています。本学も
例外ではなく、昨年度末の卒業式も簡略化され、在学生オ
リエンテーションも延期、入学式も中止、大型連休明けに
始まったオリエンテーションと授業も遠隔形式となりまし
た。本領域でも実技や演習の授業を遠隔で行うという、学
生にも教職員にも創意工夫が求められる状況でした。この
ような時こそ、自ら考えて工夫する力が必要です。芸術教
養領域の学生にはその力を身につけて欲しいと思っており
ます。言うまでもなく、教員もそうあらねばならないと改め
て思わされました。

■ WEB上のオリエンテーション・チュートリアル
　連休明け、在学生のオリエンテーションやチュートリアル

（個別面談）をWEB上で行いました。これは、学生がPCや
WEBサービスに慣れていたため、つつがなく終えることがで
きました。PCのモニターで久しぶりに在学生の表情を見、ス
ピーカー越しの声を聴き、元気そうな様子に安心しました。
　対照的に、新入生はパソコン等の情報通信機器やWEB
上の教育サービスに慣れていないこともあり、オリエン
テーションの「WEB会場」に入れない人が続出しました。そ
こで、急遽、再度のオリエンテーションの日程を設定しまし
た。それと同時に、教員が手分けし、新入生たち全員に電話
し、方法を教えました。その結果、翌週に開いたWEBオリ
エンテーションにはほとんど全員が参加できました。

　本学で導入したGoogleのClassroomという遠隔授業
サービスには、大学で割り振ったアカウントでログインする
必要があります。学生本人や保護者の方が既にGoogleの
アカウントを持っている場合、そちらでログインされてしま
うというトラブルが主でした。この種のトラブルもしばらく
は続きましたが、数週間後にはほとんど解消されました。

■ 5月からの遠隔授業
　連休明けの翌週の水曜日から遠隔授業が始まりました。
新入生のほとんどは、その午前に設定された「大学生にな
る」という授業を最初に受けることとなりました。そちらでも
幾つか困難がありましたが、助手さんたちが組んだサポート
チームのお陰で、問題は徐々に解消されて行きました。
　遠隔授業は大きく分けて2種類あります。Zoomなどの
WEB会議システムと同じものを使い、ライブ（生）で教員と
学生が「WEB上の教室」に集まり、リアルタイムで会話や
板書をしながら、学んでいく方法です。本学ではGoogleの
Classroom上に設定できるMeetというしくみを使ってい
る場合が多いのですが、ZoomやLINEのビデオ通話を使
うこともあると仄聞しました。回線の混雑など、ネット環境
が思わしくない場合、声が聞き取りにくかったり、画像が乱
れたり、ライブ配信の仕組みから脱落してしまったりと、さ
まざまな問題が起きます。学生も教員も苦労しています。
　もう一つの遠隔授業の方法は、教員が予め、動画を録画
し、その動画ファイルをClassroom上の特定の場所にアッ
プロードし、学生各自がその動画を視聴するというもので、

「オンデマンド方式」と呼ばれています。ライブ配信とは異
なり、インターネット環境が思わしくなくとも、ネットが空い
ている時ならば、比較的円滑に動画にアクセスできます。
ただし、その場で質問ができないなど、短所もあります。ま
た、この方式では課題が過重になることがあり、学生からも

「大変だ」という声が聞こえてきました。
　オンライン授業は、学生も教員もほぼ初めてのことです
ので、この原稿を執筆している七月下旬段階でも試行錯誤
しながら進めております。

■ 6月：対面授業の一部解禁
　大勢の人が新型コロナウイルスを蔓延させないよう努
力したお陰で、5月下旬に緊急事態宣言が解除され、本学
も6月から一部の授業を対面で行うこととなりました。原則
的に、学生は週1回程度の登校、6月は最大で6回までの登
校回数に抑えるという条件付きでした。本領域では、科目
上の必要性などを鑑み、4年生は月曜の「セミナー3」を対
面としました。同じ曜日の、別時限に開講され、4年生が受
講していた「芸術の記号論」も対面へ移行しました。
　3年生の授業では、一部の学生が履修している水曜日の

「写真演習」を対面形式にしました。しかし、他の学年の受
講生は遠隔でその授業を同時に聞く方式でした。この授業
を担当された非常勤の藤下麻香先生も、今期初めての授

　芸術学部芸術学科芸術教養領域
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業にもかかわらず、毎回重厚な資料を作って下さり、丁寧に
指導してくださったため、学生には感性だけではなく、理論
の裏付けのある技術が身についてきています。

　2年生の科目では「情報リテラシー１」を対面にしました。
密集を避け、感染防止のため、学生は隔週で半数ずつ登校
し、残りはオンラインで受けることとなりました。
　1年生は、火曜日の「サウンドリテラシー１」と、金曜日の

「ビジュアルリテラシー１」を3回ずつ、合計6回登校しまし
た。距離を取るため、広い教室をお借りしました。初めての
登校という新入生も多く、大変だったと思います。
　以上を含むさまざまな授業で、SAの3、4年生たちが大
活躍してくれています。SAは「Student Assistant」の略
で、授業を補助する学生のことです。本学では優秀な成績
で当該科目の単位を取った学生に依頼しています。SAは
単なる補助ではなく、SAが改めて授業を振り返る機会とも
なり、後輩にあたる下級生には先輩の長所を見習って欲し
い、という学修上の目的があります。

■ 7月：対面授業の拡大
　7月からは実技や演習の授業の多くが対面式になりまし
た。学生の顔を見ることも増えました。ウイルス感染リスク
は心配ですが、大学が活気づき、何より、学生の元気そうな
表情を見ることが、教員として嬉しく思えました。
　芸術教養領域では、前項の6月から対面方式が始まった
授業に加え、他の幾つかの授業も対面となりました。密集
を避け、感染防止の工夫をしながら、手探りで進めました。

「写真演習」は3年生に加え、2年生も4年生も来られるよ
うになりました。
　他にも「芸術と社会」、「プロジェクト１」、「ビジュアルプロ
グラミング」も対面となりました。「芸術と社会」は学外の美
術館などへ赴く回も無事遂行できました。

　1年生、編入生、転領域生などが履修する「異文化体験」
では、7月と8月に学外授業を行いました。8月の最終回の

み対面授業にする予定です。学外授業は、感染防止対策を
取る北名古屋市歴史民俗資料館（昭和日常博物館）を皮切
りに、名古屋の国際センター駅近くにある円頓寺・円頓寺
商店街・四間道を中心に見学、調査しました。暑い日、雨の
日、学生はとても大変だったことでしょう。ただし、7月下旬
はコロナ感染第二波
と思われる状況だっ
たため、学外授業や
対面授業は、希望者
は自宅で学修できる
ように配慮し、8月最
初の土日に予定され
ていた半田市におけ
る調査は中止しまし
た。
　本領域の教員が担当する全学総合共通科目においても、

「現代芸術と文化」でも対面授業となりました。また、同じ
く全学総合共通科目にあり、本領域では1年次必修の「人
類生存のための教養」は基本的にオンラインでしたが、学
外授業のみ対面で行いました。履修者が多く、密集を避け
るため、昨年度同様、名古屋市昭和区にある鶴舞公園の見
学と観察を行いました。

■ 各学年の授業概要
　上述の通り、本領域では、ビジュアル、サウンド、日本語、
英語、情報の五つのリテラシーを身につけるための科目を
複数設定しています。ビジュアルとサウンドについての実
技科目と講義科目は1年次に履修します。上記の「ビジュア
ルリテラシー１」と「サウンドリテラシー１」が前期に履修す
る実技科目です。学生は、前者でビジュアルボックスなどの
作品を制作し、後者で楽器やPC上で音を編集し、着信音を
作るなどしました。
　2年次の前期の必修科目は「日本語リテラシー２」、「英語
リテラシー１」、「情報リテラシー１」、「プロジェクト１」です。
前二者はオンライン上での授業が続いています。「プロ
ジェクト1」では美術館など博物館施設について調べ、提案
をする、という内容で、調査をふまえた上で提案をし、プレ
ゼンテーションも行うといった、社会で必要とされる力を養
います。
　2，3年次の前期には「教養と地域文化１・２」があります。
通常はゲストを大学にお迎えし、学生がそのレクチャーを
聞いた上でレポートを書き、視野を広げていきます。しか

「写真演習」のひとこま。9号館スタジオで自分の
作品を発表する学生（撮影：菱田明日香）

「芸術と社会」で客員教授の服部浩之先生をお迎えし、
豊田市美術館『久門剛史－らせんの練習』展見学。
同館の庭園での振り返りをする担当教員と学生。

「異文化体験」で昭和日常博物館見学。
３密回避策を取る同館での観察

（撮影：松村淳子）

「人類生存のための教養」で鶴舞公園観察。密を避けるため、中間
点呼と説明は時間差を設けた。場所は竜ヶ池。（撮影：松村淳子）
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し、今年度はコロナ禍により、ゲストのお話を遠隔で録音・
録画し、それをオンデマンド形式で見てもらうようにしまし
た
　3年次になれば、必修科目の枠が減り、卒業研究を目指
し、「セミナー１」を前期に履修します。これもオンラインで
授業が続いています。4年次は必修の束縛がさらに減り、
前期の必修科目は「セミナー３」のみで、卒業研究に向けて
方向性を確定します。

■ 春休みの読書課題
　この「セミナー１」と「セミナー３」の枠組みで、3年生と4
年生は春休みに自分が選定した書籍を紹介しました。書籍
はマンガや小説以外の、少し硬いものを自分で選びます。
これは2年次の夏休みから行っています。
　今回は、『ベートーヴェンを聴けば世界史がわかる』、『メ
イキング』、『藤子・F・不二雄のまんが技法』、『からだ・演劇・
教育』、『ルネサンス 経験の条件』など芸術にかかわるも
のや、『あぶない一神教』、『池上彰と考える、仏教って何で
すか？』など宗教に関連するものが目立ちました。ほかにも、

『記憶はウソをつく』、『何にもない　無の物理学』など科
学系、『Bad Feminist』、『変わる商店街』、『「地方ならお金
がなくても幸せでしょ」とか言うな！日本を蝕む「おしつけ地
方論」』など社会・経済系、『ベジタリアンの文化史 食べるこ
と生きること』、『音大・美大卒業生のためのフリーランス教
科書』など生き方にかかわるもの、『ドーナツを穴だけ残し
て食べる方法』、『世界のビジネスエリートが身につける教
養としてのワイン』など視野を広げ、思考力を涵養するも
のなどがありました。
　以上の書籍について、学生は自ら作ったスライド資料を
出しながらコンパクトに紹介していきました。教員側は、事
前にこれらの書籍を手分けして読み、学生の発表にコメン
トを返しました。今回も、教員が知らない本があり、非常に
興味深く書籍を読んだり、発表を聞いたりしました。
　一期生はこれで4回の読書課題を終えました。学生の選
定する本が、それぞれの好みや性格を反映しているよう
で、微笑ましいものがあります。

■ 公開講座
　毎年、後援会のご支援を受けて数回開催してきた「公開
講座」はコロナ禍により、前期は実施できませんでした。大
変残念なことです。
　ただし、2年生と3年生が受講する「教養と地域文化１」

の一部として、アニメーションを制作してきた本学学生・卒
業生が中心となっているグループ「ACREATION」のメン
バーと、映像専門家の林緑子氏を招聘したインタビュー
は、WEB上で「公開講座」とする予定です。これも本領域
WEB（https://www.nua-la.jp/）にてお知らせいたしま
す。また、ACEATION制作の質の高いアニメーションも
YouTube上で無料公開中です。本領域WEBからリンクを
貼りますので、ご高覧くだされば幸甚です。

■ 新任を迎えた教職員
　今年度から新しい教員が着任しました。松村淳子（あつ
こ）先生といいます。本学の、芸術学部に統合される前の
美術学部を卒業し、「あいちトリエンナーレ」などで幅広く
活躍しています。専門は美術教育で、着任からこれまで一
貫して面白い授業を熱心、かつ学生に対して非常に親切に
展開しています。茂登山清文、早川知江、津田佳紀、茶谷薫
とともに会議など、授業外でも大変精力的です。松村先生
については『名古屋芸大グループ通信』 52号（14-15頁、
2020年6月）にもインタビュー記事が掲載されました。
　また、一期生が入ってから3年間、昨年度まで学生と授業
を支えてくださった助手の王昊凡さんが退任、他大学へ異
動されました。代わりに黒田翔大さんが、昨年の6月から助
手として活躍してくださっている中森信福さんや、事務職
員の服部嘉奈子さんとともに、授業や学生生活の支援をし
てくださっています。このお三方のサポートのお陰で、学生
が頑張って学修を進められ、教員も授業を円滑に運営する
ことができています。

■ オープンキャンパス
　例年とは異なり、感染リスクをさけるため、現在のとこ
ろオープンキャンパスに学生は参加できません。そのこと
で、私たち教員は、これまで学生が高校生たちへ親切に説
明してくれたことの有難さと、その力の大きさを改めて認
識することができました。
　今年度は現在のところ、6月、7月、8月に、Zoomのサー
ビスを使い、教員が各領域を説明するWEB上のオープン
キャンパスと、3つの密を避けるために予約制で対面型の
オープンキャンパスを開いてきました。昨年度まで、本領
域のオープンキャンパスにご来場くださった保護者の皆様
や、学生が高校生だったころを思い出しながら、質問対応
や説明にあたりました。

春と夏の読書課題で学生がこれまで読んできた本の一部
（藤下先生ご提供の撮影セット使用）

芸術教養インフォメーションセンターで執務中の
黒田さん(助手)と服部さん(事務職員)。
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■ 後期に向けて
　後期は、また別科目の授業が始まります。１年生は、前期
に引き続き、視覚的、聴覚的なリテラシーを養う「ビジュア
ルリテラシー２」、「サウンドリテラシー２」、「視覚文化」、「サ
ウンド文化」を受講します。言葉のリテラシーについては、
全学の1年生が受ける「英語２」「コミュニケーション英語２」

「日本語表現」だけではなく、本領域の1年生が全員受ける
「日本語リテラシー１」も開始されます。また、1年生と2年
生は「教養と現代１」など視野を広げる科目も受講し、さま
ざまな分野の研究者のお話を聞くことになります。
　さらに、これまでは前期に行っていた「芸術教養レ
ビュー」を後期に開講します。学生は授業の内外で学んで
きたことを、パネルを中心とした作品に仕上げ、展示しま
す。
　2年生、3年生は徐々に必修の授業が減り、自分で選択す
る幅が一層広がります。彼らはそこで、これまでの学びを
活かし、さらに学識を深めていくことでしょう。4年生は卒業
研究が本格的に始まり、学びの集大成として卒業論文と内
容の発表・講評会をすることとなります。
　コロナ禍が収まるかどうか、不透明ですが、我々教職員
は学生の学修と、それと深く関係する心や生活をサポート
していくよう、さらの研鑽を積む所存です。
芸術教養領域　領域主任・教務学生主任　准教授　茶谷薫

6月末の予約制オープンキャンパス。
相談にあたる茂登山先生と松村先生（撮影：早川知江）

7月末の予約制オープンキャンパス。
本領域の説明をする早川先生（撮影：中森信福）

　コロナウィルス感染拡大防止のため、前期授業は一部実
技科目や実習関係科目を除いてすべてオンライン授業と
なりました。例年報告させていただいている人間発達学部
事業も残念ですがすべて中止となりました。
　今年は、このような状況の中で頑張っている新1年生の
様子や、新しく開講した「認定絵本士養成講座」について報
告させていただきます。

■ 1年生スタート
　コロナウィルスの感染拡大防止の政府方針を受けて、入
学式も行えず、授業もオンラインで行うという異例の事態
の中で、今年度はスタートしました。
　例年の1年生は、様々な高校等から入学してくるために、
入学当初は関係がつくれず、そのことの心配から授業参加
が難しくなる学生も出がちです。そのため、学部教員は毎
年、楽しく深く学ぶ授業づくりとともに、一人ひとりの学生
が話しやすく、相談しやすい関係をつくって、心を支える役
目もしています。しかし、今年度はそれができないために大
変心配しました。
　それでも今年度の1年生は、オンラインという初めてと
いってよい授業形態にも関わらずよく参加し、レポート等
の課題にも応えて頑張っています。
　一部対面が認められた実技科目授業では、普段顔を合
わせられないでいる環境の中ゆえに、週に1度程度であ
れ、逆にその授業での出会いが、貴重な大学での友達づく
りの場にもなっているようです。新入生が心から名芸大ラ

イフを楽しめる社会状況に戻ってほしいと、願うばかりで
す。

■ オンライン授業
　幼児や小学生を中心とした人との関わりの中で、人間力
や人間として育てる力を磨くのが、本人間発達学部の大事
な学習・研究課題です。そのため、その指導に当たる本学
部教員は、オンライン授業には大変戸惑いました。　
　まずは、短期間のうちにオンラインで授業するシステム
の理解をしなくてはなりませんでした。しかし、本学部教員
の日頃からの連携の良さが発揮され、教え合いを通して
全体の理解が進み、これまで支障なく授業が進められまし
た。
　自作自演で動画を撮ったり、対面であれば実物を手に
取って自由に見せられる絵本も1ページずつスキャンして
画像にしたりするなど、対面以上に準備には手間がかかり
ます。しかし、オンライン授業でなければ受講できない学生
の立場に立って、オンラインでも変わらず分かりやすく学
生が学べるように努めています。

■ 「認定絵本士養成講座」スタート
　愛知県内初の認定校として、「認定絵本士養成講座」を
開始します。講座は、8月と1月にそれぞれ、「子どもと絵本
１・２」（集中講義）として行われます。講義は、学部の教員を
はじめ、専門に精通された学内外の講師を迎えて行われ、
今年度は39名の学生が参加します。講座では、絵本に関す

　人間発達学部
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る「知識」「技能」「感性」について深く学び、絵本について詳
しくなることを目指します。学生たちが絵本を用い、関わる
活動を企画・実施する力を身に付け、将来、保育や教育など
様々な場面で生かしていくことを期待しています。

■ 新任教員紹介
　昨年度３月31日をもって学部で大変お世話になった豊
田和子先生、木全清博先生がご退任されました。そして、こ
の度3名の先生を新たにお迎えしましたので、ご紹介させ
ていただきます。

＜安藤　香先生＞
　今年度よりお世話にな
ります安藤と申します。昨
年度末までは、名古屋市の
公立保育園に籍を置いて
いました。保育園と大学の
文化の差に戸惑うこともあ
り、ご迷惑をおかけしてお
ります。
　学生さんはとても素敵
な方が多いです。素直で、
人の話を聞ける方が多くいらっしゃいます。多少自己肯定

感が低い所も感じますので、学びの力で払拭して
欲しいと願っています。学ぶ中で、将来の目標に
向かってはばたいて頂きたいです。今はそのお手
伝いが出来たら幸せだと思っています。今後とも
どうぞよろしくお願い致します。

＜鍵野いずみ先生＞　
　子どもたちにつ
くったり表したり
することの「楽し
さ」を伝えること
ができるような教
師や保育士になっ
てもらいたい、そ
んな願いをもって
います。そのため
に、大学でも学生
自身が「つくる喜
び」を体験できる授業をめざしています。図画工
作科の授業や幼児の造形活動は、創造すること
の楽しさを感じるとともに、思考・判断し表現する
などの造形的な創造活動の基礎的な能力を育て
ること、生活の中の造形や美術文化に関心をもっ
て、生涯にわたり主体的に関わっていく態度を育
むことをめざしています。４０年近く、小学校、中学
校の現場で教師を続けてきた経験を生かして実
践的に進めていきたいと思っています。

＜土井謙次先生＞
　丹葉地区（江南・犬山・岩
倉・丹羽郡）の小中学校や
教育行政での38年間の勤
務を終え、この4月よりお世
話になっています。主に社
会科指導、教育課程論を担
当しています。
　大学オーケストラ出身と
いうこともあり、これまでに
も東キャンパス音楽講堂に
足を運んだり、名芸大フィ
ルハーモニー管弦楽団の
演奏会も聴いたりしてきました。本大学との深いご縁を感
じています。
　今、小中学校の現場では、毎年多くの退職者がおり、これ
からの教育を担う若い教員が必要です。また、出産や育児
で休暇を取る教員も大変増え、代替講師の絶対量が足り
ません。今回のご縁で本大学の教員となった以上、現場で
すぐに活躍できる即戦力教員を、どんどん送り出したいと
思っています。どうか、よろしくお願いします。

人間発達学部長　溝口哲夫
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　今回は、学務部報告といたしまして、平成30年度就職状
況、オンライン授業の実施状況の2点についてご報告・説
明をさせていただきます。
　令和元年度の就職状況について学部ごとにご説明いた
します。
　音楽学部の就職率は、令和2年5月1日現在、就職・進学
希望者86名に対して就職・進学者81名で94.2％でござい
ました。昨年度が96.5％でしたので、好調な就職を持続し
ております。特色といたしましては、平成31年度は、公立学
校教員に4名が採用されたのをはじめ、防衛省自衛隊（海
上自衛隊音楽隊）等、公務員採用が多いことが大きな特色
となっています。また、音楽講師、音楽家の合計が17名と、
専門性を活かした進路選択が可能となっています。一般企
業についても、ヤマハ、カワイ、各地の音楽ホール、劇場等、
本学における学びを活かした就職が多いことが特色となっ
ています。
　人間発達学部の就職率は、3年連続で100％を達成いた
しました。特色といたしましては、人間発達学部は教員養
成・保育系学部でございますので、小学校教諭、幼稚園教
員教諭、保育士の資格を活かした就職が中心であることで
す。内訳については、公立小学校教員、私立幼稚園教員14
名、認定こども園、福祉施設等へ27名が就職しており、卒
業生63名に対して約65％が本学で取得した免許・資格に
よる就職をしています。
　美術学部・デザイン学部の就職率は、それぞれ、86％、
84.5％で合計しますと、85％でございました。美術学部の
進路の特徴といたしましては、大学院等への進学が12名
で、卒業生69名に対して約17％にのぼる点です。さらに深
く専門性を追求したい学生が多いのだと思われます。就職
実績の内訳は、フリーランス・作家活動11名、公立・私立学
校教員3名、一般企業30名でございました。一般企業30名
中の約半数は、デザイナー等の専門職として就職しており、
専門性を活かした就職ができている事と考えております。
　デザイン学部の進路の特色といたしましては、就職希望
者の内、一般企業へ約77％の学生が就職し、その内訳のつ
きましても、デザイナー等のクリエイティブ職60名、専門
技術職19名で、就職全体の136名中、約58％の学生が、専
門分野への就職をはたしている事です。
　次に本学の大学院の進路状況についてご報告をいたしま
す。
　本学の大学院には、音楽研究科、人間発達研究科、美術
研究科、デザイン研究科の4研究科がございます。
　令和2年3月の修了生は、音楽研究科が7名、人間発達研
究科は1名、美術研究科が3名、デザイン研究科が5名で、

就職率につきましては、音楽研究科、人間発達学研究科が
就職希望者に対して100％、美術研究科、デザイン研究科
が71％、がでございました。特色といたしましては、専門
性を活かした就職、教育関係へ就職が多いことだと言えま
す。
　次にオンライン授業の実施状況についてご説明をいた
します。
　令和2年4月7日(火)に政府から7都府県を対象に「緊急
事態宣言」が発令され、4月10日（金）には愛知県から「緊急
事態宣言」が発令、その後、4月16日(木)にその対象地域
が全国に拡大されました。本学では、4月8日（水）に「危機
対策本部」を立ち上げ、4月9日（木）を5月13日（水）に延期
し、オンライン授業を実施すること、レッスン室、練習室、ア
トリエ等に空気清浄機100台（プラズマクラスター）を設
置、飛沫防止のスクリーンの設置、貸出用ノートパソコン、
モバイルルータの準備等を決定しました。
　オンライン授業の実施に当たって、5月30日までの間、
原則としてすべての授業を遠隔授業で実施することにして
オンライン授業を円滑に実施するため、学内に「オンライン
授業支援チーム」を設置し、学外のIT企業と協力して学生
の皆さん、先生方のサポートを行うこととしました。
 
　オンライン授業の実施方法としては、以下の2種類があ
ります。
①オンデマンド型：担当教員が作成した授業動画、授業資

料等を、受講生が一定の期間内に視聴し、学習する方
法。

②リアルタイム型：Web会議システムを用いて担当教員と
受講生をリアルタイムに接続し、授業を実施する方法。
原則として、時間割通りの時間帯に実施されます。

　本学では、授業の登録、オンデマンド型の動画、教材の提
示に「Google Classroom」、リアルタイム型の授業配信に

「Google Meet」を使用してオンライン授業を実施いた
しました。
　すべての授業にClassroomが作られますので、令和2年
度前期では約1,500のClassroomが運営されました。学
生の皆さんは履修登録した授業のClassroomにアクセス
し、動画の視聴や教材のダウンロードをしたり、Meetを利
用したリアルタイム型の授業に出席することが出来ます。
　オンデマンド型とリアルタイム型の割合は、先生方にア
ンケートを実施したところ、リアルタイム型のみで実施が
64.6％、オンデマンド型とリアルタイム型の複合で実施が
20％、オンデマンド型のみで実施は16.9％でした。

　学務部報告
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　5月13日（水）のオンライン授業実施時においては、学
生の皆さん、先生方からの質問が100件以上「オンライン
授業サポートチーム」に寄せられ、少し混乱しましたが、5
月15日（金）の段階では10件程度となり、8月の段階では、
質問等はほとんどない状況になり、順調に実施されていま
す。
　文部科学省の調査では7月1日の段階で全国の大学の
内、約20％の大学がすべての授業をオンライン授業で実
施している状況ですが、本学では6月1日から感染予防対

策を徹底したうえで、実技授業の一部を対面授業に移行
し、7月1日以降は実技授業については原則として対面授
業、講義科目については原則としてオンライン授業のハイ
ブリット方式で運営しています。
　最後に、後援会の皆様の平素からのご支援に対して心か
ら感謝を申し上げます。今後も皆様のご意見をいただきな
がら、学務部の運営に努めてまいる所存です。ご支援・ご協
力を賜りますよう、お願い申し上げます。

学務部長　山田芳樹

オンライン授業支援チーム
オンライン授業制度設計チーム
・竹内　創　准教授（チームリーダー）
・加藤智也　教授　　・山田学務部長
・駒井貞治　准教授　・伊藤事務長
・長江和哉　准教授　・奥山事務長

①オンライン授業ツールの選定
②オンライン化できる授業の切り分け
③オンライン授業のコンテンツ作成支援

オンライン授業サポートチーム
・契約助手　20名　山口慶伍（チームリーダー）
・ＴＡ　　　10名～20名
・ＳＡ　　　10名～20名

①オンライン授業への参加
②受講学生サポート
③オンライン授業のコンテンツ作成支援
④録画授業の編集支援

外部 IT 企業（協力企業）
　・研修センター、サポートセンター
①オンライン授業のための教員研修
②教員・学生サポート
③オンライン授業のコンテンツ作成支援
④オンライン授業実施のコンサル

外部 IT 企業（協力企業）
　・サポートセンター
①トラブルシューティング

業
務
指
示

サポートセンター機能

コンサルティング

支援

支援

支援

サポート・ヘルプデスク

サ
ポ
ー
ト
・

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

サ
ポ
ー
ト
・

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

受
　講

受
　講

教　員
（ノウハウなし）

教　員
（ノウハウあり）

　　受　講　学　生
・パソコン等の有無　　　
・ネットワーク環境の有無

名古屋芸術大学　オンライン授業実施スキーム

授業形態に関するアンケート　（回答数：900）
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2020年度　名古屋芸術大学　演奏会案内

CONCERT GUIDE

日　時／2020年10月22日(木)　　18:30開演
会　場／三井住友海上　しらかわホール
入場料／無料（要事前申込）

日　時／2020年11月12日(木)　　18:00開演
会　場／三井住友海上しらかわホール
入場料／無料（要事前申込）

日　時／2020年11月14日(土) A公演 14:00開演
　　　　　　　　　　　　　  B公演 18:00開演
会　場／西文化小劇場
入場料／1,000円

日　時／2020年11月15日(日) C公演 14:00開演
　　　　　　　　　　　　　  D公演 18:00開演
会　場／西文化小劇場
入場料／1,000円

日　時／2020年11月27日(金)　　17:30開演予定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／無料

日　時／2020年12月17日(木)　　18:30開演予定
会　場／愛知県芸術劇場コンサートホール
入場料／未定

日　時／2021年1月29日(金)　　18:30開演予定
会　場／愛知県芸術劇場コンサートホール
入場料／未定

日　時／2021年1月30日(土)　　18:30開演予定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／無料

日　時／2021年2月5日(金)　　18:00開演予定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／無料

日　時／2021年2月10日(水)予定　開演時間未定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／未定

日　時／2021年2月12日(金)　　18:00開演予定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／無料

日　時／2021年2月13日(土)　　開演時間未定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 2号館 3F
入場料／未定

日　時／2021年2月19日(金)　　17:30開演予定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／無料

日　時／2021年2月25日(木)　　18:00開演予定
会　場／三井住友海上しらかわホール
入場料／無料（要事前申込）

日　時／2021年3月4日(木)　　17:00開演予定
会　場／三井住友海上しらかわホール
入場料／無料（要事前申込）

日　時／2021年3月6日(土)　　15:00開演予定
会　場／名古屋芸術大学東ｷｬﾝﾊﾟｽ 音楽講堂
入場料／無料

演奏会にご来場される方へのお願い
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、下記の対応を行ってまいります。ご来場の皆様には、
ご理解とご協力をお願いいたします。

・演奏会場、開催日時等は予定です。今後の状況により延期、中止、無観客開催などの場合がございます。
・感染者が確認された場合の連絡等のため、氏名、連絡先等の提出をお願いしております。
・風邪、発熱等の症状がある方は入場をお断りいたします。
・マスクの着用をお願いいたします。スタッフもマスク着用で対応いたします。
・会場内での会話、声援、他人との接触、途中での席移動はお控えください。
・検温、手指の消毒にご協力ください。
・あらゆる並び（入場時、トイレの並び等）には、ディスタンスをお取りいただくようお願いいたします。
・出演者へのプレゼント、差し入れはできません。
・プログラム、チラシの手渡し配布は行いません。

'19あいちトリエンナーレ名芸大ミュージカル
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コロナ禍におけるライブ業界の現状
2017年度   音楽学部音楽総合コース   卒業　

山田美穂

　私は現在、東京のライブ関連会社で
マニピュレーター / プロンプターとし
て勤務しています。あまり聞き馴染みのない職業だと思
いますが、現代の多くのライブコンサートの舞台裏を支
えています。興味がある方はぜひ調べてみてください。
　コロナ禍以前の業務と現在 (2020 年 8 月上旬 ) の状
況について紹介いたします。
　通常の仕事内容はツアーやイベントでのマニピュレー
ター / プロンプターとしてのオペレート、レンタル業務
の補助などです。毎日仕事をする時間・場所・人・内容
も様々なので飽きることはありませんし、好きなアー
ティストと関わることや、新しくアーティストを好きに
なることが多いのもこの仕事の魅力です。私が大学の時
に学んだ、サウンドメディアやアートマネジメントの授
業、そしてジャズビックバンドサークルでの演奏活動で
身につけた、クリエイター・裏方・プレイヤーとしての
視点がこの仕事での武器になっています。

　2020 年 2 月下旬、回っていたツアーで感染者が確認
され、その直後 2 箇所の公演が中止になりました。そ
こから一気にほぼ全ての現場が無くなり会社も休業に入
りました。私たち現場業務の部署は 8 月現在も休業が
続いており、現場がある日以外は休みです。国からの助
成金が休業手当として支払われていますが貯金を切り崩
して生活しています。
　ただ、最近、現場数は少しずつ増えてきて、8 月頭に
は約 5 ヶ月ぶりにお客様を入れてのライブに立ち会い
ました。久しぶりに現場へ行って感じたのは「やっぱり
この仕事が好きでこれからも続けていきたい」というこ
とです。
　コロナで大きな影響を受けているライブ業界で生き残
るには、会社はもちろん個人単位でも工夫や頑張りが必
要になってきました。私の会社もライブ配信事業を始め
ました。個人的には仕事がない分たくさんの時間がある
ので、音響の基礎を学び直したり、学生ぶりに作曲を始
めたりとある意味有意義に過ごしています。
　今後全てが元通りになるかもわかりませんが、ライブ
業界を目指す学生の皆さんも夢を諦めず、今できること
を頑張ってください。

（株式会社 サウンドクルー　勤務）

「好きなことをやろう」
2011年度　人間発達学部卒業　

高島大輔

　名古屋芸術大学を卒業後は保育園で勤務をしながらバ
ンドを結成し音楽活動にも打ち込んできました。保育園で
は個別の配慮が必要なお子さんを支援する加配保育士と
して勤務。（現在はNUA法人新設のこども園で勤務）休日
や仕事後の空き時間を使いながら、楽曲制作やレコーディ
ング、全国各地をツアーで回りました。
　東京でライブをした後は大体そのままとんぼ返りで、運

転はバンドメンバーにお願いし車内で数時間睡眠をとっ
て、そのまま次の日、保育園に勤務をする日もありました。
　二足のわらじを履いていることに対して、「どちらも中途
半端になるんじゃないか」と言われることもありましたが、
好奇心に真っ直ぐな子どもたちや、バンドのファンの方や
ミュージシャンたちとの出会いを通して、一度きりの人生
やりたいことは全部やろうと考えるようになり、両立をさせ
ることができました。
　この記事を読んでいる皆さんへ、いつ終わるのかわから
ない一度きりの人生、まじめなことばかりに捉われず、子ど
ものような遊び心と好奇心を忘れずにいてください。
（社会福祉法人ＮＵＡ　認定こども園　森のくまっこ　勤務）

「30歳、新設園での挑戦」
2011年度　人間発達学部卒業　

小林大祐

　私は昨年度まで私立の保育園で８年間勤務をしていまし
た。
　以前から、他の園ではどのような保育をしているのだろ
う、もう１度自分の保育を見直したいと言う思いがあり、今
年度からは私自身が卒業した名古屋芸術大学が運営する
子ども園で働いています。
　私は幼少期よりピアノを習っており、今ではひとつの武

器として、園では子どもたちと一緒にピアノに合わせて
歌っています。
　私が保育の中で大事にしていることは、苦手なことを初
めから諦めるのではなく、少しでもやってみようかなと思え
る気持ちを心の中で持てるきっかけを作ることです。私に
もピアノが嫌いになる時期もありましたが、ある子どもの
前で演奏した時にとても喜んでくれて、もっと頑張ろうと思
うことができました。少しのきっかけがあるだけで、苦手が
得意になったり、新しい発見もあると思います。
　もちろん無理にやらせるのではなく、子どもの自主性を
大事にし、これからも楽しく保育をしていきたいです。
（社会福祉法人ＮＵＡ　認定こども園　森のくまっこ　勤務）
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「一緒にアニメを作らないか」

2019 年度　美術学部　美術学科卒業　
中村大樹

　「一緒にアニメを作らないか」友人
のその一言が今の私をつくり上げたと
言っても過言ではありません。美術が好きでも具体的に
やりたい事がなかった私は、様々な分野に一通り触れら
れるアートクリエイターコースに入りました。その後す
ぐ友人に誘われ、４年間アニメ作りに没頭する日々が始
まりました。
　アニメが特段好きなわけでもなかった私ですが、趣味
で書いていた物語をアニメーションという手法で表現す
るのは面白そうだと思い、友人の誘いに乗って自主制作
チームを立ち上げました。本格的なアニメ作りを学ぶ授
業はありませんでしたが、独学で試行錯誤しながら制作
する時間はたっぷりありました。
　３年かけて制作した短編映画のエンドロールには、学
年学部関係なく約４０人の名前が並びました。アニメ作
りは工程が多いので大人数が制作に関わります。管理が

大変で時間もかかりましたが、完成した時は個人で制作
していた時とは比べ物にならないほどの達成感が得られ
ました。
　現在私はアニメーション制作会社で制作進行として働
いています。３０分のテレビアニメを制作するのに欠か
せないアニメーターを確保し、各々の仕事状況を把握し
ながらスケジュール通りに制作を進めるのが制作進行の
役割です。場合によっては３０人以上のクリエイターの
仕事を 1 人で管理することもあります。その他にも映
像素材の流れを管理したり打ち合わせ日程を考えたり
と、正直仕事量がとても多くて大変です。
　私は絵が上手いわけではなかったので、アニメーター
ではなく事務職に近い制作進行として就職しましたが、
将来的には演出や監督など絵を描く役職にステップアッ
プするために今も勉強中です。
　この道に進むきっかけをつくってくれた友人、大勢で
作品を作る面白さを教えてくれたチームメンバー、陰で
見守って下さった教授方にはとても感謝しています。こ
れからも学生時代の経験を糧に、自分の夢に向かって
日々精進してまいります。

（アニメーション制作会社　勤務）

「夢を叶えるために」

2019 年度　デザイン学部
　デザイン学科卒業　加藤菜月

　私は現在、食品メーカーのデザイン職として働いてい
ます。デザイン職の主な仕事としては、商品のパッケー
ジの作成を始め、飲食店などに置かれているメニュー
表や POP の作成、SNS 用の写真撮影などを行なってお
ります。
　大学ではメディアデザインコースに所属していたの
で、学生時代はパッケージやポスターと言ったビジュ
アルデザインを専門に勉強していたわけではありませ
ん。メディアデザインコースでは、映像作品を始めグ
ラフィック作品やプロダクト作品など幅広く作品を作
成してきました。その中で自分の得意なこと、苦手な
ことが作成していくなかではっきりとわかってきた気
がしました。
　大学２年生で、初めてパッケージデザインの勉強を
した時に、自分が将来やりたいことはこれだと気づき、
就職活動では主に商品パッケージをデザインするパッ

ケージデザイナーの応募をしている会社を選びました。
ただでさえデザイン職は応募数が少ないため、とても競
争率が高く、就職活動がなかなか思うようには進みませ
んでした。
　卒業制作と同時進行で就職活動を行うため、気持ちの
切り替えがうまく出来ず、頭がパンクしてしまいそうな
辛い日々を過ごした時もありました。ですが、パッケー
ジデザイナーになりたいという夢をどうしても諦めきれ
なくて、ポートフォリオの見直しをしたり、キャリアの
方に面接の練習をしていただき、これまでの就職活動と
は違う取り組み方を実行した結果、第一志望だった会社
から内定をいただけました。
　会社に入社して約３ヶ月経ちますがパッケージのデザ
インは想像している以上に難しくまだまだ経験不足だと
いうことを、仕事をしていて感じさせられます。ですが、
商品のパッケージは会社の顔でもあります。上手くいか
ず、デザインに行き詰まって不安になってしまうことも
ありますが、いつか自分がデザインした商品を、市場で
目にすることが出来るように日々精進したいと思いま
す。みなさんも上手くいかずに悩んでしまうことがある
かもしれませんが、挫けることなく頑張ってください。

（食品メーカー（デザイン職） 勤務）
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「プロフェッショナルへの意識」 
　芸術学部　芸術学科　音楽領域

　アートマネージメントコース１年生　父　浦野直行

　長男の高等学校卒業後の進路
選択において、私が思っており
ました事を回顧録的に記させて
いただきます。私自身に対して
は、本人の意思・決定を絶対に
妨げない。当たり前のことです
が、意識的に自らに常に語り掛

けておりました。長男には、その後に進む道に向かって
「プロフェッショナルへの意識」を身につけて欲しいと
願っております。
　いずれ社会人として働き、その対価として報酬を得る。
この行動はプロフェッショナルのみに許される事を正し
く理解をして欲しいと願っております。長男自身、進路
決定に納得をして名古屋芸術大学の門をくぐり、学びを
得ようとしている姿を目にいたしますと、「素晴らしい
先生方、同じ道を目指す多くの仲間に出会うことが出来
ているんだな。」と感じております。この出会いに感謝
をして、これからの長き人生において大学生活が確固た
る基盤になってくれることを願うばかりです。

「新たな時代への挑戦」
大学院音楽研究科（声楽専攻）　1年生　母　佐藤昭子

　私は 30 年前に名古屋芸術大学を卒業し、娘は大学院
声楽を専攻しています。芸術とは、「まず弟子は師匠か
ら学びとり、次に自分のものとして磨き上げ、それを多
くの方に披露し感動を伝える」ものと考えます。
　以前のように十分な対面指導が難しい中、師匠から弟
子への技術伝承を心配しておりましたが、オンライン授
業でも声楽の技術が向上しており安心しています。また
テレワーク中の主人は、家でのオンライン授業が授業参
観のようで毎回楽しみにしています。
　娘のオペラや演奏会が相次ぎ中止となる中、馬場浩子
先生からの御紹介で、Ave maria
他３曲を、世界 19 社の音楽配信
会社から配信されるチャンスを
頂きました。これからの時代に
あった新たな取組みの一つかと
考えております。
　娘には、生涯音楽を通じて「生
きる喜び」「心を動かす」ことが
できるアーテイスト（名芸産の
花）になることを願っています。

「子に寄り添って」
芸術学部美術領域　洋画コース　２年生　母　荻須紀子

　将来の夢どころか、高校卒業後の進路も考えられずにい
る娘を、何とかしなくては、という想いで連れて行ったオー
プンキャンパスの一つに名古屋芸術大学がありました。
　当時娘は骨折をしていて腕が使えず、実技体験コーナー
がいくつかあったのにも関わらず、何も体験せず通り過
ぎるばかり。ある教室では作品やコースの説明をしてく
れる先生がいらしたので、私は質問をしたりして有意義
な時間を過ごしました。肝心の娘は後ろに隠れるように
して全く興味なさそうな態度。ここも違うか、と落胆す
る私に、帰宅した娘が驚いたこ
とに「名芸大に行きたい」と言っ
たのです。そして“名芸に入る”
という目標ができ、前に進む力
が湧いたようです。
　その後の努力の甲斐もあり、
娘はいま “ 芸大生 ”。これから
も悩み、迷い、立ち止まること
でしょう。芸術に関しての助言
はできませんが、前に進むこ
とができるように、親として見
守っていこうと思っています。

コロナ禍での教育の提供
　　芸術学部　芸術学科　デザイン領域
　　ビジュアルデザインコース　2 年生　父　池田和由

　娘が希望していたコースで進
級出来ることなり安堵していた
のも束の間、新型コロナウィル
スの感染が東海地方でも拡大し
たことで、過去に経験したこと
のない異常な新年度を迎えるこ
とになってしまいました。
　講義の開始が延期され、先が見えずただただ過ぎてい
く日々に親としてやきもきし、またオンライン講義が始
まっても実技を伴う専門教科については適切な教育が提
供されているのかとの不安が積もりました。
　しかし、程なく実技教科の対面講義が始まって熱心に
課題に取り組む娘の姿が見られるようになるとともに、
娘伝えに大学での講義の様子が聞けるようになると、そ
の不安も消えていきました。
　親として、今回のような前例のない状況下での適切な
教育の提供に向けた大学関係者のご尽力に感謝するとと
もに、娘も様々な方の力添えがあって教育が受けられる
事を認識、感謝し、自己のスキル向上に邁進して欲しい
と願います。 
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Challenge to the future  BORDERLESS
NAGOYA UNIVERSITY OF THE ARTS SUPPORT SOCIETY
名古屋芸術大学後援会

挑戦への道のり
　　　芸術学部　芸術学科　音楽領域　

声楽コース　4 年生　酒井陽菜

　私は幼少期から音楽を身近に感
じて育ちました、三歳でピアノを
習い始め小中学校では合唱の伴奏
者でした。
　高校は音楽科に進学し、ピアノ・
声楽をを学び、もっと声楽を勉強
したいと名古屋芸術大学に入学し
声楽コースに所属しましたが二年
生迄は思うように成長できず、何
度も壁にぶつかり辞めたくなる時もありました。
　三年生になり、とても素晴らしい先生と出会い私は大き
く変われました。
　生徒一人一人に向き合い四十五分間の短い中で充実した
レッスンをしてくださいます。
　私の課題にあった曲を提案して下さり、曲を仕上げるに
伴い自分への大きな自信に繋がっていきました。
　私には歌うことが無理ではと思っていましたが、歌を歌
うことが私の中でとても楽しく幸せだと思えるように
なりました。
　コロナ禍で演奏会を行えない中、今はしっかり自分に力
をつけ次の定期演奏会・卒業演奏会に向け努力するのみで
す。人との出会いは人生を大きく豊かに変えます。

「先生」
人間発達学部　子ども発達学科　4 年生　佐藤彩乃

　私が大学生活で一番影響を受けたのは、実習での子ども
たちとの関わりです。
　初めて実習に行った際、子どもたちが私のことを「先生」
と呼びました。私は初めてそう呼ばれたとき、嬉しいと思
いつつも、責任感のある名前に緊張したのを覚えています。
　それから保育所、幼稚園の実習にも行き、たくさんの子
どもたちと生活を共にしながら、一緒に遊んだりなど、活
動をする楽しさを覚えつつも、思うように保育活動が出来
なかったり、記録が上手く書けず十分に睡眠がとれないな
ど、辛いこともたくさん経験しました。ですが、園にいく
と子どもたちがかわいい笑顔とキラキラしたまなざしで、
私を「先生」と呼ぶ姿があることに、何度も救われていた
と今になって気が付きました。
　自分にとって「先生」と
いう名前は、子どもの育ち
や命を守る責任と、子ども
を知り、向き合おうとする
心、それから、いつでも温
かな安心感を与えられる
ような保育者になりたい
という目標を思い出させ
てくれる、特別な名前だと
思います。

BORDERLESS 1 期生からのファイナルレポート
　　　芸術学部　芸術学科　デザイン領域

メディアデザインコース　４年生　 菊井紫乃

　全国で緊急事態宣言が解除さ
れ､小中高校も会社も再開し､通
学途中で乗り換える名古屋駅や
ビジネス街にも活気が戻り始め
た｡一部実技系対面授業も再開
されたが､授業の基本はオンライ
ン｡大学の正常化にはまだほど遠
い｡就活セミナーは中断｡会社説
明会はWeb｡卒業に必要な単位
は3年次までにほぼ取り終えてい
る｡今年は週2･3回授業に出れば
いい｡あとは卒業制作と就活に専
念する計画だった｡それが最後にちゃぶ台返しの憂き目に遭
おうとは｡ボーダレス改革に共鳴し､名古屋芸大に入学してか
ら早4年｡今年は開学50周年｡緊急事態宣言解除後も大学は
｢自粛｣を継続し､記念行事は全部中止｡大学からは全学生一
律5万円(総額1億数千万円)の奨学金まで頂いた｡4年間私
を支えてくださった教職員の皆様(毎日食べた学食を含む)
に心から感謝の気持ちを伝えます｡｢withコロナ｣｡混沌(カオ
ス)の時代｡アートの力は時代を切り拓く｡卒業したらもっと頑
張る｡退却はしない｡前進あるのみ｡ありがとう名芸！　頑張
ろう､日本！

オンライン授業からの学び　　　　

　　　芸術学部　芸術学科　音楽領域　
ミュージカルコース　３年生　 矢野絵里子

　『好きなミュージカルの
ナンバーを録音又は録画
して提出すること。』
　今春オンライン授業で
出された課題です。以前
からネット配信に注目し
ていた私にとって、これ
は心躍る課題です。誰よ

りも速くハイクオリティな作品を作る意気込みで、ひとり
で 5 役のパートを歌い多重録音、愛用のソフトを使用し
動画編集を済ませ提出したのでした。
　「これは凄いね、君にこういう技術があるなら、どんど
ん発信していくと良いよ。」塚本准教授から評価をいただ
いたことが大きな自信に繋がりました。その後、この動画
を YouTube に公開したら予想以上の反響があり、どんな
状況でも自分にできることを考えて
行動することの大切さを知りました。
　こうしている間も時は流れてい
ます。私は常に新しい活動情報を
Twitter から配信していますので、
これを機に多くの方にご覧頂けたら
嬉しいです。
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毎週月・金曜日に体育
館で活動しています！
普段はバレーやバトミ
ントンなど、色んなス
ポーツをします！冬は
もちろんスキーをします！気軽に遊びに来て
下さい。

❷ GONCE スキー部
テニス部は楽しみなが
らテニスを上達させる
という目標を掲げる部
活です！
夏には水遊び、冬には
スキー合宿などのイベントがあります！テニ
スに興味がある人は是非来てください！

❶ テニス部
みんなでまったりしな
がら着付けを練習して
います。大須で着物め
ぐりをしたり、夏休み
は明治村へ一緒にお出
かけしましょう！

❸ 着付け部

バドミントン部は初心
者、経験者関係なく誰
でも楽しくバドミント
ンができる部活です！
先輩や色々なコースの
人たちと交流が出来
て、制作の話など幅が広がると思います！
気軽に体験しに来てください！

❹ バドミントン部
こんにちは！みなさん
サッカーは好きです
か？いや、そんなこと
はどうでもいい。サッ
カー好きでも嫌いで
も、上手でも下手でもそんなの関係ない。楽
しむ気持ちさえあれば、君の大学生活は輝け
る！サッカー部で待ってるよ！

❺ サッカー部
動画漫画研究部では年
2 回のコミケと芸大祭
で本やアニメーション
を作成します！自分の
漫画やイラストを出し
たい、アニメーションをやってみたい！方は
是非漫研へ！

❻ 動画漫画研究部

自由音楽部です！
みんなでハッピーにな
りましょう！！

❼ 自由音楽部
学校で友達とバンドを
組んでライブをする！
そんな誰もが一度は想
像した青春をこの部活
で実現出来ます！初心
者 経験者 男女 ジャン
ル関係なく楽しくやってます！ 是非遊びに来て
ね！ 一緒に楽しもう！！

❽ 軽音部
活動のメインは、夏の
合宿と芸祭への出店で
す。好きな時間に来て、
好きなものを作ること
ができる楽しいクラブ
です。

❾ 陶芸部

版画部に入ることで、
授業時間外にも版画工
房を使用できるように
なります。また、版画
の 展 覧 会『K109 展』
への参加権が得られます。年間費 ( 共有の溶
剤費 ) は 1,000 円。とってもお得です！

 版画部
毎週の火曜日と木曜日
に体育館を使い活動を
しています！
バスケットボール初心
者も経験者の方も大歓
迎！興味がある方は是
非一度遊びに来て、みんなで楽しくまったり
バスケットボールをしましょう！

 バスケットボール部
芸大祭での公演を中
心に時には楽しく、
時にはマジメに活動
しています。初心者
大歓迎！自分の殻を破りたい人、誰かに発信し
たい人、表現の場が欲しい人、様々な目標を胸に、
個性豊かなメンバーが揃っている劇団「超熟ア
トミックス」さあ君も仲間に入らないか？

 演劇部

主にアコースティック
ギターでの弾き語りラ
イブやセッションを
やっています。オール
ジャンル OK、初心者
大歓迎です。

 フォークギター部
ダンスが好きな人なら
初心者、経験者問わず
大歓迎！新入生歓迎会
や芸祭ではステージ発
表 も あ り ま す！ GW
や夏休みなどの長期休暇は BBQ などのイベ
ントも！楽しいので是非来てください！

 ストリートダンス部
主にアウトドアな活動
をしています！
コテージを借りて山奥
へ遊びに行ったり登っ
たり、夜は綺麗な星を
眺めたり！
ただただ遠出して、楽しみたいサークルです！

 Sweet Candy Boys ＆ Girls

名古屋芸術大学書道アー
ト部はアートの視点から
切り込んだ書の表現を追
求しています。また、「書
道」と「アート」の垣根、
領域を越えた全方位的な
活動をしています。指導：横山豊蘭

 書道アート
ワンゲルは月に 1～2 回活
動しています。主に山を登
ることを活動にしており、
去年度は養老の滝や猿投
山。登山の他には紅葉狩り
にも行きました。参加も自由なので他のサークルと掛
け持ちすることもできます！今年度はキャンプや
バーベキューなど、登山以外での活動も行っていきた
いと考えているので気になる方は是非！

 ワンダーフォーゲル部
私たちサバイバルゲー
ム愛好会は 2 か月に 1
度サバゲーフィールド
へ行き、定例会に参加
し、ルール、マナーを
学び、正しい知識で楽しさを伝えていくサー
クルです。

 サバイバルゲーム愛好会

様々なジャンルのテー
ブルゲームで遊ぶ事で
知識を養ったり、その
経験を活かしてオリジ
ナルのゲームを作った
りします。ぜひ、遊びに来てください。下記
のホームページから活動の記録が見れます。
https://tablegame-nua.jimdofree.com/

 テーブルゲーム部
ＬＥＧＯは、発想力や
創造力はもちろん、問
題解決力や３次元的思
考力が身につきます。
芸術大学で学ぶ専門分
野にも応用が効きます。ＬＥＧＯブロックでい
ろんなものを作りませんか？各種コンテスト
にも挑戦します！

 レゴ部
月に１、２回サイクリ
ングやポタリングなど
をしています。
どなたでも歓迎です！
スポーツ自転車に興味
がある方は是非！楽しいサイクルライフを過
ごしましょ～

 サイクリング部

魚や両生類、水草や観
葉植物などの飼育・育
成・採取を行います。
生き物が大好きな人、
インテリアとしての植
物に興味がある人、それ以外の人も大歓迎‼
一緒に新しい趣味をはじめましょう‼ 

 ＮＵＡアクアリウム部
みんなで夏しかできな
いマリンアクティビ
ティを楽しみません
か！

 日々 mahalo
『私 た ち と 芸 大 祭 を
作ってみましょう！名
芸最大のイベントであ
る芸大祭の企画や運営
が私たちの役割です。
他にも旅行や楽しいイベントもたくさんあり
ます！色んな人と関わり合って、今年最高の
1 年にしましょう！！』

 芸大祭実行委員会

WEST CAMPUS クラブ・同好会紹介《西キャンパス》

ビッグバンドジャズサー
クルのジャンパです！
学外の演奏会や新歓・
芸祭などでの演奏を中
心に活動しています。
ただいま部員大募集中です！ジャズを知らなく
ても、楽器初心者でも大歓迎！楽しく演奏したい
人、ぜひ見学からでもお待ちしてます！

❶ Jampa Swing Orchestra
男女問わず仲良く活動
しています！！初心者
もいてみんなでワイワ
イ活動できるサークル
です！先輩とも仲良く
なれて、西キャンパスと合同で活動したりす
るのでどんどん友達が増えます！楽しくフッ
トサルしましょう！

❷ フットサル部
子供から高齢者まで、
色々な人に音楽を届
けているサークルで
す！依頼された施設
でボランティアや演
奏会をしています。ただの演奏会ではなく、
みんなで一つの音楽を作ろう！という感じで
一緒に歌ったりしてます♪演奏や人と接する
のが好きな人ぜひ来て下さい！

❸ ミュージックボランティア

初心者も経験者も楽し
く活動しているバス
ケットボールサークル
です。合宿でバスケを
するだけでなく、海へ
行き、海鮮を食べるなどみんなで楽しい時間
を共有しています。経験者、未経験者、男女
問わず誰でもぜひ一度来てください。

❹ Ｂ・Ｂ・Z
ルーディメンツクラブ
は、打楽器 ドラムの
基礎であるルーディメ
ンツを日々研究し、自
らの技術向上に努めて
活動をしています。上半期は芸祭のメインス
テージにて打楽器アンサンブルを発表するべ
く練習しており、下半期は合宿などもあり講
師 部員共々仲睦まじく活動しております。

❺ ルーディメンツクラブ
こんにちは！私たちは
現在、部員 13 名で学
年、学部関係なく仲良
く活動をしています！
練習の成果を発表する
場は多くあります。主に参加させて頂いてる
のは、幼稚園や小学校の夏祭り、学校内のイ
ベントです。興味がありましたら、気軽に見
学に来てください。

❻ 和太鼓部「笑和」

ダンスサークルは芸大
祭など学校行事での発
表や外部でのイベント
出演などを目標にして
先輩、後輩全員で楽し
くダンスを踊っています。初心者、経験者関
係なくダンスがやりたいと思っている方はぜ
ひダンスサークルにきてください。

❼ ダンスサークル
私たちは子ども向けの
体操を始め、G ボール
やラートといった道具
を使った演技を学内外
の様々な機会に発表し
ています。また、体操教室を開いたり子ども
たちと関わる機会もあります。人間発達学部
の学生が多いですが、どの学部の方でも大歓
迎です！ぜひ一度見学に来てみてください！

❽ リズム体操部
私達中音部は、全学年
仲が良く、全員学校で
のライブなどに向け楽
しく練習しています。
他にも初心者上級者問
わず仲を深めるため様々なイベントがありま
す！興味のある方やバンドを組んで見たい方
は一度でもいいので顔を出してください！

❾ 中音部

私たちは学外で「冒険
KID'S」という団体に
スタッフとして参加し
ています。子どもたち
と郡上の大自然の中で
様々な遊びをします。子どもたちと一緒に楽
しむのはもちろん子どもたちとの関わり方も
学べ、先生を目指している人は役立つ体験が
たくさんできます。楽しいサークルです！

 冒険ＫＩＤ’Ｓ
ニコニコワークショッ
プの壁面を作ったり、
施設や地域の小学校、
地域の夏祭りにボラン
ティアに参加をしてい
ます。子ども達と一緒に楽しみながら活動し
ています。優しい先輩たちも待ってます！

 自由工房
一度来たら思わずハ
マってしまうバレー
ボールサークルです。
学年や男女問わず仲良
く楽しく活動していま
す。外部の方とも交流があるため、幅広く関
わりがもてます。未経験者・経験者・男女問
わず大歓迎です！！

 EXIA'S

録音部は録音をする部
活です。アーティスト
を呼んでのレコーディ
ングやフィールドレ
コーディング、アフレ
コ、音響を兼任のライブレコーディングまで
幅広く活動します。内容に反してゆるい部活
なので興味のある方は是非！

 録音部
tiny*palette はハンド
メイド作品を作ってい
るサークルです。プラ
板、レジン、ハーバリ
ウムなどを使って作品
制作をしています。初心者、経験者問、男子、
女子問わず部員を大募集です。毎週楽しく活
動しています。ぜひ体験に来てください！

 tiny*palette
音楽を専攻している学
生はもちろん、美術や、
人間発達などの幅広い
学部から集まって吹奏
楽を楽しんでいます！
中高から続けてきた方、未経験者も大歓迎で
す！楽器、音楽一緒に楽しみませんか？是非
一緒に吹奏楽を楽しみましょう！

 名古屋芸術大学吹奏楽クラブ

ゴスペルサークルで
は、ゴスペルならでは
の歌い方や英語の発
音、時代背景等を学び、
芸大祭のステージに出
演する等の活動を行っています。東キャンパ
スの学生も西キャンパスの学生も一緒に活動
しています。歌う事が好きな方など大歓迎で
す！

 ゴスペル部
社会で活躍している
方々と交流し、共にボ
ランティアをしていま
す。昨年度は上海で小
児がんの子供達のため
に活動しました。ボランティアに興味がある
人、就職を有利に進めたい人、さまざな場所
で、自由にチャレンジしたい人はぜひ入部し
てくさい！ ! InstagramID : nua.rac

 名古屋芸術大学ローターアクトクラブ
リコーダークラブはリ
コーダーアンサンブル
をしている部活です。
芸 大 祭 で の 演 奏、リ
コーダーフェスティバ
ル、リコーダーコンテストへの出場を目指し
て練習しています。どなたでも大歓迎です気
軽に見学にお越し下さい！

 リコーダークラブ

高校や中学などで演劇
をやっていて、大学で
も 続 け た い、演 劇 を
やってみたい、演技を
学びたい、そんな想い
を持った人たちで作品を作っていきたいと
思っています。表方、裏方、どちらでも構い
ません！

 演劇サークル
NUA 音楽事務所に所
属しているタレントを
プロデュースするサー
クルです。

○所属タレント・iVY ・iCANDY

 NUA 音楽事務所
笑いあり・涙あり・感動あ
り。大学を学生が好きに
していい3日間！みんな
の力で思い切り楽しい
イベントを創りましょう！
他にも親睦会や合宿。楽しいイベントを企画し
ていますので、学部を超えた仲間づくりをした
い方も、ぜひ私たちと一緒に大学生活を思いっ
きり楽しみましょう！入会希望の方は、とりあえず
教務学生課の奥村まで！！

 芸大祭実行委員会

EAST CAMPUS クラブ・同好会紹介《東キャンパス》
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毎週月・金曜日に体育
館で活動しています！
普段はバレーやバトミ
ントンなど、色んなス
ポーツをします！冬は
もちろんスキーをします！気軽に遊びに来て
下さい。

❷ GONCE スキー部
テニス部は楽しみなが
らテニスを上達させる
という目標を掲げる部
活です！
夏には水遊び、冬には
スキー合宿などのイベントがあります！テニ
スに興味がある人は是非来てください！

❶ テニス部
みんなでまったりしな
がら着付けを練習して
います。大須で着物め
ぐりをしたり、夏休み
は明治村へ一緒にお出
かけしましょう！

❸ 着付け部

バドミントン部は初心
者、経験者関係なく誰
でも楽しくバドミント
ンができる部活です！
先輩や色々なコースの
人たちと交流が出来
て、制作の話など幅が広がると思います！
気軽に体験しに来てください！

❹ バドミントン部
こんにちは！みなさん
サッカーは好きです
か？いや、そんなこと
はどうでもいい。サッ
カー好きでも嫌いで
も、上手でも下手でもそんなの関係ない。楽
しむ気持ちさえあれば、君の大学生活は輝け
る！サッカー部で待ってるよ！

❺ サッカー部
動画漫画研究部では年
2 回のコミケと芸大祭
で本やアニメーション
を作成します！自分の
漫画やイラストを出し
たい、アニメーションをやってみたい！方は
是非漫研へ！

❻ 動画漫画研究部

自由音楽部です！
みんなでハッピーにな
りましょう！！

❼ 自由音楽部
学校で友達とバンドを
組んでライブをする！
そんな誰もが一度は想
像した青春をこの部活
で実現出来ます！初心
者 経験者 男女 ジャン
ル関係なく楽しくやってます！ 是非遊びに来て
ね！ 一緒に楽しもう！！

❽ 軽音部
活動のメインは、夏の
合宿と芸祭への出店で
す。好きな時間に来て、
好きなものを作ること
ができる楽しいクラブ
です。

❾ 陶芸部

版画部に入ることで、
授業時間外にも版画工
房を使用できるように
なります。また、版画
の 展 覧 会『K109 展』
への参加権が得られます。年間費 ( 共有の溶
剤費 ) は 1,000 円。とってもお得です！

 版画部
毎週の火曜日と木曜日
に体育館を使い活動を
しています！
バスケットボール初心
者も経験者の方も大歓
迎！興味がある方は是
非一度遊びに来て、みんなで楽しくまったり
バスケットボールをしましょう！

 バスケットボール部
芸大祭での公演を中
心に時には楽しく、
時にはマジメに活動
しています。初心者
大歓迎！自分の殻を破りたい人、誰かに発信し
たい人、表現の場が欲しい人、様々な目標を胸に、
個性豊かなメンバーが揃っている劇団「超熟ア
トミックス」さあ君も仲間に入らないか？

 演劇部

主にアコースティック
ギターでの弾き語りラ
イブやセッションを
やっています。オール
ジャンル OK、初心者
大歓迎です。

 フォークギター部
ダンスが好きな人なら
初心者、経験者問わず
大歓迎！新入生歓迎会
や芸祭ではステージ発
表 も あ り ま す！ GW
や夏休みなどの長期休暇は BBQ などのイベ
ントも！楽しいので是非来てください！

 ストリートダンス部
主にアウトドアな活動
をしています！
コテージを借りて山奥
へ遊びに行ったり登っ
たり、夜は綺麗な星を
眺めたり！
ただただ遠出して、楽しみたいサークルです！

 Sweet Candy Boys ＆ Girls

名古屋芸術大学書道アー
ト部はアートの視点から
切り込んだ書の表現を追
求しています。また、「書
道」と「アート」の垣根、
領域を越えた全方位的な
活動をしています。指導：横山豊蘭

 書道アート
ワンゲルは月に 1～2 回活
動しています。主に山を登
ることを活動にしており、
去年度は養老の滝や猿投
山。登山の他には紅葉狩り
にも行きました。参加も自由なので他のサークルと掛
け持ちすることもできます！今年度はキャンプや
バーベキューなど、登山以外での活動も行っていきた
いと考えているので気になる方は是非！

 ワンダーフォーゲル部
私たちサバイバルゲー
ム愛好会は 2 か月に 1
度サバゲーフィールド
へ行き、定例会に参加
し、ルール、マナーを
学び、正しい知識で楽しさを伝えていくサー
クルです。

 サバイバルゲーム愛好会

様々なジャンルのテー
ブルゲームで遊ぶ事で
知識を養ったり、その
経験を活かしてオリジ
ナルのゲームを作った
りします。ぜひ、遊びに来てください。下記
のホームページから活動の記録が見れます。
https://tablegame-nua.jimdofree.com/

 テーブルゲーム部
ＬＥＧＯは、発想力や
創造力はもちろん、問
題解決力や３次元的思
考力が身につきます。
芸術大学で学ぶ専門分
野にも応用が効きます。ＬＥＧＯブロックでい
ろんなものを作りませんか？各種コンテスト
にも挑戦します！

 レゴ部
月に１、２回サイクリ
ングやポタリングなど
をしています。
どなたでも歓迎です！
スポーツ自転車に興味
がある方は是非！楽しいサイクルライフを過
ごしましょ～

 サイクリング部

魚や両生類、水草や観
葉植物などの飼育・育
成・採取を行います。
生き物が大好きな人、
インテリアとしての植
物に興味がある人、それ以外の人も大歓迎‼
一緒に新しい趣味をはじめましょう‼ 

 ＮＵＡアクアリウム部
みんなで夏しかできな
いマリンアクティビ
ティを楽しみません
か！

 日々 mahalo
『私 た ち と 芸 大 祭 を
作ってみましょう！名
芸最大のイベントであ
る芸大祭の企画や運営
が私たちの役割です。
他にも旅行や楽しいイベントもたくさんあり
ます！色んな人と関わり合って、今年最高の
1 年にしましょう！！』

 芸大祭実行委員会

WEST CAMPUS クラブ・同好会紹介《西キャンパス》

ビッグバンドジャズサー
クルのジャンパです！
学外の演奏会や新歓・
芸祭などでの演奏を中
心に活動しています。
ただいま部員大募集中です！ジャズを知らなく
ても、楽器初心者でも大歓迎！楽しく演奏したい
人、ぜひ見学からでもお待ちしてます！

❶ Jampa Swing Orchestra
男女問わず仲良く活動
しています！！初心者
もいてみんなでワイワ
イ活動できるサークル
です！先輩とも仲良く
なれて、西キャンパスと合同で活動したりす
るのでどんどん友達が増えます！楽しくフッ
トサルしましょう！

❷ フットサル部
子供から高齢者まで、
色々な人に音楽を届
けているサークルで
す！依頼された施設
でボランティアや演
奏会をしています。ただの演奏会ではなく、
みんなで一つの音楽を作ろう！という感じで
一緒に歌ったりしてます♪演奏や人と接する
のが好きな人ぜひ来て下さい！

❸ ミュージックボランティア

初心者も経験者も楽し
く活動しているバス
ケットボールサークル
です。合宿でバスケを
するだけでなく、海へ
行き、海鮮を食べるなどみんなで楽しい時間
を共有しています。経験者、未経験者、男女
問わず誰でもぜひ一度来てください。

❹ Ｂ・Ｂ・Z
ルーディメンツクラブ
は、打楽器 ドラムの
基礎であるルーディメ
ンツを日々研究し、自
らの技術向上に努めて
活動をしています。上半期は芸祭のメインス
テージにて打楽器アンサンブルを発表するべ
く練習しており、下半期は合宿などもあり講
師 部員共々仲睦まじく活動しております。

❺ ルーディメンツクラブ
こんにちは！私たちは
現在、部員 13 名で学
年、学部関係なく仲良
く活動をしています！
練習の成果を発表する
場は多くあります。主に参加させて頂いてる
のは、幼稚園や小学校の夏祭り、学校内のイ
ベントです。興味がありましたら、気軽に見
学に来てください。

❻ 和太鼓部「笑和」

ダンスサークルは芸大
祭など学校行事での発
表や外部でのイベント
出演などを目標にして
先輩、後輩全員で楽し
くダンスを踊っています。初心者、経験者関
係なくダンスがやりたいと思っている方はぜ
ひダンスサークルにきてください。

❼ ダンスサークル
私たちは子ども向けの
体操を始め、G ボール
やラートといった道具
を使った演技を学内外
の様々な機会に発表し
ています。また、体操教室を開いたり子ども
たちと関わる機会もあります。人間発達学部
の学生が多いですが、どの学部の方でも大歓
迎です！ぜひ一度見学に来てみてください！

❽ リズム体操部
私達中音部は、全学年
仲が良く、全員学校で
のライブなどに向け楽
しく練習しています。
他にも初心者上級者問
わず仲を深めるため様々なイベントがありま
す！興味のある方やバンドを組んで見たい方
は一度でもいいので顔を出してください！

❾ 中音部

私たちは学外で「冒険
KID'S」という団体に
スタッフとして参加し
ています。子どもたち
と郡上の大自然の中で
様々な遊びをします。子どもたちと一緒に楽
しむのはもちろん子どもたちとの関わり方も
学べ、先生を目指している人は役立つ体験が
たくさんできます。楽しいサークルです！

 冒険ＫＩＤ’Ｓ
ニコニコワークショッ
プの壁面を作ったり、
施設や地域の小学校、
地域の夏祭りにボラン
ティアに参加をしてい
ます。子ども達と一緒に楽しみながら活動し
ています。優しい先輩たちも待ってます！

 自由工房
一度来たら思わずハ
マってしまうバレー
ボールサークルです。
学年や男女問わず仲良
く楽しく活動していま
す。外部の方とも交流があるため、幅広く関
わりがもてます。未経験者・経験者・男女問
わず大歓迎です！！

 EXIA'S

録音部は録音をする部
活です。アーティスト
を呼んでのレコーディ
ングやフィールドレ
コーディング、アフレ
コ、音響を兼任のライブレコーディングまで
幅広く活動します。内容に反してゆるい部活
なので興味のある方は是非！

 録音部
tiny*palette はハンド
メイド作品を作ってい
るサークルです。プラ
板、レジン、ハーバリ
ウムなどを使って作品
制作をしています。初心者、経験者問、男子、
女子問わず部員を大募集です。毎週楽しく活
動しています。ぜひ体験に来てください！

 tiny*palette
音楽を専攻している学
生はもちろん、美術や、
人間発達などの幅広い
学部から集まって吹奏
楽を楽しんでいます！
中高から続けてきた方、未経験者も大歓迎で
す！楽器、音楽一緒に楽しみませんか？是非
一緒に吹奏楽を楽しみましょう！

 名古屋芸術大学吹奏楽クラブ

ゴスペルサークルで
は、ゴスペルならでは
の歌い方や英語の発
音、時代背景等を学び、
芸大祭のステージに出
演する等の活動を行っています。東キャンパ
スの学生も西キャンパスの学生も一緒に活動
しています。歌う事が好きな方など大歓迎で
す！

 ゴスペル部
社会で活躍している
方々と交流し、共にボ
ランティアをしていま
す。昨年度は上海で小
児がんの子供達のため
に活動しました。ボランティアに興味がある
人、就職を有利に進めたい人、さまざな場所
で、自由にチャレンジしたい人はぜひ入部し
てくさい！ ! InstagramID : nua.rac

 名古屋芸術大学ローターアクトクラブ
リコーダークラブはリ
コーダーアンサンブル
をしている部活です。
芸 大 祭 で の 演 奏、リ
コーダーフェスティバ
ル、リコーダーコンテストへの出場を目指し
て練習しています。どなたでも大歓迎です気
軽に見学にお越し下さい！

 リコーダークラブ

高校や中学などで演劇
をやっていて、大学で
も 続 け た い、演 劇 を
やってみたい、演技を
学びたい、そんな想い
を持った人たちで作品を作っていきたいと
思っています。表方、裏方、どちらでも構い
ません！

 演劇サークル
NUA 音楽事務所に所
属しているタレントを
プロデュースするサー
クルです。

○所属タレント・iVY ・iCANDY

 NUA 音楽事務所
笑いあり・涙あり・感動あ
り。大学を学生が好きに
していい3日間！みんな
の力で思い切り楽しい
イベントを創りましょう！
他にも親睦会や合宿。楽しいイベントを企画し
ていますので、学部を超えた仲間づくりをした
い方も、ぜひ私たちと一緒に大学生活を思いっ
きり楽しみましょう！入会希望の方は、とりあえず
教務学生課の奥村まで！！

 芸大祭実行委員会

EAST CAMPUS クラブ・同好会紹介《東キャンパス》
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人間発達学部　子ども発達学科
2020年度『 認定絵本士養成講座 』が ス タ ー ト ! 
保育士、幼稚園、小学校の免許 ・ 資格に

「+α」の強みを！

人間発達学部子ども発達学科では、2020年度から、愛知県初の認定
校として『認定絵本士養成講座』がスタート。「認定絵本士」とは、絵本
に関する幅広い知識や技能を生かし、活躍する専門資格。子どもたち
に絵本の魅力や可能性を伝え、読書活動を推進する役割を担います。
芸術大学ならではの創造性あふれる環境を生かして、子どもたちの気
持ちを汲み取れる「感性」を兼ね備えた認定絵本士を養成します。 

芸術学部　音楽領域
2020年4月「ワールドミュージック・カルチャーコース」開設

芸術学部芸術学科 音楽領域では、2020年4月から東海地区で初と
なる、民族音楽とその文化を専門的に学ぶ「ワールドミュージック・カ
ルチャーコース」がスタート。民族音楽の演奏技術を習得しながら、そ
の音楽と文化的背景への理解を深めていきます。さらに録音・音響と
いった音楽制作スキルの習得や、ロックや邦楽など多彩なジャンルと
のコラボレーションなど、これからの時代の音楽のあり方を探求しま
す。

 
芸術学部　デザイン領域
2021年4月「先端メディア表現コース」が誕生 

「映像」「メディア」「デザイン」の3つのテクノロジーを駆使し、最先端のデザイ
ンの可能性を探求する「先端メディア表現コース」がスタート。創造的思考力
を発揮させる高度な「ものづくり」のクリエイターを養成します。これにあわせ
て3Dプリンタやカッティングマシンといった、多様で高度な工作機械を備えた

「ファブラボ」も開設予定。アナログとデジタル表現とを分け隔てなく学ぶこ
とで、将来変化していく社会環境を柔軟に生き抜くスキルを磨きます。 

超域創造プログラム「ALPS」(アルプス)が始動 

「ALPS」(Applied-design Leading Programs)とは、第一線で活躍す
るディレクター陣のもと、専門分野、学部、大学院、学年を越えて参加で
きるプロジェクト型の実践的プログラムです。現代社会の様々な課題に
対し、他の学問分野や企業・自治体等とも超域的に連携しながら、デザイ
ンの知と技術で立ち向かい、より良い未来の創造を目指します。またプ
ロジェクトを通じて、次の時代に必要とされる高度なデザイン人材を養
成します。 

………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………
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芸術学部　美術領域
2021年4月、美術領域が生まれ変わる ! 
自分だけの表現方法を探求する
 「美術総合コース」誕生 

美術総合コースは、自分の興味や目指す道に応じて、複数ある専門
コースの中から学びたい分野を自由に選択できるコースです。多彩
な表現方法や考え方を身につけながら、将来の進路や自分のやり
たいことを探求し、自分の可能性を見出します。

専門コースがより充実へ　3つのコースがスタート！

　　　　「現代アートコース」　　　　　　  「コミュニケーションアートコース」　　　　　　　　「工芸コース」

体験型の共通カリキュラム
「アート・ファンデーション」導入 

ファンデーションでは、自分が専門に学ぶ分野だけでなく、絵画、
彫刻、工芸、版画といったアートの様々な分野を幅広く体験しま
す。1年次から多様な素材や技法に触れて、基礎的な造形力と知
識を養うことで、アートへの視野と表現の可能性を拡げます。 

芸術学部　芸術教養領域
芸術教養領域助手　中森信福さんが、
映画「大阪少女」で音楽を担当

本学サウンドメディア・コンポジションコース卒業生であり、芸術教養領域助手 中
森信福さんが、石原貴洋監督、2020年3月劇場公開の映画「大阪少女 -OSAKA 
GIRL-」で音楽を担当しました。この作品のDVDが発売され、レンタル、Amazon 
Prime Videoなどでも配信されています。
中森さんは、これまでにも数本の劇場映画、自主制作映画の音楽を手がけてお
り、石原貴洋監督作品では、「しょうがの天ぷら」（映画「ゴースト・フラワーズ」監
督/石原貴洋・小林でび第5話）（２０１６）、「RED LIST」（2017）、「RED CAPSULE」

（2018）、「RED BLADE」（2018）に引き続き、５作目となります。
中森さんは、KAMIKABEATZ名義でヒップホップのバッキングトラックやインス
トゥルメンタルの楽曲を制作するトラックメイカーでもあり、「能」の要素を取り入
れた日本的な音楽と西洋音楽を取り混ぜた独自の音楽を作っており、今後の活躍
が期待されます。

………………………………………………………………………………………………
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　名古屋芸術大学学長竹本義明先生はじめ全教職員の皆
様が「危機対策本部」の下に結集し、新型コロナウイルス感
染症対策に全力を挙げて取り組まれていることに感謝申し
上げます。
　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、緊急事態
宣言の発出並びに期間延長の決定により、名古屋芸術大
学ではキャンパス内への立ち入り規制が敷かれ、授業や就
活、学生生活全般に深刻な影響が広がっています。
　もはや一刻の猶予もなりません。いま直ちになすべきこ
とは、経済的困難に陥った学生（留学生を含む）の生活支援
であり、オンライン授業に必要な設備機器の自弁整備がで
きない学生たちへの、あらゆる手立てを尽くした緊急支援
の実行です。
　よって、私たち名古屋芸術大学後援会は大学に対し、以
下に掲げる４項目の申し入れを行います。お取り計らいの
程、何卒よろしくお願い申し上げます。

【申し入れ項目】
１．オンライン授業受講に関する支援について
　5月13日より開始予定のオンライン授業受講に必要な
機器（ＰＣ、Wi-Fi機器等）や通信環境等を自弁で整備でき
ない学生のために、設備機器の無償貸与または購入資金

の補助をお願いいたします。
２．施設・設備関係費一部返金の支援について
　実技系授業に重点が置かれる芸大で、学内施設や設備
が利用できず、対面指導も受けられない現状は学生にとっ
て大きな損失です。オンライン授業にも限界があります。
学内立ち入り規制期間中の施設・設備関係費の一部返金
についてご配慮いただきますようお願いいたします。
３．学納金納入期限延長等の支援について
　2020年度授業料等学納金の納入期限の延長や、延納・
分納など、学生一人びとりの
個別事情に配慮した柔軟な
支援をお願いいたします。
４．就職活動への支援に

ついて
　キャリアサポートセンター
の緊急支援措置にも拘わら
ず、全国緊急事態宣言下で
の就職活動は困難を窮めて
います。さらなる力強い追加
支援をお願いいたします。

（2020年5月5日）

「新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急学生支援を求める申し入れ書」

名古屋芸術大学後援会　会長　菊井 政右衛門名古屋芸術大学　学長　竹本 義明　様
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　後援会の就活支援委員長を務める増山と申します。
　今回、就職事情について寄稿する機会を頂き、ペンをと
りました。
　私は15年以上、企業の人事に対して新卒採用を支援す
る仕事をしてきましたので、その経験を踏まえ、お伝えした
いと思います。
　さて、コロナ禍の影響で学生にとって就職が厳しくなっ
てきていると耳にします。
　実際、調べてみますと2021年卒（現大学4年生・大学院
2年生）の6月末時点の内々定取得率は65.1％（マイナビ
調べ）となっており、これはこの春既に卒業した2020年卒
学生の同時期での内々定取得率が74.4％、2019年卒の
学生が76.3％であったことを比較しますと、約10ポイント
ほど減少し、学生にとって就職活動が難しくなってきている
様子が反映されております。
　また、2022年卒（現3年生、大学院1年生）にとっては、さ
らに厳しくなることも予想されています。
　それでは、今、就活生を持つ親として、できることに何が
あるのか考えてみました。
　まずはご子息に大学のキャリアセンターへ足を運ぶこと
をお薦めください。
　一緒にキャリアセンターを訪問してみるのもよいかもし
れません。
　そこで、現時点で採用活動を継続している企業をご紹介

いただくことをお勧めいたしま
す。
　次にインターネットでの検
索をお勧めいたします。
　大手求人サイトの「マイナ
ビ」｢リクナビ」などから、現時
点で採用活動を行っている企
業の情報が検索可能です。
　また「INDEED」という求人情報を検索できるサイトもご
ざいます。
　学んできたことを活かせる職に就くことができればご子
息も親としても本望ではありますが、一方で学んでいるこ
とに固執しすぎてしまうあまり、就職には不利に働くことも
ありますので、どこまで学んできたことに拘るのか、ご子息
とご相談をお勧めいたします。
　一般的にデザインや、音楽といったクリエイティブ系の
仕事は狭き門だと思われます。   
　また、ご子息が3年生だから就職活動は早いという意識
も危険です。既にスタートしているという心構えでご子息
の就活に興味を持っていただければと思います。実際、この
夏休みには既に2022年卒学生を対象に各社でインターン
シップが開催され、実質青田刈りが行われています。
　就活の良き相談相手として、ご子息が安心して悩みを打
ち明けれるよう努めて頂ければ幸いです。

就活生の親として今できること
後援会就活支援特別委員会

委員長    増山 勝之

「申入書」を手渡す菊井会長（右）
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第１条　本会は名古屋芸術大学後援会（以下「本会」という）と称し、事務局は名古屋芸術大学内におく。
第２条　本会は名古屋芸術大学の教育方針に基づき、大学諸活動の後援を目的とする。
第３条　本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
　　(1) 学生の課外活動への援助と学生の福利厚生に関する援助。
　　(2) 大学の正常な運営への寄与と、保護者の希望を大学に反映させる活動。
　　(3) その他本会の目的達成に必要と認める事業。
第４条　本会は名古屋芸術大学学生（大学院生を含む）の保護者または、これに代わる者及び理事会が認めた本学卒業生の保護者、並びに本会の趣旨に賛同する企業
　　　または事業主等（以下、「賛助会員」という。）をもって組織する。
第５条　本会に役員及び理事をおく。
　１　役員は、次の各号に掲げる者とする。
　　(1) 会長1名
　　(2) 副会長4名
　　(3) 監事1名
　　(4) 会計監査2名
　　(5) 書記1名
　　(6) 会計1名
　２　本会に理事若干名を置く。
第６条　本会の役員及び理事の選出は次の方法による。
　　(1) 役員は総会において会員の中から選出する。
　　(2) 書記、会計は役員の中から会長が委嘱する。
　　(3) 役員の任期は1カ年とする。但し再任は妨げない。
　２　理事の選出は、理事会において会員の中から選出する。
　　(1) 理事の任期は1カ年とする。但し再任は妨げない。
第７条　本会役員の任務は次のとおりとする。
　　(1) 会長は会務を統括し、副会長は会長を補佐し、会長が事故ある時はその代理をする。
　　(2) 監事は会務を監査する。
　　(3) 書記、会計は会長に委嘱された会務を行う。
第８条　本会の会議は総会、理事会とし、議長はその都度選出する。
第９条　定期総会は原則として年1回、会長が召集する。必要と認めた場合は臨時総会を開くことができる。
第10条　総会は次の事項を審議・決定する。
　　(1) 事業の実施、収支決算及び予算に関すること。
　　(2) 会則の改定、会の解散に関する事。
　　(3) 役員の選出、その他役員が必要と認めた事項。
第11条　総会は出席会員で成立し、議事は出席会員及び出席者に委任した過半数をもって議決する。
第12条　理事会は出席役員・理事で成立し、会長が召集、議事は出席役員・理事の過半数で議決する。理事会は総会への提案と決定事項の実施、運営にあたる。
第13条　本会にその目的を達成するために次の委員会をおく。また、必要に応じて理事会の承認を得て新たに委員会を設置することができる。
　　(1) 総務委員会
　　(2) 事業委員会
　　(3) 広報委員会
第14条　委員会に委員長1名、副委員長2名以内および委員若干名をおく。
　委員長は副会長が兼務し、副委員長及び委員は理事のうちから理事会の同意を得て会長が指名する。
第15条　本会に顧問をおくことができる。顧問は理事会の承認により、会長が委嘱し、会長の要請により各会議に参加し意見を述べる。
第16条　本会の経費は、会費及び寄付金をもってこれにあてる。会費は入学時16,000円、2年次以降大学院生までは年額10,000円とする。賛助会員の会費は別途定める。
第17条　本会の会計年度は、4月1日より翌年3月31日までとする。
第18条　本会則の運営に必要な事項は、理事会の議を経て会長が定める。
附則
　　1　本会則は昭和62年6月22日から実施する。
　　2　本会則は昭和63年6月12日一部改正し実施する。
　　3　本改正会則は平成10年5月31日から実施する。
　　4　本改正会則は平成25年5月19日から実施する。
　　5　本改正会則は平成26年5月18日から実施する
　　6　本改正会則は令和2年7月5日から実施する。

名古屋芸術大学後援会会則

名古屋芸術大学後援会　弔慰に関する内規

1.　学生が死亡したときは、担当者からの申請に基づきその家族に対し、弔慰金10,000
円を給付する。

2.　保護者（父・母）が死亡したときも、担当者からの申請に基づきその家族に対し、弔慰金
10,000円を給付する。

3.　役員および理事の2親等血族および1親等の姻族が死亡した場合は、弔慰金として
10,000円を給付する。

4.　弔慰金の給付については、事由の発生から１年以内に後援会事務局に申請されたも
のに限る。

5.　この内規により処理できない場合は、会長の判断により執行し理事会に事後報告す
る。
附則1.　この内規は慣例的に実施していたものを平成15年4月1日付けで明文化する。
附則2.　この改正内規は、平成18年6月1日より施行する。
附則3.　この改正内規は、令和2年7月5日より施行する。

名古屋芸術大学後援会
顧問の委嘱に関する内規

1.　名古屋芸術大学後援会の顧問は、原則として、理事会の承
認に基づき会長、副会長経験者の中から会長が委嘱する。

2.　顧問の任期は、会長経験者は15年、副会長経験者は10年と
する。

3.　この内規に基づき処理できない場合は、会長の判断により執
行し理事会の承認を得るものとする。

附則：この内規は平成17年４月１日から適用する。
附則：本改正内規は令和2年7月5日から適用する。

大学運営の
組織図
2020年度
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　この「せせらぎ合唱団」は、名古屋芸術大学後
援会の有志により「みんなで歌を歌って楽しもう」
と２１年前から活動している合唱サークルです。
美術部の絵画サークル「壁の華」より数年後に始
まりました。今では、両方の会員になって活動し
ている方もいます。
　「せせらぎ」とは、小川の流れや音です。合唱
は一人の声は小さく弱いのですが、仲間の声を聞
き、合わせると素晴らしいハーモニーが出来ます。
心が楽しく、気持ちが浮き立ってきます。皆様も
聞き覚えのある「見上げてごらん夜の星を」（歌・
坂本九）を江端先生の編曲で１５名位の団員で
歌っています。発声練習をして「夏の思い出」や「夏
は来ぬ」を二部合唱で歌ったりしています。月１
回の練習で音程がとれない時もありますが、仲間
の声に助けられて皆で頑張っています。
　昨年は名芸祭にも参加しました。声を出すこと
で、健康と楽しさを実感できるこのサークルへ、
是非とも加わってください。お待ちしています。
　今年は、新型コロナウィルスの感染の影響で練
習が再開できませんが、みなさんと一緒に楽しく
練習できることを願っています。　

【練習日】　
毎月第 3 土曜日の午後 1 時から 2 時 30 分
までの 1 時間 30 分

【場　所】
東キャンパス４号館の３階のオペラ教室か部屋
の都合で３号館の多目的教室になることがあり
ます

【指導者】
本校の卒業生である山田正丈先生と江端智哉先
生により、発声の仕方から各パートの音取りを
懇切丁寧に教えて戴いています。

　この「壁の華」は、名古屋芸術大学後援会の有
志によって活動を続けている絵画グループであり
ます。毎月一回大学の施設をお借りして大学の先
生により丁寧な指導をして頂いております。油彩、
水彩、日本画を中心に、昨年からは水墨画につい
ても教えて頂けます。そして、制作された作品を
名古屋市民ギャラリーに展示して、皆様に鑑賞し
て頂いております。今年で第２７回目の展覧会を、
開催ししております。
　この他にスケッチ会、鑑賞会等も　あります。
最近、若い会員の方に入会していただき、益々賑
やかなグループとなりました。
是非、後援会の皆様も「壁の華」の会に入会して
頂き、絵画の制作をお楽しみ下さい。

【活動状況】
１、月例会　（月額会費：1.000 円）

日時：毎月第３日曜日午後 2 時～ 4 時
場所：名芸大西キャンパス　講義室

２、グループ展　（２７回継続中）
日時：毎年５月上旬（一週間展示）
場所：名古屋市民ギャラリー ７F　

３、スケッチ会　１1 月を予定
４、日展、二科展、国画展の鑑賞会

問い合わせ先
会　長　長江　政則
　　〒480-1214　瀬戸市上品野町 927 番地　　　
　　電話 0561-41-1655　携帯 080-3621-7706
副会長　千石　智子
　　〒488-0863 尾張旭市城前町上大道 4084-6
　　電話 0561-53-4222　携帯 090-8469-4324

問い合わせ先
会　長　　　宇佐見　誠也
　　〒489-0874　瀬戸市幡野町 508
　　電話 0561-21-4567　携帯 090-7305-8205
運営委員長　森部　みや子
　　〒492-8075　稲沢市下津町西下町 58
　　電話 0587-32-2814　携帯 090-1825-1671　

絵画グループ 壁の華 会員募集「せせらぎ合唱団」団員募集

●発行日　令和 2 年 (2020 年 )9 月 30 日
●発行人　菊井 政右衛門 
●編　集　名古屋芸術大学後援会広報委員会
　（酒井伊紀・江上友加里・石黒和広・小林幹尚・橋本博文）
●発行所　名古屋芸術大学後援会
　〒481-8503 
　愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地
　名古屋芸術大学（東キャンパス）12 号館 6 階  
　tel：0568-26-3355　fax：0568-26-2101
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
●印刷所　有限会社 住吉孔版社　

〔無断転載禁止〕
　本誌掲載の記事（表紙、本文、図表、写真、イラスト等）を本会及
　び著作権者の承諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベース
　への入力、インターネットでの掲載等）することを禁じます。
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　この「せせらぎ合唱団」は、名古屋芸術大学後
援会の有志により「みんなで歌を歌って楽しもう」
と２１年前から活動している合唱サークルです。
美術部の絵画サークル「壁の華」より数年後に始
まりました。今では、両方の会員になって活動し
ている方もいます。
　「せせらぎ」とは、小川の流れや音です。合唱
は一人の声は小さく弱いのですが、仲間の声を聞
き、合わせると素晴らしいハーモニーが出来ます。
心が楽しく、気持ちが浮き立ってきます。皆様も
聞き覚えのある「見上げてごらん夜の星を」（歌・
坂本九）を江端先生の編曲で１５名位の団員で
歌っています。発声練習をして「夏の思い出」や「夏
は来ぬ」を二部合唱で歌ったりしています。月１
回の練習で音程がとれない時もありますが、仲間
の声に助けられて皆で頑張っています。
　昨年は名芸祭にも参加しました。声を出すこと
で、健康と楽しさを実感できるこのサークルへ、
是非とも加わってください。お待ちしています。
　今年は、新型コロナウィルスの感染の影響で練
習が再開できませんが、みなさんと一緒に楽しく
練習できることを願っています。　

【練習日】　
毎月第 3 土曜日の午後 1 時から 2 時 30 分
までの 1 時間 30 分

【場　所】
東キャンパス４号館の３階のオペラ教室か部屋
の都合で３号館の多目的教室になることがあり
ます

【指導者】
本校の卒業生である山田正丈先生と江端智哉先
生により、発声の仕方から各パートの音取りを
懇切丁寧に教えて戴いています。

　この「壁の華」は、名古屋芸術大学後援会の有
志によって活動を続けている絵画グループであり
ます。毎月一回大学の施設をお借りして大学の先
生により丁寧な指導をして頂いております。油彩、
水彩、日本画を中心に、昨年からは水墨画につい
ても教えて頂けます。そして、制作された作品を
名古屋市民ギャラリーに展示して、皆様に鑑賞し
て頂いております。今年で第２７回目の展覧会を、
開催ししております。
　この他にスケッチ会、鑑賞会等も　あります。
最近、若い会員の方に入会していただき、益々賑
やかなグループとなりました。
是非、後援会の皆様も「壁の華」の会に入会して
頂き、絵画の制作をお楽しみ下さい。

【活動状況】
１、月例会　（月額会費：1.000 円）

日時：毎月第３日曜日午後 2 時～ 4 時
場所：名芸大西キャンパス　講義室

２、グループ展　（２７回継続中）
日時：毎年５月上旬（一週間展示）
場所：名古屋市民ギャラリー ７F　

３、スケッチ会　１1 月を予定
４、日展、二科展、国画展の鑑賞会

問い合わせ先
会　長　長江　政則
　　〒480-1214　瀬戸市上品野町 927 番地　　　
　　電話 0561-41-1655　携帯 080-3621-7706
副会長　千石　智子
　　〒488-0863 尾張旭市城前町上大道 4084-6
　　電話 0561-53-4222　携帯 090-8469-4324

問い合わせ先
会　長　　　宇佐見　誠也
　　〒489-0874　瀬戸市幡野町 508
　　電話 0561-21-4567　携帯 090-7305-8205
運営委員長　森部　みや子
　　〒492-8075　稲沢市下津町西下町 58
　　電話 0587-32-2814　携帯 090-1825-1671　

絵画グループ 壁の華 会員募集「せせらぎ合唱団」団員募集

●発行日　令和 2 年 (2020 年 )9 月 30 日
●発行人　菊井 政右衛門 
●編　集　名古屋芸術大学後援会広報委員会
　（酒井伊紀・江上友加里・石黒和広・小林幹尚・橋本博文）
●発行所　名古屋芸術大学後援会
　〒481-8503 
　愛知県北名古屋市熊之庄古井 281 番地
　名古屋芸術大学（東キャンパス）12 号館 6 階  
　tel：0568-26-3355　fax：0568-26-2101
　e-mail：kouenkai@nua.ac.jp
●印刷所　有限会社 住吉孔版社　

〔無断転載禁止〕
　本誌掲載の記事（表紙、本文、図表、写真、イラスト等）を本会及
　び著作権者の承諾なしに無断で転載（翻訳、複写、データベース
　への入力、インターネットでの掲載等）することを禁じます。
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【 編 集 後 記 】
　年が明け､「中国武漢で新型コロナウイルス発生」とのニュースが流れても、対岸の火事と軽く
考えておりました。ところが瞬く間に世界各国で感染者が増え、日本でも感染拡大により、大学閉
鎖、卒業謝恩会・入学式中止、そして自粛生活を過ごす事になりました。新境地を目指し希望と夢に
満ち溢れた新入生とそのご家族の方、いつ大学へ通えるの? 不安との闘いの日々が続いた事が
伺い知れます。5月に入りオンライン授業が始まり、6月からは一部対面授業が始まりました。けれ
ど学生・保護者の方の不安や疑問は消えません。後援会として何が出来るのか？ 悩み考え少しで
も保護者の方と大学との橋渡しが出来る「後援会報」を発行したい。その為に広報委員会で何度も
内容を検討し、「50周年記念特別座談会」はじめ見所満載の情報誌に仕上げました。記事をご投稿
頂きました皆様、ご協力有難うございました。今後も皆様と共に歩んで行く後援会であり続けたい
と思っております。皆様の応援、宜しくお願い致します。

名古屋芸術大学後援会副会長 （広報委員長）　酒井    伊紀
NAGOYA UNIVERSITY

OF THE ARTS

名古屋芸術大学後援会報名古屋芸術大学後援会報
第 69号　2020年 9月 30日発行

［特別企画］
■座談会「後援会 未来への挑戦」
■後援会だョ！全員集合
■後援会入門 ─ ミニ事典 ─
■名芸大入門 ─ 保護者編 ─
■後援会第１回功労者表彰

BORDERLESS
　Challenge to the future

50th.

後援会創立50周年記念特別号

Anniversary




